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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「ご機き嫌げんよう。３巻だ。楽しんで読め」


「って、月光がまともに挨拶したぁあああああああああああ!?」
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『初体験は、体育館倉庫でした[image: ]』





　というような見だしの体験談を、サイトヒメアは真顔で読んでいた。





『あたしが十五で、彼氏が十六でぇ[image: ]』





　という文字に、彼女は真しん紅くの瞳ひとみを細め、


「あ、私と大たい兎とも同じ年ねん齢れいだ……」


　とか、呟つぶやく。


　ちなみに彼女がいる場所は、図書室だった。


　いまは授業中の時間なので、誰だれもいない、図書室。


　そこで彼女は独ひとり、どこかの生徒が忘れていった、十代向けのファッション雑誌を読んでいた。


　七色に輝かがやく薄桃ラベンダー色の髪かみに、透すき通るような肌はだ。宮みや阪さか高校のセーラー服から伸のびた、すらりと細い手脚。


　もう、いま読んでるファッション雑誌のどのモデルよりも彼女は圧あつ倒とう的に美しかった。


　それどころか、とても人間とは思えないほどの異常な美び貌ぼうを彼女は持っているのだが──しかし、実際に彼女は人間じゃないので、そんなことはどうでもいい。


　世界中の魔ま術じゆつ組織から指名手配されている、《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》と呼ばれる特とく殊しゆな種の生き物が彼女で。


　契けい約やく者しやである鉄くろがね大兎のそばにいるために、いま、素す性じようを隠かくして外国からのハーフの転校生としてこの宮阪高校に住みついているのだが、しかし、そんなこともやはりどうでもいい。


　そして世界中の組織に怖おそれられている彼女がいま、一番興味を持っているのは……





『彼ってば、跳とび箱の上でしたいとか言ってきてぇ[image: ]　やめてよねーって言ったの』





　などと書かれた文章だった。


　それを真しん剣けんな顔でヒメアは読む。


「……跳び箱？　跳び箱っていうと……」


　と、彼女は細い指をくるりと回す。


　すると魔術が起動し、図書室全体の書物の中から、『跳び箱』という単語と画像が検けん索さくされ、一冊の本が彼女の手もとに引き寄せられる。その本を開く。するとそこに『跳び箱』なるものが紹しよう介かいされていて。


「……ふぅん。これが、跳び箱か。この上でしたい、と」


　そう、彼女は呟く。そしてさらに、ファッション雑誌を読み進める。


『もちろんあたし、恥はずかしいから嫌いやだ～って言ったんだけど、彼が、初体験は跳び箱でするに決まってるだろーとか言いだして～』


「ふむふむ。決まってるんだ」


『んで、そう言われてみたら、あたしもそうかなーってさ、きゃははは（笑）』


「……きゃはは……？」


『でもでもやっぱり無理無理変態～って』


「変態？」


『なのにそこで、事件が起きたの。用務員のおじさんが倉庫に鍵かぎをかけちゃってぇ。で、体育館倉庫になんと、彼と二人っきり！』


「大兎と二人っきり!?」


『当然、ラブラブで盛りあがっちゃって～』


「ラブラブ!?」


『結局あたし、跳び箱で彼と……イヤーン[image: ]』


　と、記事の内容はそんな感じだった。


　そしてその体験談を読み終え、


「…………」


　ヒメアは顔を上げた。


　その顔はなぜか真っ赤になってしまっていたのだが、図書室には誰もいないので、それに気づく者はいない。


　彼女があっさり雑誌の体験談に影えい響きようされて、体育館倉庫に大兎を連れていこーとか思ったことにも、気づく者はいない。


　そのまま彼女はそわそわと周囲を見回す。それから図書室の壁かべにかかっていた大きな時計へと目を向ける。


　すると時刻はまだ十時。


　たぶん、大兎は二時限目の授業の真っ最中で、彼女に会いにきてくれる放課後とかいうのになるにはまだ、五時間以上時間があった。


　それを見て、


「……退たい屈くつだなぁ」


　つまらなそうに頰ほおを少し、ふくらませる。


「寂さびしいしさ～」


　と言ってもやはり、誰も彼女に気づかない。もちろん彼女は大兎以外の人間はみんな嫌きらいなので、気づかれたいとも思わないのだが。


「でも、大兎には気づいて欲しいな～。一秒でも離はなれたら私、寂しいのにな～……なんて言ってめんどくさがられたくないから言わないけど……」


　そう呟いて、独りで彼女は笑う。


　そして放課後がくるのをぼんやりと待つ。退屈そうに待つ。寂しげに待つ。そして時計を見る。


　時刻は十時一分。


　たった一分しか、たっていない。


　でも、その一分がまるで、永遠のように感じられて。


「…………」


　それに、彼女は困ったような、辛つらそうな顔で、


「……え、ええと、その……め、めんどくさいって言われても、いいや……」


　などと言いながら、立ち上がった。


　そのまま図書室を出ていく。


　授業中なので廊ろう下かにも誰もいない。その誰もいない廊下をひょいひょいと歩いて、彼女は校舎から出る。体育館へと向かう。愚おろかな人間どもがボールを奪うばいあったりカゴに入れたりしているが、無視して倉庫へと向かう。


　倉庫の扉とびらを開く。


　すると中は黴かび臭くさい。


　そして白いマットや、ボールや、それに、あれが置かれている。


　例のアレ。


　ヒメアが検索した情報によると、


『箱形の体操用器具。走ってきて跳びこえたり、その上で回転したりする』


　とか書かれていた、アレ──跳び箱が。


　その、跳び箱を見つめ、ヒメアは一いつ瞬しゆんだけ顔を赤らめる。


「…………」


　それから、正気に戻もどるのよ、と言わんばかりに頭を数回振ふって、扉を閉める。


　すると倉庫の中は真っ暗になる。


　彼女は指をぱちんっと鳴らして、光を生みだす魔ま法ほうを発動させる。


　さらに倉庫全体を走り回って、魔ま方ほう陣じんを描えがいていく。まるで倉庫全体に刻きざみつけていくかのように、光で編みこまれた複雑な紋もん様ようを描かき込こんでいく。


　それは古代の魔法だった。


　いまはもう失われたと言われている、エベル語で描かれた魔法だった。


　ありとあらゆる魔法を扱あつかえる、《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》しか知らない、秘ひ呪じゆ。


　その秘呪で、倉庫を覆おおっていく。


　ちなみに倉庫にかけた呪のろいは、こうだ。


　次にこの倉庫に入ってきた者を、永遠にここに閉じ込める。この結界を解くにはこの魔法を使った者を殺すしかなく、術者であるヒメアですら、結界を解くことはできない──という、本当に強力な呪い。


　そんな呪いを彼女は、この体育館倉庫に一いつ生しよう懸けん命めいかけてから、


「よし、完成～」


　と、嬉うれしそうに言う。


　それからわくわくした顔で、生徒会から支給されているケータイを取り出す。アドレスにある、大兎[image: ]　という名前を押おす。


　プププという呼びだし音がしばらく鳴り、ケータイが繫つながる。


『ちょ、ヒメア、いま授業中なんだけど』


　と、大兎が小声で言ってくる。


　その、大兎の声に、


「あ、大兎[image: ]」


『いや、大兎……じゃなくて、ええと、どした？』


　それに彼女は嬉しそうに、


「んとね、声が聞きたくて～……」


　と、言いかけて、しかしやめる。


　そんなことを言ったら、もうそんなことで電話してきちゃだめでしょーと怒おこられて、通話を切られてしまうだろうから。


　だから、彼女はなんて言おうか、考える。


　この体育館倉庫にきてもらって、彼女が一生懸命張った結界の中に一緒に閉じ込められてもらうにはどうしたらいいかを、考える。


　二人っきりで。


　二人っきりで永遠に、ここで閉じ込められてもらうにはどうしたらいいかを考えて。


「…………」


　その、体育館倉庫で、雑誌でいうところの『ラブラブ』とやらをしまくる二人の映像が頭の中に浮うかんできて、にへらーっと表情を崩くずしていると、


『どした？　ヒメア』


　と、大兎が言ってきたので、彼女は慌あわてる。


　なんて言って彼を誘さそいだそうかと、悩なやむ。


　それからおもむろに彼女は口を大きく開くと、


「きゃああああああああたすけてぇええええ体育倉庫で私、ワルモノに襲おそわれ……」


　が、またそこで、彼女は声を止める。


　なぜなら目の前で、ガララっと音がして、体育館倉庫の扉が開いたから。


　そして体育着姿の、ボールを持った長身の男が、


「空気入れ空気入れ」


　とか言いながら、倉庫の中に入ってくる。


　それにヒメアが慌てて、


「あ、ちょ、ちょっと待って！　入っちゃだめ……」


　と、言いかけた瞬しゆん間かん、魔法が発動した。


　扉が勢いよく閉まる。


　その扉や、倉庫全体の壁に、エベル語で模かたどられた複雑な紋様が浮かびあがる。その紋様が強く輝かがやき、


「ちょ、ちょちょちょ、待って待って！　まずい！　これ、私も解けな……」


　しかし待ってくれない。


　魔法が完成する。


《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》の彼女ですら解けないほど強固な結界が完成して。


「あ～!?」


　と、彼女は叫さけぶ。


　するとそのときにはもう、異常を察した大兎が、


『おいヒメア！　どうした!?』


　と、聞いてきてくれて。


　それにヒメアは困ったような顔になり、


「あの、大兎、私……」


　と、状じよう況きようを説明しかけて、しかしまた、彼女はやめる。


　目の前にいる、体育着姿の男の顔を見て。


　体育館に、男と二人っきりの自分の状況を見て。


　それからあの、雑誌で読んだ体験談の見だしを思いだしてしまう。





『初体験は、体育館倉庫でした[image: ]』





「ううう、もしこれ見て、大兎が勘かん違ちがいしたら、困るな～」


　なんて言うと、ケータイの向こうから、


『おいヒメア～、ほんとに大だい丈じよう……』


　が、それを遮さえぎって、彼女は言う。


「う、うん。ええと、心配した？　心配した？　ほんとは大兎の声が聞きたかっただけでしたー」


『えええ～、ってやばい、先生に電話してるのバレ……おい鉄！　おまえ授業中になにしてるん……わあああああすみませ……って、ちょ、ヒメア、切っていい？』


　それに彼女は、少しだけ寂しそうな顔になりながら、


「うん！　いいよ！」


　しかし元気そうに聞こえる声で言った。


　それに大兎が、


『ちょ、あ、先生、暴力反対……』


　そこで、通話が切れる。その、ケータイを彼女はしばらく見つめる。


　するとそこで、


「うお、扉開かねぇ～、なにこれなにこれ、どうなってんの？」


　とか、倉庫に入ってきた少年が言ってきて、彼女はそちらを見る。するとその少年もこちらを向く。驚おどろいたように目を見開く。


「うわ、すっごい美人」


　彼女を見た人間は、みんなそう言う。その少年がこちらに近付いてきながら、


「ねねね、君、ここでなにして……」


　と言いかけたところで、彼女は手をかざして言った。


「下等な人間が、私に話しかけるんじゃない」


　刹せつ那な、その少年は倒たおれる。


　殺すと腐くさって臭におうし、それに大兎も怒るだろうから、仮死状態にする。


　彼女は少年が動かなくなったのを確認してから、倉庫を見回す。脱だつ出しゆつする方法がないかと、ぐるぐる見回す。


　しかし、自分で張った結界ながら、まるで解呪に繫がる隙すきがない。


　それに困ったような顔で、


「……困ったな」


　と、まんまの発言をする。


「どうしよ。ほんとに出れないや。ここから出るには……」


　思考を巡めぐらせる。


　するとここから出るための方法を、二つ思いつく。


　一つは最近、彼女と同じように生徒会委員になったハーフエルフの封・解呪師スペルブレイカー、エントリオ兄弟にこの結界を破ってもらう──という方法なのだが。


　彼女はケータイを取り出し、アドレス帳を見る。しかし、本当に最近生徒会にスカウトされたばかりの彼らのアドレスは、彼女のケータイには入ってなかった。


　それに彼女は、表情を曇くもらせてちょっとだけ唇くちびるを嚙かむ。


　エントリオ兄弟に連れん絡らくがつかないのなら、もう一人の、最も連絡を取りたくない男に、電話しなければならないから。


　その、男の名前を、彼女はケータイのアドレスにだす。


　人間の分際で、まるで神にでもなったかのように偉えらそうに振る舞まうこの宮阪高校の俺様生徒会長──紅くれない月げつ光こうの名前を表示させる。


「…………」


　あいつなら、この体育館から彼女を脱出させることができるはずだった。


　というよりも、この学校の生徒会室には、どんな場所にも、どんな次元にも、直接《道み程ち》を繫ぐことができる特とく殊しゆな《聖地》があり、月光はそれを管理しているのだ。


　だからこの体育館倉庫にも、ヒメアが張った結界を無視して、月光は直接《道み程ち》を繫ぐことができるはずなのだが。


「……月光に頼たのむの、やだなぁ」


　と、それでもしばらく他に方法がないかを考える。


　一生懸命考える。


　しかし結局思いつかずに、


「う～」


　うめきながら、彼女は紅月光の名前を押した。するとプププと呼びだし音が鳴り、


『俺だ』


　あの、俺様馬ば鹿かが電話に出た。


　それにヒメアは、大兎に対するときとはまるで違ちがう、冷たい声こわ音ねで言った。


「私」


『ああ、なんだ。色ぼけ魔ま女じよか』


「殺されたいの？」


『死ぬのはおまえだ』


「……まあ、あんたとくだらない問答をするために電話したんじゃないから、今日は許してあげるけど」


『そうか。ならもう切るぞ。俺もおまえとのくだらない問答に興味はない』


「え、ちょっと待っ……」


『ガチャン』


　通話が、切れた。


　それにヒメアは、


「あ、あいつ……」


　と、ケータイを持ったまま、震ふるえる。いますぐにでも、ケータイの電波を伝って呪のろいを感染させる魔ま法ほうを使おうかと悩んで、しかし思い留とどまる。この体育館倉庫から出るためには、月光の協力がいるのだ。だから仕方なく、もう一度ケータイをかけた。


『俺だ』


「次に勝手に切ったら、本当に殺すよ？」


『ならさっさと用件を言え。俺は忙いそがしいんだ』


「はっ。人間の分際でなに忙しぶって……」


『ガチャン』


「…………」


　それに、ヒメアはもう一度紅月光の名前を押おした。


『俺だ』


「用件を言いましょう」


『なんだ』


「ちょっと頼みがあるんだけど」


　するとそれに、月光が一いつ瞬しゆんだけ、沈ちん黙もくする。そしてなぜか嬉うれしそうに、


『はは、土下座して頼むか？』


「…………」


『一つ、貸しだな、魔女。いままでもおまえは俺の奴ど隷れいだったが、今後はさらに奴隷だ』


「…………」


　だから、こいつに助けを求めるのは嫌いやだったのだ。


『で、なんだ。無能な魔女が、天才の俺になにをしてほしがってる？』


　それにヒメアは応こたえた。


「《道み程ち》を繫つないでほしいの」


『《道み程ち》？』


「そう。この学校の体育館倉庫に……」


　が、そう言いかけたところで突とつ然ぜん、


『開け』


　という声がする。するとヒメアの目の前の、跳とび箱の上あたりの空間がぐにゃりと歪ひずむ。裂さけるように開く。そしてその次元の裂け目の向こうに、宮阪高校の生徒会室が繫がる。


　そこには、やはり宮阪のセーラー服を着た、しかしとても高校生には見えない小こ柄がらな、童顔の女の子と、俺様生徒会長の姿があった。


　その、目付きの悪い、詰つめ襟えりの制服を着き込こんだ生徒会長がこちらを見て、


「そこでなにしてる、馬ば鹿か魔女」


　と聞いてきて、それにヒメアは肩かたをすくめる。


「あんたの知ったことじゃ……」


　が、それを遮って月光が言う。


「……ふぅん。倉庫に、結界が張ってあるな。それもかなり高度な結界だ。もしかしておまえ、誰だれかに閉じ込められたのか？」


「…………」


「もしくは、自分で張って、出られなくなった？」


「…………」


「まあどちらにせよ……」


　そう言ってから、月光は笑えみを浮うかべる。そして、


「閉じろ」


　と、いきなり《聖地》に命じて。


　それにヒメアは、


「え!?」


　と、驚いたような声を上げる。


　しかしそんな間にも次元の扉とびらはみるみる閉じていこうとして、


「ちょ、ふざけ……うそうそ、《道み程ち》が閉じ……ああもう怒おこった！　おまえを殺してやる！」


　と、手を上げる。呪じゆ文もんの詠えい唱しようのいらない攻こう撃げき魔ま法ほうを放つ。ヒメアの指先から光が放たれて、それが一直線に月光を殺そうとするが──


　それに月光が、


「美み雷らい。攻撃を防げ」


　と言うと、月光の横で漫まん画がを読んでいた、セーラー服姿の童顔悪魔が、


「ほいほーい」


　と言って、飛びあがる。


　触ふれるものすべてを破は壊かいしてしまうはずの光を、あっさり蹴けり飛ばしてかき消してしまう。


　という光景が見えたところで、《道み程ち》が閉じてしまって。


　それをヒメアは見る。


　もう、呆ぼう然ぜんとそれを見つめ、


「……あいつ、あいつあとで絶対殺す！」


　と、彼女は叫さけんだ。





　　　　◆　◆　◆　◆





　場所は移って、生徒会室。


　間ま抜ぬけ面づらで魔法を放ってきた魔女が消えたのを確認して、


「ははっ」


　と、月光は笑った。


　するとそれに、


「ねねね、ヒメちゃんなんで攻撃してきたの？」


　横にいた馬鹿悪魔が不思議そうな顔で聞いてきて、それに月光は答えた。


「馬鹿だからだ」


「ふぅん……って、あれ、あたしのケータイ鳴ってる」


「…………」


「ヒメちゃんからだ！」


　という言葉に、月光は言う。


「出なくていいぞ」


「えー、でも」


「出るな。命令だ」


「ううううううううう」


「そうだ、ジュースを買ってやろう」


「え、ジュース[image: ]」


「俺もちょうどコーラが飲みたかったところだ。小こ遣づかいやるから、買ってこい」


「えとえと、あたしね、あたし、ドクタ○ペッパーがね」


「いいから買ってこい」


　と、小銭を取り出すと、美雷が目をきらきらさせながらこくこくうなずく。その彼女に、


「ケータイはおいていけ。俺が出ておいてやる」


「うん！」


「じゃあいってこい」


「わかった！」


　そして美雷は、小遣いを受けとって、生徒会室を飛びだしていく。


　その、彼女が置いていったケータイを取り、通話ボタンを押す。


　するとサイトヒメアが、


『あ、ミライちゃん？』


　などと言ってくるので、月光はにやりと笑い、


「俺だ」


『え、あ、呪のろい殺し……』


「はは、遅おそいよ」


　と、ケータイを切る。そして再び、生徒会室の壁かべを見る。


「開け」


　と、《聖地》に命じると、今度は《道み程ち》が、体育館倉庫の天てん井じように繫がる。


　すると体育館倉庫では、跳び箱の上に乗って、怒いかり狂くるっている魔ま女じよの姿があって。


　すぐに魔女はこちらに気づく。跳び箱から天井を見上げ、


「あ、あ、おまえ……」


　が、月光は笑って、


「しばらくそこにいろ。放課後には出してやる。閉じろ」


「殺……」


「はは」


　と、そこでまた、サイトヒメアの姿は消えてしまう。


　それに月光はひとしきり笑ってから、はぁとため息をつき、再び読みかけだった本を読む。


　すると美雷が、


「ゲッコー、買ってきたよおおおお！」


　と戻もどってきて、彼女からコーラを受けとる。プルタブを開けて、それを飲む。炭酸が喉のどを通って、少し頭が冴さえる。


　そこで彼女が、


「ねねね、ヒメちゃんなんだって？」


　などと聞いてきたので、それに彼は、跳び箱の上で怒り狂っていたサイトヒメアの姿を思いだし、しばらく考えてからこう答えた。


「跳び箱が好きだとさ」


「跳び箱？」


「ああ」


「あたしも跳び箱好き～！」


「そうか」


「うん！」


　と、美雷は満足気にうなずく。


　それに月光はまた笑ってから、倉庫に閉じ込められているサイトヒメアのことなど完全に無視でまた、本を読み始めた。




ケース１：終了





[image: ]





「や──だ───、や──だ────！」


　と、商店街のオモチャ屋の前で子供が泣き叫んでいる。


　それを月げつ光こうは冷たい瞳ひとみで見つめる。


　するとさらに、


「やーだー、お面ライダーのお人形買ってくんなきゃやーだー」


　と子供が叫ぶ。


　それに横にいた母親らしき女が、


「もぉ、この間パパに買ってもらったばっかりでしょ～」


「やーだー、買ってくんなきゃやーだー」


「だーめ」


「やーだー」


「だめって言ってるでしょ」


「ぎゃぁあああああ!?」


　と、子供が絶ぜつ叫きようを上げる。


　あげく、地面に転がり始める。


　母親はもう、慣れた様子でその光景を見下ろしている。ぎゃあぎゃあと声を上げながら地面を転がり回る子供を、厳しい表情で見下ろし、しかし、声をかけない。


「ぎゃぁあああああああああああ」


「…………」


「ぎゃぁあああああああああああああ」


「…………」


「ぎゃぁああ……がは、げほげほ、ぎゃぁあ、がはがは」


「ほらぁ、いっぱい叫ぶから。大だい丈じよう夫ぶ？」


「うううう」


「さ、もういくわよ」


「ううううう、うん」


　と、子供がオモチャを買ってもらえなかったのに、立ち上がる。


　母親の手を取る。


　オモチャ屋の前から去っていく──


　という光景をしばらく見つめ、


「……なるほど」


　と、月光は呟つぶやいた。


　それから彼は、後ろを振ふり返る。


　するとそこにはもう一匹ぴき、子供がいて、


「む──む──む──！」


　と声を出して、怒おこっていた。


　美み雷らいだ。


　ちなみに彼女の年ねん齢れいはさっき地べたを這はいずりまわっていたガキよりはだいぶ上のはずなのだが、しかし、


「……知能レベルは胎たい児じ以下だからな。対処が難しい。いや、そもそも胎児に言葉が通じるのか？」


　なんてことを月光は真顔で呟く。


　そして再びむーむー言っている美雷のほうを見つめる。


　彼女が立っているのは、オモチャ屋の前──ではなく、商店街の駐ちゆう輪りん場じようだった。


　なんでも最近、彼女は自転車が欲しいらしく、自転車を見るたびに足を止めては買ってくれとねだってくるのだが、買ってくれと言ってきた自転車の値段が三万円で、


『馬ば鹿かも休み休み言え。雑ざ魚こは雑魚らしく歩いてろ』


　と言って以来三日、自転車置き場の前を通るたびにこの展開が続いていた。


　美雷が自転車の前で頰ほおを膨ふくらませ、腕うで組ぐみしながら、


「ふむむむーん」


　と、怒っている。


　月光はそれを、さっきの母親よろしく無視する。


「ふむむむむむむ」


「…………」


「むむむむむむむむむむ」


「…………」


「むぅううううううむぅううううう」


「…………」


　さっき手に入れた情報によれば、このへんで美雷は咳せきこみ、息切れするはずなのだが、


「にゅぁあああああああああああああああああむ」


　美雷の体力は、さっきのガキの数倍はあるようだった。


　仕方がないので美雷を無視して商店街の他の店にいくことにする。洗せん剤ざいが切れたので、それを買う必要があるのだ。なので薬局で洗剤と、肌はだに優やさしいと書かれたティッシュペーパー、コーラを買いこむ。


　戻ってくるといまだ美雷は、


「むむむむむむむむむむ」


　とうなっており、それに彼はため息をついて、最近出来た１００円ショップへ向かう。制服の裏側に吊つり下げる呪じゆ符ふやナイフのうまい整理道具がないかを確認し、わりとよさそうなものが見つかるが、


「……しかし耐たい久きゆう性せいがな……」


　などと呟く。


　そのまましばらく１００円ショップを物色すると、奥おくにドリンク売場があり、さっき１１０円で買い込んだコーラが、ここでは１０５円で売っているのを発見してしまって、


「……む」


　と、一いつ瞬しゆん、声を漏もらす。


　しかしそれは一瞬だけで、彼はすぐに平静に戻る。そしてそのコーラへ向かい、


「まあいい。次回以降はここにくればいいことだ」


　と、誰だれに言い訳しているのか自分でもわからないが、とりあえずそんなことを呟く。


　そして再び、美雷がむーむー言っている場所へ戻る。


　するとその、美雷がむーむー状態になっている向かい側では、


「ぐぎゃぁああああああああああああああああああああああああああああ!?」


　さっきのガキが、また地面を転がりまくっている。どうやらあのガキは、オモチャ屋の前を通るたびにあれをやっているようで、さすがの母親も、さっきよりは少し機き嫌げんの悪そうな顔をしている。


「ぎゃぁあああああああああ」


「…………」


「ぐぎゃぁああああああああああああ」


　が、そこで、


「いい加減にしなさい！」


　母親が子供の頭をぽんっとたたいた。すると子供は、


「うぎゃうっ」


　絶叫を、止める。


　さらに周囲にいた、子供の声をうるさそうにしていた奴やつらが、よくやった、というような顔になる。


　子供は泣き顔のまま母親のほうを見上げる。


　すると母親が優しい声で、


「ママを困らせないの。それともパパに言いつける？」


「う──」


「嫌いやでしょう？」


「う───」


「じゃ、帰ろうね？」


「う────」


「家に帰ったらジュース飲んでいいからね」


「ほんとっ!?」


　と、あっさり楽しそうな顔になる子供。


　それを月光は見つめ、


「……なるほど。やはりガキの教育にも、アメとムチが必要というわけか」


　などと言い、再び後ろを振り返る。


　するとどれだけ喉のどが強いのか、


「むーむぁ──むーむー！」


　と、いまだに美雷が怒いかりを表明していて。


　その、美雷へ向けて、さっきの母親のように、『いい加減にしなさい』の一いち撃げきをくわえるべく、月光は右脚を一度素す振ぶりする。美雷は悪あく魔まなので、どれくらいの力で蹴ければ痛みを感じるのかはわからないが、まあ、痛みを感じさせる必要はないのだ。


　怒っている、ということを伝えることができれば──


　と、彼は美雷の背中へと近付いていこうとして、しかし、


「……しまった。アメのほうを忘れた」


　そう呟いて、美雷を蹴り飛ばそうとしていた脚を下ろした。それから踵きびすを返し、薬局へと向かいかけ、


「おっと違ちがった」


　と、その途と中ちゆうにある、１００円ショップへ入る。そして美雷が大好物のジュース、ドクタ○ペッパーを買おうとする。


　しかし美雷以外の全人類が不ま味ずいと思っているはずのドクタ○ペッパーはどこの店にも売っているものではなく、案あんの定じよう１００円ショップにも売ってなくて。


「…………」


　仕方なくさっきの薬局へいく。するとそこにはドクタ○ペッパーがおいてある。値段は１２０円で、どういうつもりなのかコーラより高い。それに彼は顔をしかめながら、二本、ドクタ○ペッパーを取る。それをレジに持っていく。するとレジにいた店員がそのドクタ○ペッパーを見て、『お客さん珍めずらしい趣しゆ味みですね』と言わんばかりの顔になっている気がするが、馬鹿が俺が飲むんじゃない──という言葉を、彼は飲み込んだ。


　そのまま会計を済まし、再び元の場所へと戻もどる。


　相変わらず美雷は自転車置き場の前でむーむー言っていて、それに月光は声をかけようとするが、しかし。


「ちょっと君」


　月光よりも早く、別の男が美雷に声をかけた。


　現れたのは警官の制服を着た、中年男だった。その警官がちょっと心配そうな顔で、


「ねぇ君、さっきからずっとここでうめいてるけど、なにか問題でもあるのかい？」


　などと声をかける。


　しかし美雷はいま、自転車を月光にねだることで手て一いつ杯ぱいなので、


「むむむぅ！」


　なんて答える。


　すると警官は困ったような顔で、


「……えーと、君がなにと闘たたかってるのかはよくわからないけど、あれだ。もしなにかあったんならおじさん、相談に乗るよ？　なにか困ってるのかな？」


「むーむーむー！」


「財布とか、コンタクト落としたとか、そういうこと？」


「む────！」


「あ、違う？　ならなんだろ。とにかく独りで悩なやんでないで、おじさんに言ってくれないかな？」


「むぅうううううううう」


「それともおじさんじゃ、だめ？　婦警さんとかのほうがいいかな？　そういう類たぐいの悩み？」


「むぅんむぅんむぅん」


「いや、むぅんって……でも、わかるよ。うちにも君くらいの年ごろの娘むすめがいるけど、おじさんにはなんにも相談してくれないもんなぁ。思春期ってやつなのかなぁ。おはようって言ったら、うるさいって言われてね。それはさすがに朝の挨あい拶さつじゃないだろう！　って、ビシっとね、今朝も言ってやったんだよ、うん。いや、ほんとは言えなかっ……ってまあそんな話はいいんだけどさ……」


「にゅにゅにゅにゅ」


「とにかくその、あれだ。じゃあ話さなくていいから、少しだけおじさんの頼たのみを聞いてくれるかな？」


「ぬ────」


「実はね、おじさん、ここの商店街の方たちに頼まれて、ここを見張ってたんだよね」


「ぬぬぬぬぬぬ」


「というのもここ、最近自転車を盗ぬすむ不届きな奴らが多いらしくてさー、だから、隠かくれてこっそり見張ってたんだけど……」


「む───────ん」


「君がここに立ってたら、自転車盗む奴が現れないってのは、わかるよね？　だからもしよければ、ほんと、よければでいいんだけど、悩む場所を少し、変えてもらってもいいかな？」


「なぁああああああああああう」


「……だめ？」


「なぁああああああああああああああう」


「……それ、最近の女子高生の間で流は行やってるのかな？」


「むなぁ─────ん！」


　と、美雷はうなる。


　すると警官がひどく困り果てたような顔になるが、しかしそれに月光は、


「あの警官は馬ば鹿かだな」


　と、思う。


　あの手のガキには、無視とムチ以外にはなんの効果も示さない、ということは、オモチャ屋の前を通る母親たちですら知っている常識なのだ。


　なので月光は美雷のほうへと近付いていき、


「おい美雷」


　と、声をかけた。


　すると美雷は一瞬こちらを振ふり向きかけ、それから、はっ、いまあたし怒おこってるんだった、といわんばかりの顔になってから目をそらして、


「むなぁああああああああああん！」


　と、言う。


　すると警官が救われた、と言わんばかりの顔でこちらに、


「あ、君、この娘この友達かい？」


　なんて言ってきて、それに月光が答える。


「友達？　俺がこんな馬鹿ガキの友達のはずがないだろう？　俺はこいつの飼い主だ」


「は？　飼い主？　それは……」


　が、それを無視して月光が、


「おい美雷。いい加減にしないと夕飯抜ぬきにするぞ」


　と言う。


　それに美雷の体がビクっと震ふるえ、それから顔が泣きそうな顔になり、しかし再び怒ってるんだからね、と言わんばかりに頰ほおを膨ふくらませて、


「むなぁああああああん！」


「馬鹿語はやめろ」


「むーむー！」


「日本語で話せ」


「むーむー！」


「いい加減にしろ！」


　と、月光は足を上げる。そのまま革かわ靴ぐつで、美雷の後頭部を蹴る。ゴンっと派手な音がするが、しかし美雷は悪魔なので、そんな蹴りでは頭は揺ゆれもしない。おそらく痛みもほとんど感じてないだろう。


　だが、それでもいまので少しはこの馬鹿ガキにも、飼い主様の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おの強度がどうなっているかが伝わっ……


　が、そこで、


「ええええええええ!?　って君、君、女の子になにしてるんだ!?」


　などと、横から警官が邪じや魔ましてくる。


「ちょ、ちょっと君、大だい丈じよう夫ぶかい？　頭、頭すごい音がしたけど！」


　と、税金を無む駄だ遣づかいすること以外なにも考えることのできない国家の犬が美雷に駆かけよる。


　せっかく月光が、蹴りからのドクタ○ペッパーという、アメとムチ作戦で美雷を家に連れ帰ろうとしているのに、


「君ぃ！　警官の前で女の子に暴力を振るうなんて、いったいどういうつも……」


「うるさい」


　とそこで、月光は警官を冷たい目で見つめて言った。


　すると警官の顔がみるみるうちに真っ赤になり、


「う、う、うるさいって……ほんとに君、ふざけるなよ。ちょっと署まで……」


　が、やはり遮さえぎって、


「ふざけるなは、こっちのセリフだ。『うるさい』というのは、いま高校生の間で流行っている仲がいい相手専用の挨拶だぞ？」


「はぁ？　そんな噓うそが通じるとでも……」


「噓じゃない。現におまえの娘は朝、おまえに向かって『うるさい』と言ったのだろう？」


「あ、いや、確かに言われたけど、しかし……」


「あれは挨拶だ。よかったな。おまえは娘に愛されている」


「えっ!?」


「さあさっさと帰っておまえも娘に『うるさい』と言ってやれ。さぞかし喜ばれるだろう」


「……ほ、ほんとか？」


「ああ」


「……で、でもいま、君はこの子に暴力を」


「これも流行ってるんだ」


「う……」


「噓じゃない。見ろ、こいつも喜んでるだろう？」


　と、月光は言う。


　すると美雷はこちらの様子をうかがうような顔をしており、それから月光の視線に気づいて慌あわてて、


「む──、むーむむーん！」


　と、怒っているポーズを続ける。


　それに警官が、


「こ、これ、喜んでるのか？」


「うむ。女子高生語で、うれしーなー、と言っているところだ」


「……女子高生語？　いや、私はたしかにそういうのはうといが……だから娘に嫌きらわれるのかなぁ」


「知るか。とにかくおまえの出る幕じゃない。消えろ」


「……その口の悪さも、最近の若者言葉なのかなぁ。私にはわからな……」


「消えろ」


「……そうするよ」


　と、なぜかちょっと寂さびしげに警官が去っていく。それを確認してから月光は再び美雷のほうへと目を向けて、


「おまえが駄だ々だばかりこねるから、くだらない馬鹿に絡からまれたろうが」


「む───────」


「やかましい」


　と、もう一度月光は美雷の頭を蹴ける。


　するとゴンっと頭で音がなり、それに美雷が頭を押おさえるので、月光は言った。


「痛いか？」


　すると美雷は怒った顔でこちらをにらんで、言う。


「全然痛くないもんね────だ」


「だろうな。痛くしてないからな。だが俺は怒ってるぞ？」


「う？」


「怒ってるから次は痛くする」


　と、月光は腰こしの剣けんへと手を添そえる。ありとあらゆる魔まを祓はらい、呪のろいをかけることができる、凶剣スペル・エラーに。


　その、剣に触ふれた月光の手を見て、美雷が顔をしかめ、しかし弱気になっちゃだめ、とばかりに首を振って、


「だ、だって、みんな自転車乗っ……」


「だから？」


「で、でも、みんな……」


「だから？」


「あのあの、あのね、えとね、だからあたしも自転……」


「必要ない。第一おまえは、走ったほうが速いだろうが」


「んと」


「さあ帰るぞ」


「えと」


「帰ったらドクタ○ペッパーを飲ませてやる」


「えっ☆」


　効いた、と、月光は思った。


　アメとムチだ。


　それに美雷が、


「で、でもね、あのね、あたしもう、今月のお小こ遣づかいないからね、ドクタ○ペッパー買えな……」


　が、それを遮って、月光が手に持っていたビニール袋ぶくろを少しだけ掲かかげる。そのビニールに透すけて、ドクタ○ペッパーのケミカルな色のパッケージが見える。


　そして美雷はそれを発見して、


「うおおおおおおおおおおおお、ドクタ○ペッパーだぁああああああああ、え、え、ゲッコーが買ってくれたの？　ゲッコーが買ってくれたの？」


「そうだ」


「ゲッコー優やさし……」


「うるさい」


　と、彼は美雷の頭をぽんっとたたく。


　しかし美雷は嬉うれしそうに、


「えへへへへ～[image: ]」


　と笑う。


　それを無視して月光は踵きびすを返し、歩き始める。


「さあ帰るぞ」


「うん！　って、あれ、ドクタ○ペッパー二本あるよ？　あの、ゲッコーもドクタ○ペッパー飲むの？」


「飲むわけないだろう」


「え、え、じゃあ、二本ともあたしの？」


「…………」


「え、え、二本もあたしに買ってくれたの？」


「…………」


「ゲッコー優し……」


「やかましい」


「えへへへへ～[image: ]」


　などと言いながら、二人は夕方の商店街を抜けて、家へと帰っていった。





　　　　放課後ノート２台目へ続く──






[image: ]








　女連れで高校生が街を歩く──というのは、ひどく危険だ。それも連れている女の子が美人だったりすると、その危険に遭そう遇ぐうする確率は跳はね上がってしまう。


　たとえば、


「ねねね、大たい兎と」


「う～ん？」


「これ、これあれだよね。デートってやつだよね？」


「いや、ええと……どうかな」


「また大兎と二人で公園歩くの、夢だったんだ～。ねね、大兎」


「んー？」


「大好き[image: ]」


　と、美人が腕うでに絡からみついてくる。


　それを鉄くろがね大兎は、見下ろす。


　するとそこにいるのは、とても人には見えないほどに美しい少女だった。陽光に照らされて七色に輝かがやく薄桃ラベンダー色の長い髪かみに、透き通るような白い肌はだ。


　宮みや阪さか高校のセーラー服を着て人間のフリをしているが、実は《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》と呼ばれて世界中の魔術組織に怖おそれられている魔ま女じよである彼女は、輝くような笑え顔がおでこちらを見上げ、


「大兎も私のこと好き？」


　なんてことを聞いてくる。それに大兎は、


「いや、あの、ヒメア」


「なにー？」


「いつも言ってるけど……」


　するとそこで、ヒメアが先回りして言ってくる。


「人前でいちゃいちゃしちゃだめ？」


「そそ」


「でも私、人間のルールなんてどうでもいいもん」


「そー言うと思ったけどさぁ……それでもその、ここらへんはウラ高っていう不良が集まってる学校が近くて、あんま大っぴらにいちゃいちゃしてると絡からまれ……」


　が、それを遮さえぎってヒメアが言う。


「邪じや魔まする奴やつは殺せばいいよ～」


「いやいや、殺しちゃだめでしょ」


「いいもん」


「よくないって。それにまあ不良はいいとしても、ここ公園だしさ、子供も見て……」


「それも殺そ」


「だからだめだって！」


「あは、大兎以外の人間なんて、みーんな死んじゃっていいよ♪」


　などと物ぶつ騒そうなことを、人にん間げん嫌ぎらいのヒメアが機き嫌げんよさそうに言う。


　それに大兎は困ったように彼女の綺き麗れいな横顔を見つめ、それからその後ろに、めんどくさいものを見つけてしまう。


　不良だ。


　ジャングルジムによりかかってたむろっていた、ウラ高の制服を着た不良、五人組。


　そいつらがもう、検査が必要なんじゃないかと心配になってしまうほどの勢いで目を細めて、こちらをにらんできていて。


　とそこで、ヒメアが、


「ねぇ大兎、キスしよ？」


　なんて言ったところで、不良たちが唾つばを地面に吐はき捨てたのが見えた。


「ねねね、大兎大兎[image: ]」


　そのままこちらを指差し、あいつらぶっ殺そうぜだの、思いしらせてやろうぜだのと言ってるのが見えた。


「…………」


　そしてその、気持ちはわかるよ──と、大兎はうっすら思うが、まあ、それはそれとして。彼は困ったようにその不良たちを半眼で見つめ、


「あ～」


　と、言った。


　それにヒメアがこちらを見上げ、


「どしたの？」


　と聞いてくるので、それに大兎は答える。


「いや、めんどうなことになったなぁって」


「めんどうなこと？」


「うん」


「それって、こっちに近付いてくるあの馬ば鹿かそうな人間どものこと？」


「あ、気づいてたの？」


　するとヒメアがこくりとうなずき、


「うん。いま殺すね」


「ってちょっと待ったぁ！」


「ん？　待つの？」


「そそそ、ちょい待ち。殺さないで」


「大兎の知りあい？」


「そうじゃないけど……ええと、あ～、そうだな……あ！　じゃあこういうのでどう？　俺がヒメアを守るから、ヒメアは手をださないで」


　瞬しゆん間かん、ヒメアの表情が輝く。こちらを嬉うれしそうに見上げて、


「大兎が守ってくれるの!?」


「そそ」


「大兎大好き[image: ]」


「う、うん」


　とそこで、ヒメアがまた、思いっきり彼の腕に抱だきつく。


　当然不良たちはさらにいきり立つ。そしてそこで、ついに不良どもがすぐそばまで近付いてきて、


「コラァ！　ここがウラ高の縄なわ張ばりだと知っててンなことしてんのか、アァ!?」


　なんて怒ど鳴なられてしまった。


　それに大兎は、不良たちへと目を向ける。


　彼らはもう、すぐにこちらに殴なぐりかかってきそうな勢いだった。


　それに大兎は、まずいなぁと思う。それからすぐに始まりそうな殴りあいに備えて、自分の体の中にある力を、なるべく抜ぬくようにする。《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》の犠ぎ者しやとして契けい約やくして、さらにここのところ、いろいろな事件にこれでもかと巻き込まれまくった彼は、あまりに大きな力を手に入れてしまったために、力の加減がいまいちうまくできないのだ。だからもし、ここでくだらない争いになってしまったら、


「殺さないように、気をつけないと……」


　と、彼は小さく呟つぶやいた。


　それから大兎は不良たちを見て、


「あ～、できればくだらない争いは……」


　と、言いかけたところで不良たちが、


「だいたいてめぇ、公衆の面前でいちゃいちゃしてんじゃねぇよ！　ＴＰＯって言葉を知らねぇのか、ＴＰＯをよ！」


　なんてことを言ってきて。


「おまけにここ、公園だぞ！　子供もいんだぞ！　教育に悪わりぃだろうが！」


　なんてことも言ってきて。


　その、あまりにも正論な指し摘てきに──大兎は、自分の腕に嬉しそうに抱きついてるヒメアのほうを見下ろした。もう、子供の教育に悪いとしか言いようがないほど女の子といちゃついてる自分の姿を見つめ、


「……ああ～、そのぉ……」


　と、言った。


　するとそこでヒメアが腕に抱きついたまま、言う。


「さあ大兎、あの人間どもをやっつけて、私を守って[image: ]」


「えーと」


「いいから早く離はなれろや！　ここは俺の弟もよく遊びにくんだよ！」


「うんと」


「人間どもなんか殺しちゃえ[image: ]」


「その……」


「ああもういい。おまえ、名前言えよ名前。おまえの学校に電話して、教師から叱しかってもらうからよ。おら、びびってねぇで名前言え、名前……」


　と、なぜか補導員かなにかに怒おこられてるような勢いで迫せまられてしまい、大兎が困ったような顔になったところで、突とつ然ぜん。


「ちょっと君たち！」


　なんて声が、公園に響ひびき渡わたった。


　その声のほうを、大兎は見る。ヒメアも見る。不良たちも見る。


　すると砂場のあたりに、大兎と同じ、宮阪高校の制服を着た青年が立っているのが見えた。好青年然とした爽さわやかな顔だちに、きっちりと詰つめ襟えりを首までしめているその男は、こちらを見つめ、


「不良どもが、人様に迷めい惑わくをかけるのはやめたまえ！」


　なんて言う。


　それに不良──のような格好をした、意外と良識人な奴らが好青年をにらみ、


「なんだよてめぇは！」


　と言う。


　するとそれに、


「僕かい？　僕は宮阪高校一年、柊ひいらぎツネだ」


　と、好青年は答える。そのまま真まっ直すぐこちらに近付いてきながら、


「僕は、暴力で他人に迷惑をかける不良どもが、大だい嫌きらいなんだ！」


　とか、言う。


　それに不良たちが、


「ああ？　不良って誰だれのことだよ」


「君たちだ！」


「俺ら不良じゃねぇよ」


「言いのがれはやめろ！」


「ちょ、おまえふざけんなよ！　俺らは場所をわきまえずにいちゃつく馬鹿どもに注意を……」


　が、そこでツネと名乗った好青年が、


「僕は醜みにくい言い訳が大嫌いだ！」


　と、拳こぶしを振ふり上げ、問答無用に不良を殴った。どうやらツネは格かく闘とう技ぎをなにかかじっているようで、その突つきはそれなりに鋭するどい。その拳けん打だで不良は、一発で地面に倒たおれてしまう。


　それに他の不良たちが、


「てめぇ、なにしやがんだ！」


「こいつぶっ殺……!?」


　と、拳を振り上げようとした不良に、ツネが言った。


「そうやって君たちはすぐに暴力に訴うつたえる！　そういうところがいけないんだ！」


　と、その不良の顔面を蹴けり飛ばした。


「ぎゃぁ!?」


　と叫さけんで、不良が吹ふっ飛とぶ。


　残った不良たちはもう、顔面を蒼そう白はくにして、


「な、なんなんだよこいつ……俺ら、俺ら悪いことなんもしてないのに……」


「に、逃にげろ。こいつ、関かかわっちゃいけないタイプの人間だ……」


　という言葉に、大兎も非常に賛成だった。あきらかにこの、ツネという男は頭がちょっとやばそうで。


　その、ツネが言う。


「君たち不良はそうやってすぐに逃げる！　ちゃんと彼らに謝あやまりなさい」


「なんで悪いことしてない俺らが謝……」


「言い訳するな！」


「ぎゃぁああああああ！」


　もう、めちゃくちゃだった。


　三人目の不良も殴り倒されて、残った二人はもう、なにも言わずに逃げだした。


　それにツネが叫ぶ。


「仲間を見捨てて逃げるとは何ごとだ！」


　だがもう、不良たち──いや、被ひ害がい者しやたちは振り返らずに逃げてしまって。


　それに不満そうにツネはふむぅっとうめいたあと、こちらを振り返った。そのときにはまた、好青年然とした綺き麗れいな笑え顔がおで、


「やあ、怪け我がはなかったかい？」


　なんて言ってくる。


　それに大兎は、ちょっとだけびくびくしながら、


「いや、あ～……うん。ないよ」


　とうなずくと、それはよかったとばかりにツネは微笑ほほえんで、


「しかしとんだ災難でしたねぇ。ここらへんには不良が多いとは聞いてましたが……偶ぐう然ぜん僕が通りかかってよかった」


　と言ってから、彼はこちらの制服を見て、


「あ、そういえばあなたも宮阪の制服を着てますね。つまり僕と同じ学校だ。といっても僕は昨日転校してきたばかりなのですが」


　そう言ってから、爽さわやか笑顔でこちらに手を差しのべてきて、


「僕、柊ツネと言います。まだこの街では友達がいないので、よろしくお願いします」


　なんて言ってきて。


　それに大兎は、


「…………」


　その手を、取っていいのかどうか、迷った。いまのツネの行動はあきらかにこう、なんというか、アレで。こういうのと関わっちゃだめよ、って、父さんに昔習ったような習ってないようなというか習ってなくたってそんなことはわかりそうなもので。


「…………」


　しかし、この状じよう況きようで、「おまえなんかすげぇヤバそうだから友達になりたくないです」みたいなことを言えるほど、彼は強くなかった。なので手を差し出して、


「……よろしく」


　と、握あく手しゆしてしまった。


　するとツネはにっこり笑って、


「はい、よろしくお願いします」


　と、言う。それから今度は横にいるヒメアのほうへと手を差し出し、


「柊ツネです」


　と言うが、それにヒメアは冷ややかな目でその手を見下ろし、言った。


「……それ、なんのつもり？」


「友達になろうと思いまして」


「あんたとなんか友達になりたくない」


「またまた」


「せっかく大兎と二人っきりでデートしてるんだから、消えてくれる？」


「あはは、なるほど。彼女は人見知りする方なんですね！　僕もそうなので、わかります」


「早く消えて」


「いやー、彼女さん、かわいらしいですね！　でも、あんまり恥はずかしがらせてもなんなので、今日はじゃあ帰りますか。次に会ったときはでも、握手してくださいね！」


「死んでも嫌いや」


「照れちゃって。じゃあいきます。また明日、学校で会いましょう！」


　と、ツネはこちらに笑顔で手を振って、背を向ける。地面には三人の不良風のいい人たちが気絶している。


　そんな光景を呆ぼう然ぜんとしばらく大兎は見つめてから、ヒメアのほうを向いて、


「……ああいう状況で強気に出れるヒメアにはちょっと、憧あこがれるなぁ」


　なんて言うと、ヒメアが首を傾かしげ、こちらを見上げて言う。


「それ、好きってこと？」


「あー、うん。そうね」


「私も好き」


　と、なんか結局同じ会話になるのでそれに大兎は苦く笑しようして、地面に倒れている不良たちを、どうしようかな、と、思う。それからさっきの、頭がアレそうな奴やつのことを考えて、


「あいつ、宮阪に転校したとか言ってたけど、なんかめんどそうな奴が転校してき……」


　が、それを遮さえぎってヒメアが言った。


「そんなことより大兎、邪じや魔ま者ものも消えたし、キスしよ？」


「もーヒメアそればっかだなぁ。ってか、あんま買い出し遅おそいと月げつ光こう怒るから、さっさといこうぜ？」


　すると彼女はちょっと怒ったように、


「そればっかりって、大兎全然キスしてくれないじゃ～ん」


「だから人前でそういうのするの、あれなんだって。あの……不良とかに怒られちゃうんだって」


「別に怒られてもいいもん」


「よくな……」


　が、そこで急にまた、例の奴の声がした。


　ツネだ。


　少し離はなれた場所で振り返っていて、


「あ、そうそう！　あなたの腕わん章しよう、それ、生徒会委員の証ですよね！」


　なんて言ってくる。それに大兎がそちらを見ると、ツネが笑顔で言う。


「僕、宮阪に入ったら生徒会長選に立候補しようと思ってたんです！　なのでもしも僕が会長になったら、よろしくお願いしますね！」


　なんて言ってきて。そのままツネはこちらに手を振ってから、再び背を向ける。


　その、彼の背中を見つめ、それからヒメアのほうを見て、大兎は言った。


「……生徒会長選？　あいつが？　なんかまじで、すげぇめんどくさそうな感じになってきてない？」


　するとヒメアが答える。


「他の人間のことなんてどうでもいいよ」


「いや、ヒメアはそうかもしんないけど」


　ともう一度ツネの後ろ姿を見て、


「ってかあいつ、生徒会室にこないといいなぁ」


　と、彼は疲つかれた声で呟つぶやいた。





　　　　◆





　翌日の放課後。


　いつもの生徒会室に紅くれない月光はいた。


　漆しつ黒こくの髪かみに、冷たい瞳ひとみ。整った顔だち。詰つめ襟えりの制服を首まできっちりとしめ、本を読んでいる。


　その彼の横で、


「ねーねーゲッコー、んとね、ちょっとね、聞いて欲しい話があるんだけどね」


　などと、とても高校生には見えない、小こ柄がらな女の子が言ってくる。


　ふりふりポニーテールに、どういうわけか強気に見えるたれ目。宮阪のセーラー服を着て人間のフリをしているが、実は彼女、月光が契けい約やくしている雷かみなりの悪あく魔まだったりする。その、馬ば鹿か悪魔を無視して月光は本を読み続ける。


　すると美み雷らいはさらに続ける。


「ゲッコーゲッコー」


「…………」


「あのね、今日ね、すごいおもしろい漫まん画がの発売日でね」


　それに月光は美雷のほうへと目を向け、


「またそれか。今月分の小こ遣づかいはもうやったはずだが？」


「う、うん。そうなんだけどね」


「ならその中でやりくりしろ」


「えと、そうなんだけどね、でも今日発売する漫画はすごくてね」


「知るか」


「んとね、三国志のリュービがついにロボになって宇宙に飛びだすんだけどね、途と中ちゆうでジェット燃料が切れちゃって、でもチョーヒとカンウの髭ひげパワーでジェットが再さい噴ふん射しやを始め……」


　と、ひどくつまらなそうな漫画の話を語りだす美雷を無視して、再び月光は本の続きを読み始める。


　するとそのまま十五分ほど時間が過ぎる。


　美雷は独り、ひとしきり熱弁を振ふるったあと、きらきらした瞳でこちらを見つめて、


「ね！　買ったほうがいいでしょ！」


　と、言ってくる。


　当然月光はそれを無視していると、


「無視するなぁあああああああああ！」


　と美雷が耳元で叫さけぶ。それに月光は顔をしかめ、耳を押おさえて、彼女のほうを見る。


「おまえ、殺すぞ」


　と言うと、美雷がやっとこっちを向いてくれたとばかりに顔を輝かがやかせて、


「あのねあのね、リュービがロボでね……」


「ロボの話はどうでもいい！」


　と、美雷の顔面を本ではたく。しかし彼女は悪魔なのでびくともしない。


「んとね、ゲッコーも読んでみたらいいよ！」


　と、彼女はぱたぱたと自分の席へと戻もどり、鞄かばんから、漫画を取り出す。


　漫画の表紙には、手に青せい竜りゆう刀とう。口には長い髭。しかし目はきらきら星が輝いており、スカートをはいてる女が描えがかれている。


　タイトルは『関かん羽う姉ちゃん大暴れ！』だ。


　その、頭がどうかしてるとしか思えない漫画を手て渡わたされ、


「…………」


　月光は目を細める。それからもう一度美雷を見ると、彼女はひどくわくわくしたような顔をしていて。


　月光はその、漫画をぺらぺらとめくってみる。すると関羽姉ちゃんが同級生の山寺君にフラれて、あまりの怒いかりに呂りよ布ふという武将と一いつ騎き討うちする話が描かれており、それに、


「……美雷」


　と、月光は言った。


　すると美雷がこちらを見て、


「おもしろいでしょ！」


　と言ってくるので、彼は言った。


「まあ待て。もう少し読まなければ結論はだせない」


「ほうほう！　じゃあもっと読んでくれるの？」


「ああ」


「おおおおおおお、ゲッコーも関羽姉ちゃんにハマりはじめた？」


「さてな。まあ、とりあえずもう少しだけこれを読むから、おまえは窓を開けろ。部屋の換かん気きをする」


「換気？」


「ああ。ずっと空調がついていて、空気がよどんでいるからな」


　と、月光は言う。そして窓を指差し、


「早く窓を開けろ」


　と命じる。


　それに美雷はこくこくうなずいて、


「わかった！　じゃあ窓あけてくるね！　ゲッコーは関羽姉ちゃん読んでてね！」


「ああ」


「一いつ緒しよに読もうね！」


「そうだな」


「おもしろいとこ教えてあげるからね！」


「ああもう早く窓を開けろ」


「はぁい。んじゃ窓あけてきまーす！」


　と、美雷が月光から離れ、窓を開ける。その、開かれた窓に向かって、月光は手に持っていた『関羽姉ちゃん大暴れ！』を思いっきり投げ捨てる。


　それに美雷が、


「え!?」


　と、言った。


　しかし漫画は、表紙と、帯、本と三つに分解されながら遠くへと飛んでいって。


「えええええええええええ!?」


　と、美雷が衝しよう撃げきの表情で叫んだ。


　それに月光が言う。


「あまりにおもしろすぎて、漫画がロボになって飛んでいった」


「ゲッコー嫌きらぁああああい！」


「そうか。嫌いか。それはよかったな。とりあえず窓を閉めろ。クーラーが効かないだろ」


　と命じると、むむむ～と彼女はこちらをにらむ。それから窓の外へと飛びだし、漫画を拾いにいく。ちなみにここは五階で、窓から落ちたりしたら普ふ通つうの人間なら即そく死しだろうが、彼女は悪魔なので、あっさり漫画を拾って、窓から戻ってくる。そのまま窓を閉め、漫画を大切そうに胸に抱かかえて、


「もうゲッコーにこれ読ませてあげないんだからねーだ！」


「それはありがたいな」


「べーっだ」


　と、彼女は思いっきり舌を出す。そして漫画を鞄にしまう。しばらくは怒おこったようにこちらを見ない。しかし馬ば鹿かが怒ったところで気にもならないので再び月光は本を読み始める。だが三十秒ほどしたところで美雷が、どういうわけかチラチラこちらを見てくるようになる。四十秒たったところで立ち上がり、なにをとち狂くるったのかこちらに近付いてくる。


　そして一分とたたないうちにまた、


「ねねねねゲッ……」


「やかましい。少しは怒りを持続させろ」


　月光はうんざりした顔で、持っていた本を美雷の顔面に投げつけた──刹せつ那な！


「なにをやっているんだ！」


　などという怒ど鳴なり声がした。


　その声のほうを、月光は見る。


　美雷も見る。


　すると生徒会室の入り口に、宮阪の制服を着た、一人の青年が立っているのが見えた。


　好青年然とした爽さわやかな顔だちに、きっちりと詰め襟を首までしめている男。


　そいつはこちらをにらみつけ、


「女の子に暴力を振るうとは何ごとだ！」


　などと怒鳴ってくる。


　それを月光はしばらく見つめ、それからやはり、本を投げつけられてもびくともしていない美雷のほうへ目を向け、それから床ゆかに落ちた本を拾うと、再びその本へと目を落とそうとしたところで……


「僕は君に言っているんだ、紅月光生徒会長！　噂うわさは聞いてるぞ。前の生徒会長を半殺しにして、暴力によってこの生徒会に君臨してるそうじゃないか！」


　なんてことを言ってくる。


　それに月光は顔をしかめ、


「……この学校にはうるさい奴やつしかいないのか？」


　と呟くと、横の美雷が言ってくる。


「ねねね、あれ誰だれ？」


「知るか」
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　すると好青年面づらの男が美雷のほうを向き、


「曲がったことが大だい嫌きらい！　柊ツネです。さあお逃にげなさい！　僕がきたからにはもう、こんな理り不ふ尽じんな生徒会長は許しませんよ！」


　と、言う。


　それに美雷がまた、こちらを向き、


「ねねゲッコー、あいつ逃げろって言ってるよ。なんか危ないことあるのかな」


　それに月光はうなずくと、


「あるな。馬鹿どもがうるさすぎて俺の命が危険……」


　が、そう言いかけたところでツネが近付いてきて、言った。


「さあ勝負しろ紅月光！　僕がきたからには、君みたいな女の子に乱暴するような暴力男を許しはしない！　君が暴力で生徒会長になったというのなら、僕はその暴力で君を倒たおして、生徒会長になる！」


　なんてことを、言う。


　それに月光がツネのほうを見ると、彼はすでに臨戦態勢に入っている。おそらく格かく闘とう技ぎかなにかをやっているのだろうが、しかし、月光にとってそれは、立ち上がって相手をする必要もないほどに、隙すきだらけの構えだった。


　そうじゃなくてもこの生徒会室は、竜りゆうやら神やらを相手にして、殺し合いを続けているような場所なのだ。


　こんな馬鹿を相手に動く必要はない。


　だから月光は、ため息をつく。


　するとツネが拳こぶしを振り上げ、こちらに振り下ろしながら、


「その傲ごう慢まんさが君の敗因だ！」


　と、叫ぶと同時に、月光の拳がツネの顔面にめり込んだ。そのままツネは吹ふっ飛とんで生徒会室の床に転がる。あっさり気絶する。


　もう、あっという間の出来事だった。おそらくツネには、月光の拳が見えなかっただろう。


　それを月光は見つめる。


「…………」


　美雷も見つめる。


「…………」


　そして、


「ねね、ゲッコー、あの……」


「小こ遣づかいはやらん」


「ええええ～」


「だが、そうだな。今日はもう疲つかれたから、帰るか」


「帰りに本屋さんに……」


「だめだ」


「ゲッコーのケチー！」


　なんて言いながら、二人は立ち上がる。そして部屋を出ていく。


　ツネはそのまま、生徒会室に放置された。





　　　　◆





「はいはーい、今日もみんなで元気に楽しく生徒会活動しましょーねー」


　とか言いながら、碧あお水み泉いずみは生徒会室の扉とびらを開いた。


　金きん髪ぱつのショートカットに、宮阪のセーラー服。これでもかと短くされたスカート。口には禁きん煙えん用にくわえている棒付きアメという姿。


　そのまま彼女は生徒会室に入る。


　しかし生徒会室には月光会長や美雷ちゃん、大兎君やヒメちゃんの姿がなくて、


「……あれぇ、私ってば今日は一番乗り？」


　なんてことを言ってみるが、そんなはずなかった。そもそも月光や美雷は、ろくに授業も受けずに、朝からこの生徒会室に入りびたりなのだ。だから放課後にきた泉が一番乗りなはずがないのだが。


「……今日はもう帰っちゃったのかなぁ」


　なんて彼女は呟つぶやく。


　そのまま彼女は生徒会室の、自分がよく座る席へといこうとして、気づく。


　床に、人が倒れていることに。


　入り口からは見えなかったが、会議用の机の下に、人が倒れていた。そしてそれを泉は見下ろし、別に驚おどろいたふうでもなく、


「お～、なになに、殺人事件？　コナン君呼んだほうがいい？」


　なんて言ってみた。もちろん生徒会室には誰もいないので返事はないが。それからその、倒れている人のほうへと近付いていく。


　どうやらそいつは宮阪の制服を着た、男子生徒のようで。その、男子生徒の横に彼女はしゃがみこみ、


「おーい、生きてるー？」


　と聞いてみる。するとその男子生徒は顔をしかめ、


「うう」


　とうめいたので、泉は言った。


「ざんね～ん。金田一先生はお呼びでないみたい」


　すると男子生徒が目を開き、こちらを見上げ、


「……あ、あなたは？」


　と聞いてきたので、彼女は答えた。


「生徒会書記の、碧水泉だよ」


「生徒会の……そうですか」


「そうでーす。で、君は誰？　なんでこんなところで寝ねてるの？」


　という質問に、男子生徒は体を起こす。そして周囲を見回して、


「……ここは生徒会室なんですか？」


「うん」


「そうか。ここは生徒会室なんですね……でもなんで、僕はここにいるんです？」


「へ？　そんなの私が知るわけ……って、え、その展開ってまさか……」


　が、男子生徒はそこで、言う。


　泉が想像した通りのことを言う。
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「いやそれに、僕はいったい、誰なんだ」


　その言葉に、彼女はもう、思いっきり目を大きく見開き、


「おおお～！　それ、それいいね！　なんかそのベタな感じ、ドラマで見たことある！　あなたじゃあ、ここはどこ、私は誰～？　っていう状態なの？」


　と聞くと、その男子生徒はこちらを見上げ、うなずいた。


「すごい。よくわかりましたね」


「よくある展開だからねー」


「よくあるんですか？」


「うん。こないだ韓かん国こくドラマでも二回くらいヒロイン記き憶おくなくしてたよ？」


「二回くらい……じゃあ心配することないのかな？」


「いやいやさすがにそんなことはないと思うけど……でも、どうしよかな。頭打って記憶がなくなったーとかなら病院いくべきだけど、でもこう、なんていうか、こういうベタなおもしろ展開を私一人で堪たん能のうするってのもなんだよねぇ……」


　と言って、泉はスカートのポケットからストラップを引っ張って携けい帯たいを取り出す。


　すると男子生徒が言う。


「病院に電話するんですか？」


　しかし彼女は首を振ふって、


「もっと偉えらい人に電話するの」


「偉い人？」


「そそ」


「誰でしょう？」


「なんか世界で一番天才だと言い張ってる人」


　と言いながら、携帯のアドレスを開き、月光ちゃんという項こう目もくを押おす。すると携帯が月光を呼び始め、彼に繫つながる。


『俺だ』


「あ、会長閣かつ下か？」


『なんの用だ？』


「んとね、生徒会室にきたら会長がいなかったから、今日は生徒会の活動はないのかなーって」


『今日は疲れたからなしだ。雑ざ魚こどもで雑用でもやっておけ』


「つまり会長はサボリ？」


『用がないなら切るぞ』


「ちょちょちょ、ちょっと待って。用があるから電話し……」


　が、それを遮さえぎって、


『部屋で気絶している柊ツネのことか？　そいつなら俺が殴なぐった。で、他にはなにかあるか？』


　なんて言ってきて、それに泉はもう一度男子生徒──月光によると柊ツネという名前らしい男の子のほうを見る。


　とりあえず名前はわかった、と。


　でも……


　と、彼女はその、柊ツネに聞こえないよう、顔をそむけ、少しだけ声をひそめて、


「ねね月光ちゃん」


『誰だれがちゃんだ』


「じゃあ紅ちゃん」


『ちゃんのほうを外せ』


「まあそれはおいといてさ、あの、ちょっとほんとに問題が起きてるんだけど」


『なんだ？』


「あの、月光ちゃんが殴ったこの、柊ツネ君だっけ？　記憶なくしちゃってて」


『ふうん』


「いや、ふうんですむ問題じゃないと思うけど……これ、病院連れてっちゃって、大だい丈じよう夫ぶ？　宮阪の会長に殴られて記憶失うしなったーって病院いくのはやっぱ、まずいよね？」


　と言うと、それに月光が言った。


『おまえはそいつを病院に連れていくつもりか？』


「え、普ふ通つう連れてくでしょ？」


　が、それに月光が、


『だがそいつは、生きた人間じゃないぞ』


　なんてことを、言った。


　それに泉は、


「……へ？」


　などと、思わず間ま抜ぬけな声を上げてしまう。


「えと、その、それはぁ……あれ、これそっち系の展開？　記き憶おく喪そう失しつものじゃなくて、幽ゆう霊れい的な？　う、うわー、私幽霊と二人っきりで生徒会室にいたの？」


　と、ちょっとだけ背筋が寒くなるような気分になってそう言うが、しかし月光はそれも否定して、


『いや、そいつは人間の幽霊ですらない。幽界からきた、疼ひいら狐ギツネと呼ばれる稲荷いなり神の遣つかいだ。おまけに自分を人間と勘かん違ちがいしている狂くるい神だ。関かかわると、取り憑つかれるぞ』


　なんて言われてしまって。


　それに泉は、


「……あの、怖こわくてもう振り返れないんですけど」


　すると月光がそれに、言う。


『だがもう、関わったんだろう？』


「んと、どれくらいで関わったことになるのかな？」


『優やさしい言葉をかけたか？』


「たぶん」


『じゃあもうおまえは終わりだ』


「えええ～、その設定厳しすぎない？」


『狐に取り憑かれ、毎夜うなされて狂い死ぬことになる。残念だったな。用件はそれだけか？　切るぞ』


「ってちょっと待ったぁあああ！　同じ生徒会委員の仲間を助けようと思わないの？」


『…………』


「切れてるし！」


　と、泉は携帯の画面に向かって言う。それからもう一度月光に電話をかけようとして、しかしその前に、やるべきことを思いだす。


　その、柊ツネと見せかけといて実は疼ひいら狐ギツネだった狂い神のほうを、確認しなきゃ、と思いなおす。


　もしかしたらもう、すでに狐の化物の姿に変へん貌ぼうしていて、『貴様ワシの正体を知ったなー』とか、言う準備をしているかもしれないが、それならそれで、逃にげる必要があるし。


　と、彼女はびくびくしながら、後ろを振り返った。しかし、そこにはやはり、きょとんとした顔の男子生徒がいて。


「それで僕は、どうしたらいいでしょう？」


　なんて言ってくる。


　それを泉は見つめ、それからもう一度携帯を月光にかけた。


『俺だ』


「ねねね、なんか全然人間っぽいんだけど、ほんとにこの子、狐なの？」


『だからそう言っ……』


　が、そこで月光の言葉が急に止まる。それに、


「あの、紅君？」


　と、泉が聞いたところで、


『クソ、貴様なにをする！』


　などと月光が怒ど鳴なる。


「ちょ、えーと、月光ちゃん？　なにが」


　が、そこでまた、電話が切れてしまって。


「えええええ～、なにその気になる切り方」


　と、もう一度月光の携帯に電話をかけてみるが、もう繫がらなかった。


　それに泉は困ったように携帯を見つめ、それからそれを、スカートのポケットにしまう。


　そしてもう一度、狐君のほうへと目を向ける。しかし彼はやはり、どっからどう見ても人間で。


「ねね、キツネ君」


「それが僕の名前なんですか？」


「さぁ～？　でもま、あれだね。んーと、油あぶら揚あげでも二人で買いにいってみる？」


　なんて言うとそれに、キツネ君は不思議そうにこちらを見上げてから、


「なんか僕、油揚げは好きな気がします」


　などと答えてきて──


　それに彼女は、あ、こりゃやっぱ、取り憑かれたかなぁ……などと、思った。





　　　　◆





　場所は移って、通学路。


　そこを家に向かって帰宅中だった月光に、何者かが襲おそいかかった。路地から突とつ然ぜん飛びだしてきた男が、拳こぶしを振り上げる。かなり速い。その拳を月光は、携帯を持っていた手で払はらい、一歩後ろに下がる。そして襲ってきた何者かを見る。


　するとそいつは見覚えがある顔をしていた。


　茶色がかった髪かみに、胸を開けて着ている宮阪高校の制服。


　襲ってきたのは、鉄大兎だった。


　それに月光はなにか言おうとするが、しかし、鉄の動きは止まらない。さらにもう一度踏ふみこんで、こちらに拳を放ってくる。それもさっきよりもそれは速くて。


　月光は腰こしの剣けんを引き抜ぬきながら言った。


「クソ、貴様なにをする！」


　しかし鉄は答えない。凄すさまじい速さで拳を放ってきて、月光はそれを、剣で受け止める。鉄の拳は重く、防いだだけで肩かたが抜けそうになる。どうやら鉄は本気のようだった。


　月光はそれに、泉と繫がっていた携けい帯たいを閉じ、ポケットにしまう。そして鉄をにらみ、


「どういうつもりかは知らないが……俺に盾たて突つくとはいい度胸だ」


　と、言った。


　するとそれに鉄が答える。


「お～、いまの拳けん打だにも反応すんだ。月光もやっぱ、修業で強くなっ……」


「黙だまれ雑ざ魚こが」


　と、月光は剣を突きだす。そして剣の力を発動する。それはすべての神を祓はらう剣。


　すべての魔まを祓う剣。


「この馬ば鹿かを呪のろえ、凶剣スペル・エラー！」


　と、言おうとする。


　しかしその彼の動きを、


「制止アルト！」


　鉄の後ろに現れた、魔女に魔法で止められてしまう。サイトヒメアだ。その、サイトヒメアを見て、月光は顔をしかめる。魔法をかけられてしまい、体の自由を失って。


　そしてその、動けなくなった月光の体を拘こう束そくしようと鉄が迫せまってくるが、


「美雷！　俺を助けろ！」


　と、彼は怒鳴る。すると後ろで状じよう況きようがわからずオロオロしていた美雷が、


「え、あ、うん！」


　と、彼の背中をつかんで、後ろに引っぱる。それでサイトヒメアの魔法が解ける。それにすぐさま彼は、美雷の髪の毛をつかんで、自分の顔のそばへと引っぱる。彼女の頰ほおへと唇くちびるを近付ける。


　それに美雷がどういうわけか、


「わわわわわ」


　と顔を真っ赤にするが、無視してその頰に唇を押おしつける。


　瞬しゆん間かん、彼女の悪魔の力を抑おさえこんでいた、封ふう印いんが解けた。ポニーテールが弾はじけ、髪が稲いな妻ずま状に宙を舞まう。瞳ひとみも金色に輝かがやき、雷の悪魔としての力を取り戻もどす。そしてその、雷の悪魔に向かって月光は命じる。


「美雷、おまえは鉄を止めろ。俺はサイトヒメアを殺やる」


「でもでも、あの、二人は友達……」


「いいから俺の言うことを聞け！　おまえの主あるじは、俺だ！」


　と、言う。すると美雷は困ったような顔のままうなずいて、


「うん！」


　と、鉄のほうへと向かう。拳を振ふるう。鉄の拳と美雷の拳がぶつかり、ガゴンっと、まるで地鳴りのような音が周囲に響ひびく。


　鉄は一度失しつ踪そうして、魔界マクアエから帰ってきて以来、信じられないほどその力を上げたのだが。


「わ、わわ、わわわ」


　その力はあきらかに、美雷を圧あつ倒とうしていた。おそらく美雷が鉄を止めていられる時間はそう長くないだろう。なら、その間に魔女を潰つぶしておく必要があった。


　だから月光は、剣を大きく引き、そしてその剣をサイトヒメアへと向ける。


　するとそれに魔女が笑った。


「あは、そんな剣、私には届かない」


　月光も笑う。


「その間抜けな笑い顔を、すぐに凍こおりつかせてや……」


　が、そこで突然、後ろからなにものかに両りよう腕うでをつかまれてしまう。それに月光は顔をしかめ、振り返る。


　すると背後には、この一ひと月つきほどの間に生徒会に加入した、混血ハーフエルフのエントリオ兄弟がいて、彼の体を捕とらえてしまっていて。


「……貴様らも俺を裏切るのか？」


　とにらむと、兄弟の兄のほう、セルジュが言った。


「いや、裏切るとかじゃなくてですね」


　続いて弟のハスガが言った。


「なんつーかその、説明するのはめんどくせぇんだけど」


　すると美雷と殴なぐりあいをしていたはずの大兎が、


「いいよいいよ。説明してもどうせこいつ聞かねーから、とりあえず俺らがかけられたキツネの呪のろいを頭に入れちゃおうぜ。ったく、おまえの悪行のせいで、キツネに枕まくら許もとに立たれて俺、昨日寝ねてねーんだかんな」


　なんて言いながら、鉄がこちらに近付いてくる。美雷はサイトヒメアの魔法によって、体を拘束されてしまっている。


「ゲッコー！」


　と、美雷が叫さけぶ。しかし四対二ではもう、どうにもならなかった。それに月光は、


「貴様ら、あとで全員殺して……」


　が、鉄がそれに、掌てのひらを月光の目のあたりにかざしてきて、


「そういうのはこれ見てから言えよ」


　その、瞬間、鉄の掌が光ったのが見えた。そしてそれが、妖よう狐こが使う、呪じゆ術じゆつの類たぐいのものだというのが、わかった。だがわかったところで両腕を拘束されてしまっているので、防ぐことができない。


　呪いが頭の中にたたきこまれ、そして──


「クソ」


　彼は、気を失った。





　　　　◆





　気を失っている間、彼は夢を見た。


　その夢には自分の姿が出てきた。しかしそれはまだ、中学のころの彼の姿だ。


　彼は、普ふ通つうの人間ではとても立ち入ることができないような山やま奥おくにある、稲荷いなり神が祀まつられた古ぼけた神社にいた。それも土足で神しん殿でんの中へと入り込こみ、頭の中にこんな声が響いた。


《なんと無礼な。ここをどこだと……》


　しかしそれに、中学時代の月光は言った。


「黙れ馬ば鹿か狐ぎつねども。いいから俺に、おまえらが隠かくしている神器を寄こせ」


　と、そのまま宝ほう物もつ殿でんへと入っていく。


　そして一本の、三ツ又またに分かれた槍やりのようなものを見つける。それに向かって月光は凶剣スペル・エラーを放つ。するとその槍はあっさり切断されてしまって、また、声がする。


《ああああ、わ、我らの大切な神具が!?　稲荷神から預かっている神の器うつわが……》


「なんだ。これも凶剣スペル・エラーより弱いのか。クソ、こんな山奥までせっかく足を延ばしたのに、きただけ無む駄だだったな」


《貴様……貴様人間の分際で許さ……》


「帰るか」


《ちょっと待てぇええええい！　許さんぞ、絶対におまえを……ああだめだ、神具が壊こわされて力が……だが、だが絶対におまえに復ふく讐しゆうしてやる！》


　と、声は叫んだ。


　しかし無視して、月光は帰宅した。


　という夢。


　さらにその夢は続き、数百匹ぴきの狐たちが集まり会議している。


《ついにあの、紅月光という男を見つけたぞ》


《だがどうやらあいつは、《軍》を後ろ楯だてに強大な権力を振るってるらしい》


《ぐ、《軍》だと!?　ではもう、我々では太た刀ち打うちできないではないか》


《どうする？　あれほど侮ぶ辱じよくされて、引き下がるのか。仕返しできないとしても、せめて、せめて、一いつ矢し報いねば》


《よし、ならばその《軍》に訴うつたえよう。奴やつの仲間とて、奴のような鬼き畜ちくだけではあるまい。我らの無念を奴の仲間に訴えれば、しゃ、謝罪ぐらいは得られるかもしれん……》


《そ、そうだな。よし、すぐに遣つかいを送れ！　奴の仲間に、我らの恨うらみを伝えるのだ！》


《…………》


《どうした？》


《いえ、それがみんな恐こわがって、いきたくないと……》


《なにぃ、ならおまえがいけ！》


《ええええ、ぼ、僕は嫌いや……》


《みなのもの、そいつを捕らえて、呪のろいをかけろ！》


《い、嫌だぁあああああ、あ、ああ、紅月光め！　僕が正義の鉄てつ鎚ついを下してやる！》


《よし、呪いは成功……じゃない、よく言った！　さあいけ！　我らの恨みを晴らすのだ！》


《はい！》





　　　　◆





　と、そんな夢を見て、月光は目を覚ました。


　そこはいつの間にか生徒会室で。


　彼は体を起こし、周囲を見回す。すると部屋には、殴られたせいで記き憶おくを失っているらしい疼ひいら狐ギツネと、他の生徒会委員が全員そろっている。


　といってもこちらを見ているのは、鉄と泉とエントリオ兄弟だけだが。例によってサイトヒメアは鉄に抱だきつき、美雷は関羽姉ちゃんがどうのこうのいう漫まん画がを読んでいる。


　そしてその中の泉が、言った。


「月光ちゃん、夢見た？　見た？　私も見たんだけど、すごかったねー。中学から全然目付きの悪さ変わらないんだねー」


　と、感心するように言って、それから鉄が言ってくる。


「ちゅーわけでさ、なんかみんな怒おこってるみたいだから、おまえ謝あやまったほうがよくない？」


　なんて言葉に、月光は答えた。


「なにをだ？」


「おまえの生き方全ぜん般ぱん」


「はっ」


　するとそこで、セルジュが言ってくる。


「いやでも、謝罪くらいはいいんじゃないですか？」


　続いてハスガが、


「あんなひでぇことして、謝罪だけでいいって言ってんだから、一言くらいおまえ、謝れよ」


　なんて言ってくるので、月光はそれに答えた。


「興味ないな」


「おまえなぁ……」


　と、鉄が言ってくるが、月光はそれに、


「さあ俺はもう帰るぞ──」


　と、立ち上がり、しかしふと思いついて彼は足を止めた。それから考える。確かにこいつらの言うとおり、自分がやったことはほんの少し、ひどかったかもしれない。だから狐の恨みを買ったのだ。それなら──


　と、彼は生徒会室の壁かべを見た。その壁は《聖地》と呼ばれる特とく殊しゆな壁で、月光だけがありとあらゆる世界、ありとあらゆる次元に、《道み程ち》を繫つなぐことができる。その壁に向かって、彼は言った。


「よしわかった。稲荷神社へ《道み程ち》を繫ごう」


　すると鉄が、


「お、まじで？　おまえ珍めずらしく俺らの言うこと聞く気になったのか？」


　などと言うので、それに月光はうなずいた。


「くだらない恨みを買って、今後また、こういうめんどうなことに巻き込まれるのはつまらないからな」


「おおおお～、偉えらい。俺、ちょっとおまえのこと見なおし……」


　が、馬ば鹿かの言葉などどうでもいいので無視して月光は《聖地》に命じる。


「開け」


　すると壁に、穴があく。それはさっき夢で見た、中学時代の月光が訪おとずれた山奥の稲荷神社で、そこに待ち構えていたように、数百匹の狐がいた。その狐たちがこちらをにらみ、


《つ、ついに謝罪を……》


　なんていう言葉も無視で、彼は腰こしの剣けんを抜ぬき、部屋にいた人間に変化している疼ひいら狐ギツネを突つき刺さす。殺してはいない。凶剣スペル・エラーにそう命じているからだ。だが、強きよう烈れつな痛みに、ぎゃぁああ!?　と、狐が叫ぶ。しかしそれも無視して月光は穴へ近付き、


「クズ狐ぎつねどもがクズの分際で俺に盾たて突つくとは何ごとだっ!!　皆みな殺ごろしにするぞ!!」


　と、怒ど鳴なった。


　さらに月光は、穴の向こう側へと疼狐を蹴けり飛ばす。そして、言った。


「だが俺は寛かん大だいだから、今回だけは見み逃のがしてやろう。しかし次はない。次に俺に盾突いたら……おまえら全員、油あぶら揚あげにしてやるぞ!!」
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　するとそれに狐たちが、がくがく震ふるえ始める。泣きだすものまでいる。


　だが、やはりそれも無視して、《聖地》に命じた。


「話は以上だ。閉じろ」


　するとあっさり、穴は閉じた。


　それから振ふり返る。すると他の生徒会委員たちが、啞あ然ぜんとした顔でこちらを見ているので、月光は言った。


「おまえらの望みどおり、謝罪したぞ」


　それに鉄は、


「……いや……いや、なんていうかもう、なんも言う言葉が思いつかないなぁ」


　などと言うので、月光はうなずき、


「よし。なら今日は解散だ」


　と、踵きびすを返す。それに生徒会委員たちはあきれたような視線を送ってくるが、どうでもいいのでそのまま教室を出る。


　すると美雷もついてきて、


「ねねねね、今度こそ本屋さんに」


「だめだ」


「ええええええええ～」


　なんて会話をしながら、今度こそ二人は帰宅する。そしてその途と中ちゆう、月光はふと、思ったのだった。


「…………」


　今日の夕飯の味み噌そ汁しるの具は、油揚げにしよう──と。




ケース２：終了
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「うっひょー、あの女、紐ひもパンじゃねぇか、エロ～い！」


「あっちの自転車の女は、黒パンティだぜ」


「まじかよ！　俺見れなかった！」


「ばっかちゃんと見とけよ！　チャンスは一度しかねぇん……あ、またパンチラ！」


「うおおおおおおおおおおおまた見れなかったぁあああああああああああ!?」


　と、男の子たちが楽しそうに盛りあがっているところに、泉いずみは出くわした。


　場所は宮みや阪さか高校から少し南に位置する、急坂。


　この坂は別名『ぱんちー坂』と呼ばれており、この坂の中央あたりにいると、自転車に乗っている女の子のスカートがめくれて見えてしまうという、男の子たちにとっては鼻血ブーもののエロスポットなのだが。


　泉はその坂を徒歩で下っているときに、その男子の集団に遭そう遇ぐうしたのだった。


「ってか、ほんとにパンチー観察してる男子っているんだ。あんなのやってるとこ女子に見つかったら、翌日にはエロパンティとかいうあだ名つけられちゃいそうだけど」


　なんて呟つぶやきながら、道の反対側の歩道でしゃがんでいる四人の男子のほうを見る。


　しかし男の子たちは自転車に乗っている女の子がくる、一いつ瞬しゆんのスクープを逃のがさないために、必死に坂の上を見ているため、こちらの視線には気づかない。


　それに、


「思春期十代のパワー、おそるべし」


　と、自分も十代半ばのくせに、ちょっとだけわかったふうなことを泉は言う。


　すると次の瞬しゆん間かん、


「きたぞ！　ＪＫだ！」


　と男の子の一人が言った。


　それに泉も、


「おお、パンチラの瞬間？」


　と、一応振り返って坂の上のほうを見てみる。


　しかし自転車の姿は見えない。


「あれ、こないん……」


　ですけど、と泉が言いかけたところで、自転車が坂の上に現れた。


　それもその自転車に乗っているのは、本当にＪＫだった。


　泉と同じ、宮阪高校のセーラー服を着た、女子高生。それもスカートは泉とタメはるくらいの短さ。


　それに泉はちょっとだけ驚おどろいたような顔になり、


「うーわー、なんでくるのわかったんだろ。男の子たちは、エロのためにはエスパーになれるの？　エロパーになれるの？」


　などと馬鹿なことを言いながら、坂の上を見続ける。


　すると男の子の一人が言う。


「おまえら目をそらすなよ！」


　それに泉は関係ないのにうなずく。


「ほいほい」


「チャンスは一回だけだからな！」


「ふむふむ」


「人生パンチラはゲームと違ちがって、セーブポイントもリセットボタンもないんだからな！」


「ってあの子、いいこと言うなぁ」


　と泉は感心しながら、言われた通り女子高生へと視線を向ける。


　すると女子高生の自転車が坂を下り始め、スカートがぺらりとめくれる。


　するとちょっとむっちりしている太ももの上へとスカートがめくりあがり、それから白いパンツが現れて、


「ありゃ残念、見せパンじゃーん」


　と泉が言う。


　しかし男子たちは、


「白パンティきたぁああああああ!?」


「俺も見えたぁあああああああああああああああああ」


「えろおおおおおおおうおあうはおいうあいぁｊｄｌじゃヵｌｊが」


「ｄｇｊぞじょｓｈごｓｈｍぁごあ」


　もう、なにがなんだかわからないが、とにかく大興奮のようだった。


　それに泉はうんうんうなずきながら、


「いやぁ、その青春っぷりにはこの泉、むしろ嫉しつ妬とを感じるでござる」


　なんて言って、再び坂の上から男子たちのほうへと目を向ける。


　するとさっきまで四人組だったはずの男子の集団が、五人組になっている。


　一人はふとっちょの子。


　一人は眼鏡めがねの子。


　一人は背の高い子。


　一人は背の低い子。


　という四人組だったはずなのだが。


　その、背の高い子と、低い子の間に、ものすごく背の低い──中学生か、いや、小学生といってもいいほどに小さい女の子が加わっていて。


「って美み雷らいちゃん」


　と、泉は呟く。


　しかしそこでまた眼鏡の子が、


「きたぞ！　おまえら現実パンチラから目をそらすなっ！」


　と叫さけび、それに泉が、


「あ、なにげにいいこと言うのは、あの眼鏡の子かー」


　とうなずく。


　しかし現実パンチラは待ってくれない。


　坂の上に、タイトなスカートをはいたＯＬらしき女の人が現れて。


　ふとっちょの子が言う。


「今度も見てやるぜ！」


　背の高い子が言う。


「うひゃあああああ」


　低い子が言う。


「さぁこい、さあこい、きたぁああああああ！」


　そして最後に美雷が、


「うおおおおおおおおおおおおやっぱり自転車かっけぇえええええええええええ！」


　と叫ぶ。


　それに男子四人が、自分たちの間に妙みようなものがまぎれこんでいるのに初めて気づく。


　一いつ斉せいに美雷を見下ろして、それが女の子だとわかる。


　それも自分たちと同じ、宮阪高校のセーラー服を着ていることに気づく。


「や、やべ、こいつうちの学校のっ!?」


「か、顔隠かくせ！　顔覚えられちゃだめだ！」


　なんて言うが、


「あんだけ派手にパンツパンツ叫んでたら、とっくにクラスメイトにもバレてると思うんだけど……」


　などと呟きながら、とりあえず泉はその、男子たちのほうへと近付いていく。


　というよりも、美雷がいるほうへと道を渡わたろうする。


　手を上げて、


「美雷ちゃーん、なにしてんのー？」


　と、声をかける。


　すると男子たちがこちらを向き、


「やべ、不良の泉だ!?」


　とか言う。


「顔見られたら言いふらされるぞ!?」


　とか言う。


　それに泉は、


「ありゃ、私のこと知ってるの？　でも君たちみんなの青春っぷりには、憧あこがれを超こえてこの泉、尊敬の念すら……」


　が、言葉を最後まで言う前に、


「逃にげろ！」


　とか叫んで、男子たちは走り去っていってしまう。


　その男子たちの後ろ姿を見ながら、


「ござるまで言わせてよーん」


　なんて言うと、美雷がこちらを見て両手を上げ、


「ござーる！」


　と言うので、泉もその手をぽんっとたたき、


「ござーる」


　と挨あい拶さつする。


　それから聞く。


「んで、美雷ちゃんこんなところでなにしてるの？　こっち、美雷ちゃん家ちの帰り道とは方向違うよね？」


　するとそれに美雷が答える。


「んとね、自転車見てるんだよ」


「自転車？」


「そそそ。あ、またきたよ！」


　と美雷が言う。期待満々の顔になる。


　それに泉は、


「んー？」


　と振ふり向くが、やはり坂の上には誰だれの姿もなくて、


「えー、なんにも見えな……」


　と言いかけたところで、またも自転車に乗った女子高生が現れる。


　それに泉は、


「わわ、ほんとにきた。まさか美雷ちゃんまでエロパーだったとわ」


「自転車かっけぇええええええええええええええええ!?」


「自転車ねぇ」


　と、泉はその、女子高生が乗っている自転車を見る。


　それは最近宮阪高校の女子たちの間でも流は行やっているブリ○ストン製の自転車で、普ふ通つうのママチャリとはちょっとだけ違う、でも先生たちには怒おこられたりしないような、サドルにピンクのステッチとか入っちゃっているようなかわいい自転車だった。


　ちなみに泉もちょっと欲しいのだが、でもあれ、


「一番かわいい奴やつ、四万くらいするんだよねー。サンキュッパーくらい」


　と、ちょっとだけもの欲しげな顔で女子高生が乗っている自転車を見る。


　美雷も同じような顔で自転車が駆かけ抜ぬけていく様子を見ている。


　その、美雷に向かって、


「ところで美雷ちゃん、ちょっと質問なんだけど」


「なにー？」


「なんで坂の上に女の子が現れてないのに、くるのわかったの？」


　と聞く。


　すると美雷が指で坂の上を指差す、


「んとね、あれがね、見えるんだよ」


「どれ？」


「あれあれ」


　と言う。


　それに泉は美雷が指差しているほうへと目を向けるが、そこにはなにもなくて、なんにも見えない。なのでちょっと美雷と視線の位置が同じになるくらいのところまで屈かがんでみる。


　すると屈んでみて初めて見えるのだが、坂を登りきったあたりの場所に、道路のカーブミラーが立っているのだった。


　さっきの男子たちも、おそらくはそのミラーで坂の向こう側からやってくる人の姿を確認していたのだろう。


　やはり、エロパーなど存在しなかったのだ。


　それに泉はちょっとだけ黄昏たそがれたような顔になり、


「ふっ、あれだけ心ときめかせた謎なぞも、解けてしまえばただの……」


　が、それを遮さえぎって、


「また自転車きたぁ！」


　と美雷が言う。


　それに泉は坂の上を見る。まだ誰もいないが、おそらくはカーブミラーに……


「……あれ」


　カーブミラーに、たぶん、おそらく、なにかが映っているような気がするが、視力１・２ある泉でも、それがなんなのかはまるで確認できなかった。


　中身悪魔な美雷ちゃんの視力が人にん間げん離ばなれしているのはいいとして、人間な泉には、ミラーに映っているなにかが、自転車に乗ってるのか、ＪＫなのかの判別はまるでできない。


　それに、


「エロパー!?」


　と泉がちょっとだけ嬉うれしそうに言うと、美雷も、


「えろぽぁー！」


「え、それなにに進化したの？」


　なんて言ってる間にも、今度は宮阪の高校生男子が自転車に乗って現れる。駐ちゆう輪りん禁止のステッカーを貼はられまくっている、ぼっろぼろの自転車。


　その自転車を見て、


「自転車かっけぇえええええええええええ！」


　と美雷が叫んで、泉は笑う。


「自転車ならなんでもいいんだ」


　しかしその言葉を完全に無視で、美雷が夢みる少女のような目で自転車が坂の上から坂の下へと駆けおりていくのを目で追う。


「ほわぁ～」


　と、感動したような声を出す。


　それに泉は言う。


「美雷ちゃん、自転車欲しいの？」


　すると美雷がこちらを見上げて、


「うん！」


「それじゃ月げつ光こうぽんに買ってもらえばいいじゃん？」


　と言うと、それに美雷の顔がわかりやすいぐらいに曇くもる。


「あ、買っちゃだめだって？」


「……うん」


　と肩かたを落としてしょんぼりする美雷に彼女は笑って、


「それってやっぱ、自転車は危ない、とかそんな理由？　月光ちゃん、ああ見えて過保護だからなぁ」


　すると美雷は首を振る。


「ザコは歩けってさー。美雷ザコくないのにねー？」


「美雷ちゃんはザコくないよねー」


「イズミ好きー」


「あはは。でも自転車、意外に高いんだよねぇ」


「高いの？」


「そそ……安いのでも一万くらいするし、おまけにすぐ盗ぬすまれるしねぇ。紅くれない君が買いたがらない理由もわかるけど」


「うー」


「でも、実は簡単に自転車を手に入れる方法があります！」


「え!?　どうやるの!?」


「盗む！」


「おおおおおおおおおおお…………お？」


　と、美雷の声が止まる。目を丸くしてこちらを見上げ、


「盗んじゃだめじゃーん！」


「おお、珍めずらしく良識のあるコメント」


「ドロボウはだめだってね、漫まん画がに書いてあったよ」


「ふむふむ」


「噓うそはドロボウの始まりってね、書いてあった」


「じゃあドロボウはなんの始まりなの？」


「え？」


「噓はドロボウの始まりなら、ドロボウはなんの始まり？」


「……えと、えと、なんだろ」


「それ、明日までの宿題ね」


「ええええええ」


「ルパン四世って漫画に答えが書いてあるから、貸したげるね」


「やったぁああああああああああああ」


「でもって自転車の話だけど」


「そうだった！」


　と美雷がうなずく。それから、


「ドロボウはだめだよ！」


　という言葉に、泉は笑って、


「冗じよう談だんだって～。でも、盗まれた自転車をもらいにいくのは、いいと思わない？」


「盗まれた自転車？」


「そそそ。商店街の向こうに、放置自転車撤てつ去きよして山盛り保管してあるとこあるんだよねー」


「ほうほう」


「そこのおじさんに、一台分けてーって言ったら」


「もらえるかな!?」


「どかなーたぶんだめだと思うけど」


「ええええええ」


「しかしだめでもともと、あたって砕くだけろ精神が青春には大事だって、さっきのいいこと言ってた眼鏡君は言うと思うんだ」


「メガネ君？」


「あはは、こっちの話」


　なんて笑いながら、泉はくるっと踵きびすを返し、


「さてさて、自転車もらいに、いってみよー！」


　と、言う。


　すると美雷がわくわくした顔で、


「オー！」


　と拳こぶしを上げる。


　そして二人は、ゲームと違ちがってセーブポイントも、リセットボタンもない青春を謳おう歌かするべく、自転車回収施し設せつへと突つき進むのだった。





　　　　放課後ノート３台目に続く──
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　第一章　生徒会室の男子チーム編







　ノートパソコンを開く。インターネットに繫つなぐ。そのまま、『二十一歳未満は直ただちに出口から退出してください──』と書かれたアダルトサイトを開く。


　躊ちゆう躇ちよなく入室──というボタンを押おす。


　するとたちまちパソコンの画面には、素すっ裸ぱだかの女どもが大おお股また開びらきで何人も現れて。


「……ふむ」


　と、紅くれない月げつ光こうはうなずく。


　漆しつ黒こくの髪かみに、アダルトサイトを見ているとはとても思えない、すべてを見下すような冷たい瞳ひとみ。詰つめ襟えりの制服を首まできっちりとしめ、腕うでには生徒会長であることを示す腕わん章しよう。腰こしにはフェンシング用の剣けんのようなものが吊つり下げられている、といういつもの姿。


　場所は放課後の学校。生徒会室。


　その生徒会室で月光は独り、アダルトサイトを閲えつ覧らんしていた。


　マウスをクリックする。


　押したボタンには、『ロリロリＪＫいけない放課後』などと書かれている。


　それに月光は鋭するどく目を細め、


「……ＪＫ？　ＪＫとはなんだ？」


　と呟つぶやく。もちろんいま、生徒会室には自分一人しかいないので、その問いに答えてくれる者はいない。なので自分でその言葉の意味を検けん索さくしてみようとした、と同時。


「うおー、なにそれなにそれ、おまえでもやっぱ、そういうのに興味あんの？」


　なんていう、男の声が背後でした。


　それに月光は振ふり返る。


　するとそこには、一人の男が立っている。


　やはり月光と同じ、宮みや阪さか高校の制服と生徒会の腕章をつけた、男。


　鉄くろがね大たい兎とだ。


《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》と呼ばれる色ボケの魔ま女じよに惚ほれられたせいで、十五分以内に七回殺されない限り死なない、などという、奇き妙みような能力を手に入れてしまった雑ざ魚こなのだが、そいつがノートパソコンの画面をのぞきこみ、それからこちらにニヤニヤ笑いながら近付いてきて言う。


「なんだよ、やーっぱおまえも男なのな～。そーかそーか、学業優ゆう秀しゆうスポーツ万ばん能のう女の子にモテモテでもやっぱ、所しよ詮せんはアダルトなことに興きよう味み津しん々しんの十六歳なのね。大だい丈じよう夫ぶ。誰だれにも言わないよ。俺は誰にも……ぷぷぷ」


　などと、馬ば鹿かがバカ面づらで一人で笑う。


　それに月光は顔をしかめ、


「勘かん違ちが……」


「いいからいいから」


「いや、おまえは勘違いを……」


「いやいや、大丈夫だって。俺も男だし、アダルトサイトの一つや二つは見たことあんよ」


　その言葉に月光は鉄を見つめ、


「ん？　おまえはよく見るのか？」


「いや、よくってほどじゃ……ってなんで俺の話になってんのよ。いまはおまえの……」


　が、それを遮さえぎって月光が言った。


「なら一つ質問がある。この、ＪＫとはなんだ？」


　と聞く。するとそれに、鉄が改めてノートパソコンの画面をのぞきこんでくる。


　画面には相変わらず、『ロリロリＪＫいけない放課後』と書かれていて、素っ裸の少女が水着を着ようとロッカールームで着替えている。


　それを鉄は見つめ、それからちょっとだけ顔を赤らめてこちらを見る。


「これはまた、すごいページですね月光さん」


「なんで急に敬語になった？」


「いや、ええと、気にしないで」


「で、このＪＫとはなんだ？　意味がわらかん」


「んと、俺も詳くわしくはないけどさ……」


「しらを切るな。どスケベなおまえはこういったサイトを分ふん刻きざみで見てるのだろう？」


「だぁからなんでそういうことになってんのよ。あれだぞ？　俺自分専用のパソコン持ってないから、友達んちで見たことあるだけで……」


「くだらん言い訳はいい。いいから早く答えろ」


「ってまあ、俺もおまえ相手に言い訳しようとは思わないからいいけどさぁ」


　と、鉄は肩かたをすくめる。それからもう一度画面の、ＪＫという文字を指さして、


「ええと、たぶんこのＪＫってのは」


「ふむ」


「女子高生──の、頭文字イニシヤルだと思うぞ？」


「うん？」


「女子のＪに、高生のＫね」


　それに月光ももう一度パソコンの画面を見る。そしてすべてを理解する。


　この日本という国では、十八歳未満の少年少女が性を売りものにすることなど、許されていないはずだった。


　だからこれは隠いん語ごなのだろう。つまり、彼女は本物の女子高生ですが、そう書いてしまうと警察に目をつけられるかもしれないのでＪＫと書きます──ということだ。


　それに、


「……なるほど」


　と月光はうなずいた。


　すると鉄が言ってくる。


「で、おまえはこういうのが好みなのか？」


　それに月光は鉄のほうを見て、


「こういうのとは？」


「だからロリロリＪＫとか……って、俺らの周りにいる女の子はみんな女子高生だから、ロリロリもクソもないけどさぁ。おまけにおまえはモテモテだし、こんなん見る必要あんのか？」


　などと聞いてくるので、それにもう一度月光は画面を見る。


　素っ裸で水着に着き替がえている女子高生──という写真が映しだされた画面。


　その画面を指差して、彼は言った。


「このロッカールームは、うちの学校のものだ」


　その、瞬しゆん間かん、鉄は間ま抜ぬけなほど驚おどろいた顔になり、


「へ!?」


　と、言った。


　だが月光は続ける。


「何者かがこの学校で盗とう撮さつをし、ネットに配信しているらしい」


「え、え、ちょっと待ったちょっと待った。それって、ええと、このネットの着替えてる写真が、この学校のロッカールームの写真ってこと？」


「そうだ」


「あの、この学校での盗撮写真が、ネットに出まわってるってこと？」


「そうだと言ってる」


「いや、それって……それってすげぇ大変じゃね？」


　と、雑魚が雑魚特有の鬱うつ陶とうしさで言ってくるので、月光は顔をしかめて鉄をにらむと、


「だからその対応をしてるんだろうが」


「ああ、まあそうだよな。で、どうすんの？　このロッカールームに設置されたカメラは……」


　が、それに月光は答える。


「すでに回収した。そして他の女子トイレや更こう衣い室しつに設置された盗撮カメラについても、美み雷らいと泉いずみにいま回収させている」


　と、月光はマウスを操作して、ページを移動していく。


　すると次々とネット上には宮阪高校の女子トイレや更衣室の画像が出てきて。


　それに鉄が、


「ひでぇな」


　と、顔をしかめる。


　それに月光はうなずき、


「犯人にはそれなりの代だい償しようを払はらってもらう。ネットに流れた画像も極力回収──」


　が、しかし、彼はそこで言葉を止めた。マウスをクリックしてページを飛ぶうちに、さっきまでとは違ちがうページへ飛んだから。


　そこには写真ではなく、動画が映し出されていた。それも、どこかの女子トイレの動画をリアルタイムで撮さつ影えいしているようで──画面の端はしにはいま、この動画を視し聴ちようしている人数が表示されている。


　現在の人数は、32人。誰も映っていないトイレの動画を、32人も見ている、というのがどれほど馬鹿らしいことを意味しているのかはわからないが、とにかく、


「このカメラについては把は握あくしてなかった。おい鉄」


「うん？」


「おまえ、いって回収してこい」


「ってこれ、女子トイレだろ？」


「そうだ」


「俺、女子トイレに入るのはさすがに……」


「じゃあ放置するか？」


「いや、いくけどさぁ。いくけど、ええと、これどこ？」


「知るか。自分で探せ」


「ってそりゃさすがに無理だろ？　全部の女子トイレに入ってカメラ探してたら、明日には俺、学校中で変態呼ばわり……」


「事実だから問題ないだろう？」


「えーと」


「さあいけ変態。スケベパワーで学校の平和を取り戻もどしてこい」


　という言葉に鉄は困った顔になってから、


「ああ、でも、しょうがねぇな。ヒメアに手伝ってもらお」


　と、鉄が踵きびすを返し、カメラを回収しにいこうとしたところで、その動画の画面上に一人の少女が映った。


　つまり、トイレに女の子が入ってきたのだ。


　その少女は、宮阪高校のセーラー服を着ており、そのトイレがやはり宮阪のものだとわかる。


　と同時に、この動画を視聴している人数が急激に増え始める。50、１００、１５０。


　どうやらこの世は変態ばかりらしい。


　おまけにトイレに入ってきた少女は、月光が知っている女だった。


　薄桃ラベンダー色の髪かみに、白い肌はだ。とても人間には見えない、異常なまでに整った容姿。というか、その少女は本当に人間じゃなかった。


　人間のフリをしてこの宮阪高校に棲すみついている、《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》サイトヒメア。


　彼女は世界中の魔術的組織に怖おそれられる魔女のはずなのだが、普ふ段だんは鉄のことを好き好きしかいわない、色いろ呆ぼけ女だった。


　それに月光は言う。


「おい鉄」


「んー？」


「トイレにサイトヒメアが入ってきたぞ」


　瞬間、


「[image: ]っ!?」


　と、鉄が振ふり返る。画面を見る。目を大きく見開いて、


「ヒメア!?」


　と叫さけぶ。だが当然、こちらの声は向こうには聞こえない。動画の視聴者数はぐんぐん伸のびている。サイトヒメアの容姿の美しさのせいか、その数はすぐに２００を超こえ、それでもカウンターは止まらない。


　それに鉄が画面をにらみつけ、


「ちょ、これまず……って、見てる奴やつら全員ぶっ殺す」


　などと言う。そんなことを言ったところでなにも解決しないのに、これだから凡ぼん人じんは困る、と、月光は思う。


「うろたえてないでサイトヒメアに連れん絡らくしろ。そして場所を聞け」


「あ、あ、そうか」


「そうだ馬ば鹿かが。さっさと行動しろ」


　と、命じる。


　すると鉄が携けい帯たいを取り出す。その間にも視聴者数は増え続けている。


　画面の中のサイトヒメアは、ひどく嬉うれしそうな顔でふんふふーんと鼻はな唄うたを歌っている。それから鏡を見て、


『今日は大兎となにしようかなー[image: ]』


　などと独り呟つぶやく。


　胸のリボンの長さを調節して、


『どの長さが大兎好きかなー[image: ]』


　なんて呟く。


『毎日大兎と一いつ緒しよにいられて、幸せだなぁ[image: ]』


　などと、すべての言葉の語ご尾びに[image: ]がついていて、本当に頭の中身がとろけているんじゃないかと思うが、視聴者数はさらに増え続けている。


　とそこでサイトヒメアがふと、なにかに気づいたような顔になる。


　ふいにこちらを見上げる。


　吊つり気味の、綺き麗れいな瞳ひとみがこちらを見上げ、


『あれぇ』


　と、言った。


『もしかして誰だれか、私のこと監かん視ししてる？』


　と言った。


『それ、人間の使う機械とかいうやつよねぇ』


　と、言った。そして突とつ然ぜん、さっきまで大兎大兎と言って嬉しそうにしていた顔とはまるで違う、妖よう艶えんな鋭するどい表情になって、


『はは、人ク間ズの分際で私の監視？　身の程ほどを知りなさい』


　と、サイトヒメアが細い腕うでをあげる。指の先を小さく動かし、ピンク色の艶つややかな唇くちびるがなにかを呟く。人間には聞きとれない波長の音を呟く。


　すると彼女の指先に黒い光が生まれる。その光が画面のほうに向かって飛んでくる。


　と、同時に鉄の携帯がサイトヒメアにつながる。


「ヒメア！」


『あ、大兎[image: ]　電話くれたの？　嬉しい[image: ]』


「じゃなくてね、いまヒメアを盗撮してる奴が……」


『大兎大好き[image: ]』


　という声が、ノートパソコンのスピーカーから聞こえる。


　さらに黒い光はパソコンの画面を埋うめ尽つくし、どういう仕組みなのかその画面が歪ゆがむ。まるでその画面の中からなにかが飛びだしてこようとしてるかのように歪み──


「おい、鉄」


　と月光は言った。


「え？」


　と鉄は答えた。


　さらにノートパソコンからは、


『ねねね、今日はさ、今日はさ、二人で街に買いものいこうよ！』


　と、サイトヒメアが言って。


　そして最後に、ノートパソコンの画面の中央から、


「ヒギャァアアアアアアアア！」


　と、巨きよ大だいな髑どく髏ろの化け物が飛びだしてきた。おそらくはサイトヒメアが召しよう喚かんした魔ま物ものだ。その魔物がどんな種類の化け物で、サイトヒメアからどういった命令を受けているのかはわからないが、とにかくそいつはこちらに襲おそいかかってくる。


　当然それに、月光は反応した。


　座っていた椅い子すを蹴けり飛ばし、一歩後ろに下がる。腰こしの剣けんを引き抜ぬく。


　隣となりにいた鉄もすぐに反応する。鉄は少し前に《軍》に改造され、暴走して失しつ踪そうして以来、その能力を大おお幅はばに上げているのだ。襲いかかってきた髑髏の腕を、


「おい、いきなりなんだよ」


　と、あっさり受け止める。折る。


　しかし髑髏はひるまずに、瞳の奥おくに赤い光を灯ともす。なにかしらの力を発動しようとする。


　だが鉄はそれを、笑った。


「当たらねぇよ」


　と、拳こぶしを振るおうとする。その拳は髑髏の顔面を砕くだこうとするが、しかし、その途と中ちゆうで動きが止まる。


　なぜならその、鉄の背中に、月光が剣を突つき立てたから。その鉄を貫つらぬいたまま、さらに月光は髑髏の胸にも剣を突き刺さす。


　それに当然鉄はこちらを振り向き、


「ああ？　てめぇ月光、なにやってんだよ」


「化け物退治だ」


「俺ごと刺す必要ねぇだろ」


「わざとだ」


「余計悪ぃだろが！」


「とりあえずその髑髏と一緒に死んでおけ」


「ってちょっと待てって！　冗じよう談だんだろ？　俺刺したまま剣の力使うつもりじゃ……」


　が、無視して月光は剣に命じる。


　この剣はすべての魔まを祓はらう特別なもので、剣の力を解放してしまえば髑髏の化け物も、目の前の馬鹿男も一いつ瞬しゆんで葬ほうむりさることができるはずだった。


　まあ、鉄の奴はサイトヒメアとの契けい約やくによって不死身なので、すぐに生き返ってしまうだろうが。


　それでも月光は笑えみを浮うかべ、


「じゃあな、雑ざ魚こども」


　と言う。


　そして剣の力を解放しようとした、瞬しゆん間かん。


「させねぇよ！」


　と、鉄が剣をつかむ。その剣をさらに自分の胸に深く突き刺し、月光を引っ張ろうとする。


　それに月光が鉄をにらみ、


「雑魚があがくんじゃない」


　と言うと、鉄もこちらをにらんで、


「おまえこそ好き放題やれると思ってたら大おお間ま違ちがいだぞ」


「あ？」


「なんだよ」


　という二人の後ろで、


「ヒギャァアアアアアアアア！」


　と髑髏が叫んで、そちらに向かって鉄と、月光が同時に怒ど鳴なる。


『やかましい！』


　しかし髑髏はもう、瞳の奥に灯した赤い光を、完成させてしまっていた。その光をこちらに放っている。


　それに鉄がやばい、という顔でこちらを見る。


　月光も顔をしかめ、そしてすぐにその光を剣で引き裂さこうとする、が、しかし、剣が抜けない。


　鉄が剣を握にぎってしまっていて、抜けない。それに月光は怒鳴る。


「おい、馬鹿鉄、剣を放せ！」


「え、ああ、ごめん。ってか、大だい丈じよう夫ぶ。この光は俺が弾はじ……」


「おまえには無理だ。俺がやる」


「って馬鹿月光、引っ張……」


「邪じや魔まだ」


「おまえのほうこそ邪……」


　そこで、お互たがいがお互いの足を引っぱりあって、なにもできないままに月光と鉄は赤い光に包まれてしまって。


「くそが」


　と、月光がうめく。


「うえ～、冗談だろ……」


　と、鉄が呟く。


　しかし二人の言葉はそこまでだった。


　その赤い光は、月光と鉄をどこか違ちがう次元へと転送するもののようで。


　二人は、あっさり消えた。


　誰もいなくなってしまった生徒会室の中には、戦せん闘とうのせいで床ゆかに落ちたノートパソコンだけが動いており、その画面の中には、とても人間には見えない美しい少女が嬉しそうに携帯に語りかけている。


『大兎大兎～[image: ]　あれぇ？　電話切っちゃったの？　もしもーし。大兎～？』





　ちなみにその動画の視し聴ちよう者しやの数は、ゼロになっていた。







　第二章　生徒会室の女子チーム編







「うへへー、かわいい子はいねがー。かわいい子のパンティは全部俺様が盗とう撮さつしてやるぞー」


　などと言いながら、碧あお水み泉は廊ろう下かをひょこひょこ歩いていた。


　綺麗に脱色ブリーチされた金きん髪ぱつのショートカットに、もう、校則違い反はんどころではない、限界まで短くされたスカート。禁きん煙えん用の棒つきキャンディーを舌で転がしながら、この学校の俺様生徒会長君に命じられて学校中から回収してきた盗撮カメラを、七個も抱かかえている。


　当然すれ違う宮阪の生徒たちは、胸むね一いつ杯ぱいにカメラを抱えている泉を不思議そうな顔で見るが、彼女は気にしない。というか、そもそも頭がいい子ばかりが集められたクラスの中で、不良全開の見た目の彼女は浮いた存在なのだ。なので変態炸さく裂れつに、


「あ、そこの君かわいいね～、僕ちんのモデルになってみないかい？」


　とすれ違いざまに女の子に言って無視されても、やはりへらへらと楽しそうに笑っている。


　そのまま彼女は階段を上がり、生徒会室がある中央校舎五階に向かう。廊下をふらふら歩いて生徒会室の前に立ち、扉とびらを見る。


　両手はカメラで完全に塞ふさがっているので、扉を開けることができない。


　それに彼女は少しだけ困ったような顔になってから、


「月光ちゃーん。月光ちゃんに命じられて女の子のヌードいっぱい撮さつ影えいしてきたよー。扉開けて～」


　なんて言ってみる。しかしそれに、


「…………」


　生徒会室の中から、反応はない。それに泉は肩かたをすくめて、


「月光ちゃんって言い方がだめだったのかな？　なら、紅くーん。ドア開けてー」


「…………」


「もしくは生徒会長様ぁ～ん。泉重くて死んじゃう～ん[image: ]　開けて～」


「…………」


「ってあの、ほんとに重いんだけどー。おーい、俺様生徒会長～。いないのー？」


「…………」


　しかしやはり返事がなくて、それに泉は首をかしげる。それから細い脚をあげる。短いスカートがめくりあがり、周りに誰だれかいればもう、スカートの中は完全に見えてしまうだろうが、彼女はやはり全然気にしない。そのままグイッと脚で扉を開けて、


「いやー、普ふ段だんはこんなはしたないことしないんだよ～、なにせわたくし、良家のお嬢じようさまですからーん、なんてねーん」


　などと言いながら、生徒会室の中に入る。そのまま部屋の中をきょろきょろと見回す。


「…………」


　だがやはり、誰もいない。


　ただ、生徒会室の中でなにか事件が起こったのは、すぐにわかった。


　なぜならノートパソコンが床に落ちていたから。さらに携けい帯たいも落ちている。月光お気に入りのティーカップが引ひっ繰くり返って割れている。そのせいで紅茶がこぼれ、月光の読み掛けの本が濡ぬれている。


　それだけでもう、ここでなにかしら大変なことが起こったのはわかったが、


「……ま、この生徒会室はいっつも大変なこと起きてるからなぁ」


　と、軽い調子で彼女は言って、そのまま生徒会室の中を進む。そして机の上にカメラを置いて、


「ふわー、重かった～」


　と、ぐるぐる両手を回す。それからノートパソコンを拾う。それを机に戻もどして、月光専用の王様席に座すわる。


　するとそのノートパソコンには、動画が映しだされている。おそらくはこの、宮阪高校の女子トイレだ。


　トイレには人類にはありえないほどに美しい少女が一人映っており、


「あらヒメちゃん、盗撮されてる」


　と、彼女は呟つぶやく。


　ヒメちゃんというのは、沙サ糸イトヒメアという名前の生徒会の仲間なのだが、そのヒメアは携帯片手に、


『大兎大兎～[image: ]　あれぇ？　電話切っちゃったの？　もしもーし。大兎～？』


　なんて言って、携帯を見る。急に愁うれいを帯びた、寂さびしそうな顔になって、


『切れちゃった……』


　と、しょんぼり言うので、それに泉は、


「おー、ヒメちゃん相変わらず大兎君のことになるとかわいいなー。男の子たちこれ、たまんないんじゃないのー？」


　などとおっさんよろしく呟く。


　それから自分の携帯をポケットからだして、アドレス帳を開く。ヒメちゃんと書かれた名前を見つけて、押おす。


　すると画面の中のヒメアの携帯が鳴りだして、一瞬、ヒメアの顔が嬉うれしそうに輝かがやく。それから携帯の画面に映し出された泉の名前を確認して、急につまらなそうな顔になる。


　そして携帯に出る。冷たい、感情のない声こわ音ねで、


『……なんの用？』


　と言ってきて、その大兎君じゃなかっただけで態度がガラっと変わる彼女の様子に、


「ヒメちゃんかっわいいー」


　と、また泉は言った。


　しかしヒメアがまるで反応せずに、


『で？』


　と言うので、泉は答える。


「えとね、いまヒメちゃんどこにいるの？」


『あなたには関係ない』


「そんなこと言わないで教えてよー。同じ生徒会の仲間じゃん？」


『……仲間？』


「そそそ。仲間仲間。っていうかまあ、そんな話はおいといて」


『うん』


「ちょっと生徒会室で事件が起きちゃっててさー、ヒメちゃんなにか知ってるかなーって思って」


『事件？』


「うん。ええと、なにから話そうかな～。とりあえずヒメちゃんいま盗撮され……」


　が、それにヒメアが、


『それはもう対処した。魔ま法ほうでこの監かん視し道具の向こうにいる身の程知らずどもを、全員異次元の監かん獄ごくに飛ばしたから』


　なんて言って。


　それに泉は、もう一度あきらかになにか事件が起きた生徒会室の中を見回してから、


「……あ～」


　と楽しげに声を漏もらした。


　つまりはそういうことなのだ。


　紅月光生徒会長は、ヒメアの魔法によって異次元にある監獄に飛ばされてしまったのだ。


　おそらく、あのカメラを通じて動画を見ていた奴やつらはみな、その監獄に囚とらわれてしまったのだろう。しかしあの俺様君があっさりヒメアの魔法にかかるなんて、


「悔くやしがってるだろなぁ」


　と、嬉しそうにヘラヘラ笑う。


　それから急になにか思いついた、と言わんばかりの顔になり、


「あ、ねねねねヒメちゃん」


『なに？』


「その、異次元の監獄だっけ？　そこってヒメちゃんが管理してるの？」


　と、泉は聞いた。


　するとヒメアは、うんっとうなずく。


　それに泉はさらに聞く。


「その監獄の中の様子って見れるのかな？」


『見れるよ』


「どうやって？」


『私が見ようと思えば、見れる。監視用の使い魔をおいてあるから』


「そっかー。じゃあ私はそれ見れないのかな？」


　が、それにもヒメアはあっさり、


『見れるよ』


　と、言った。それから彼女はカメラのほうを見上げる。するとヒメアの綺き麗れいな顔が、画面ごしにこちらを見つめてきて、


『盗撮されてるのを知ってるってことは、そこに画像を映す機械があるのよね？　ならそこに映す』


「そんなこと出来るの？」


『出来るよ？　やる？』


「うんうん」


『じゃあ映すね』


「うんうん！」


　とうなずくと、ヒメアが細い指をくるりと回す。するとその瞬しゆん間かん、パソコンの画面上にウィンドウがもう一つ開く。


　それはあきらかにパソコンが開いた画面ではない、血のような色をした、ミミズのような虫が縁ふち取どりされた奇き妙みようなウィンドウだった。


　そしてそこに、盗とう撮さつ動画が映しだされる。


　上下左右、すべてが真っ白い世界。


　そこを二人の男が並んで走っている。


　それもそいつらは、宮阪高校の制服を着た、泉がよく知っている男二人だった。


　紅月光と、鉄大兎だ。


　二人は必死に走りながら、なにやらぎゃーぎゃー言い争っており、それを泉は見つめて、


「あは、あいつらほんとに監かん禁きんされてやんのー」


　と爆ばく笑しようした。それからヒメアに繫つながってる携帯に向かって言う。


「ねねヒメちゃん」


『まだなにかあるの？』


「あのさ、おもしろいの見せたげるから、こっちおいでよ」


『こっちって、生徒会室？』


「そそ」


『生徒会室にいま、大兎いる？』


　その問いに、泉はちょっと笑いそうになりながら、


「いるよー。ヒメちゃん早くこないかなーって言ってるよー」


　なんて言う。するとまた、パソコンの画面上にあからさまに嬉しそうに表情を崩くずして、ちょっと顔まで赤らめているヒメアが映り。


『えと、じゃあ、じゃああの、すぐいくって大兎に……』


「伝える伝える」


『じゃあいくね！』


　と、携帯が切れる。


　それからヒメアはトイレを出ようとして、足を止める。振ふり返り、トイレの鏡に自分の姿を映し、


『あ、あ、でも、リボンの長さ決まってなかったんだ。大兎どれくらいの長さが好きかなぁ』


　と、リボンの長さを調節し始める。


　その横の画面では大兎と月光が殴なぐりあいの喧けん嘩かを始めていて、それを泉は楽しそうに眺ながめながら、キャンディーを食べ終わってしまったので机の上のハッピーターンの袋ふくろに手を伸のばす。


「さてさて、今日の喧嘩はどっちが勝つかな～」


　なんて呟く。


　とそこで、ガララっと生徒会室の扉とびらが開く。


「ゲッコー、カメラ全部取ってきたよー！」


　なんて元気な女の子の声がする。そのまま部屋に、一人の小こ柄がらな少女が入ってくる。


　たれ目なのになぜか強気に見える瞳ひとみに、ふりふりポニーテール。もう、とても高校生には見えないほど童顔な少女。


　安あん藤どう美雷というのが彼女の名前だ。


　宮阪のセーラー服を着てはいるが、しかし彼女はまだ十四歳で、高校生ではない。というか人間ですらない。彼女は月光と契けい約やくした雷の悪あく魔まで、その童顔悪魔がこちらを見て、


「あれぇ、ゲッコーはー？」


　と聞きかけて、しかしやめる。こちらを見つめ、目を大きく見開いて、


「ハッピーターン!?」


　と叫さけぶ。それに泉は手に持っていたハッピーターンを見せて、


「食べる？」


　と聞くと、美雷はこくこくうなずく。それからちょっと緊きん張ちようした顔で周囲を見回し、


「で、でも、おやつはちゃんとご飯食べてからだってゲッコーが……」


「いま月光ちゃんいないよ～」


「だ、だけど帰ってきたらお小こ遣づかい減らされ……」


　が、さらに泉は笑いながら、


「いやいや、しばらく帰ってこないと思うなー。なにせ紅君、いまテレビに出演中だし」


　と言うと、それに美雷が不思議そうな顔になる。


「テレビに？」


「うん」


「ゲッコーテレビに出てるの？」


「出てるよー見てみる？」


「みるみる！」


　と、美雷は手に持っていた、四十個はありそうな盗撮カメラを床ゆかに捨てて、こちらに近付いてくる。その彼女に、


「はいハッピーターン」


「イズミ大好き！」


「ほいほい私もミライちゃん好きですよ～」


「で？　で？　ゲッコーは？」


　という質問に、ミライはパソコンの画面を指差す。すると相変わらず月光と大兎は必死に走っていて。


　それを美雷は見て、


「おー！」


　と驚おどろく。


「ゲッコー走ってるね！」


　と言う。ハッピーターンをかじる。


　それに泉もうなずく。ハッピーターンをかじる。


　走ってる二人とは対照的に、ひどくまったりした気分になる。


　すると美雷が、


「不死身君も一いつ緒しよにテレビ出てるんだね！」


　と、やはり必死に走っている大兎のほうを指差す。それに泉はうなずいて、


「仲いいからねー、あの二人」


　なんてことを言ってみる。


　すると美雷が嬉うれしそうに、


「みんな仲良しだもんねー！」


「だね～」


　と、生徒会の仲間は、実はみんな仲がいいんですよ理論を展開した直後に、月光が大兎の首をつかんだのが見えた。そのまま足を引っかけて地面に引きずり倒たおす。それに大兎はなにかを怒ど鳴なろうとするが、怒鳴る前に背後でなにかがピカッと光る。その光が地面に倒れた大兎の上半身を薙なぐ。すると大兎の腰こしから上が消しよう滅めつしてしまい、彼は死ぬ。


　それを月光は見下ろし、そのまま鼻で笑って再び走りだす──なんて光景に。


「え、え、ちょっと待って。いまのなに？」


　と、思わず泉は言った。


　画面では、十五分以内に七回死なないと死ぬことができない、不死の能力を持っている大兎の上半身がみるみるうちに再生して、あっさり生き返って立ち上がる。


　そして必死の顔で後ろにいる、しかしパソコンの画面には映らないなにかをにらみ、それから立ち上がって走り始める。二人の声は聞こえない。音声は繫がってないのだ。ただ、あきらかにそこではちょっと、ただごとではないことが起きてるみたいで。


　泉は再び携けい帯たいを開く。もう一度ヒメアに連れん絡らくする。受話口からヒメアの声がする。


『今度はなに？』


「いやあの、ちょっと聞きたいことがあるんだけど」


『うん』


「ヒメちゃんの管理してる監かん獄ごくってさ、なんか、監獄の番人～、みたいな化け物とか出たりする？」


『監獄の番人？』


「そそ」


『出ないけど。というかそんなもの必要ないし』


「必要ない？」


『うん。よっぽど強い魔ま力りよくを持ってる相手以外は、みんな意識を失って、倒れるはずだし、意識を保てても、時間の流れを十倍ぐらい長く感じる呪のろいをかけてあるから、意識を保ったことを後こう悔かいして狂くるっちゃうもん」


　などと、あっさりヒメアが怖こわいことを言う。


　それに泉はうなずいて、


「そーなんだ」


『うん』


「じゃあヒメちゃんの監獄には、化け物はいない？」


『そのはずだけど』


「じゃあ、二人がいま戦ってる相手は、誰だれなんだろ？」


　という言葉にヒメアが、


『え？』


　と言って、パソコンの画面ごしにこちらを見上げる。しかし泉はもう、そちらを見ていない。見ているのはその横に映っている監獄の映像だ。もう画面には誰も映っていないが、たびたび光のようなものが輝かがやき、壁かべや床に穴が開く。それを泉は見つめ、


「……こりゃ～、ちょっとやばいかも」


　と言った。そして、


「あの、ヒメちゃん」


『ん？』


「急いでこっち戻もどってきてもらっていい？　もしかしたらみんなでその監獄に、大兎君たちを助けにいかないといけないかも」


　という言葉に、ヒメアの表情が変わった。







　第三章　異次元の男子チーム編







　時間は少し戻る。ヒメアが管理する監獄に、大兎と月光が飛ばされた、直後の出来事。


　そこはすべてが真っ白な世界だった。


　体育館の倍くらいの広さがある空間に、数百人の男たちが倒れている。


　それを大兎は見下ろし、


「……ヒメアの魔ま法ほう、相変わらずすげーなぁ。これ全員魔法で気絶させちゃったの？」


　と、呟つぶやく。ちなみにそこにいる男どもはみな、スケベ心を爆ばく発はつさせて女子トイレを覗のぞいていた奴やつらのはずで、それを見つめ、


「……ま、エッチなの見たい気持ちはわかっけどねぇ」


　と大兎は苦く笑しようし、それから周囲を見回す。


　やはりどこを見ても真っ白で、なにもない空間。その空間の中心で、


「おーい、ヒメア俺の声聞こえるー？」


　なんて言ってみる。


「…………」


　しかし返事がない。つまりここから声をかけても、ヒメアには届かないようで。それに今度はポケットの携帯を取り出してみる。しかし携帯には圏けん外がいと表示されていて。


「やーべ。まじで閉じ込こめられたの俺ら？」


　と、後ろを振ふり返る。


　するとそこではやはり、周囲の状じよう況きようを確認している俺様生徒会長がいた。


　その、月光がこちらをにらむ。


「間ま抜ぬけなおまえのせいでな」


「はぁ？　おまえが邪じや魔ましたからこうなったんだろ？　あの髑どく髏ろの動きは大したことなかったから、俺らが揉もめなきゃ倒せ……」


「言いわけするな」


「って、おまえなぁ……」


　が、その先を言うのを、大兎は我が慢まんした。どうせなにを言ってもこいつとは口論になるだけなのだ。なのでため息をつき、


「で、どうするよ？　ここから脱だつ出しゆつする方法とか、わかる？」


　と聞くと、月光は周囲を見回し、それから床を革かわ靴ぐつの先で二、三度なぞってから、顔をしかめて言った。


「……おまえの主あるじの馬ば鹿か魔ま女じよの作った魔法は、複雑すぎて読めん」


「……ってまぁ、そんな気がしてたけどさ。つまり完全に閉じ込められたってこと？」


「そうだな」


「ヒメアが助けてくれるまで出れない？」


「ああ」


「そりゃ、まいったねぇ」


　と、大兎はとりあえず床に腰を下ろす。再び周囲を見回す。真っ白でなにもない空間。


　それをぼんやり見つめ、


「これ、ヒメアが気づいてくれるのに何日もかかったら、退たい屈くつで死んじゃうなぁ」


　なんて呟くと、月光も横に腰を下ろす。こちらを見ないまま、


「一緒にいる馬ば鹿かが、生まれついての退屈男だからな」


「そーそー俺ってば毎日退屈君でさー」


「…………」


「いやおまえが始めた会話だろ？　ちゃんと突つっこんでよ」


「…………」


「え～、ってまあ、いいけどさぁ」


　と、会話したところで二人は黙だまった。


　そしてそのままあっさり三十分が経過して。


「……なぁ月光」


「なんだ」


「しりとりでも……」


「ふざけるな」


「だよねぇ～」


　とそこからさらに一時間が経過し──


「おい鉄」


「ん～？」


「退屈だ。なにかおもしろいことをやれ」


「なによそれ。おまえがやれよ」


「なぜ俺がやる必要がある？　奴ど隷れいが主を楽しませるのは、当然のことだろう？」


「誰が奴隷だって？」


「おまえだ。どこからどう見ても……」


「奴隷顔とか言うんだろ？　それもう聞きあき……ってまあいいや。言い争っても仕方ないし。それに退屈なのもほんとだしなぁ……ほいじゃちょっと、なんかやってみる？」


「ん？　できるのか？」


「どーかな。でも俺やったら、おまえもやれよ？」


　と言ってから、大兎は立ち上がる。ごほんと咳せき払ばらいをする。それから声こわ音ねを変え、


「えーえー、紅君、これでいいかね？」


　と、言った。


　そしてそれに、氷よりも冷たい瞳ひとみで月光がこちらを見つめ、


「なんだそれは？」


「いや……ええとあの、校長の真ま似ねだけど、意外とクラスメイトには評判が……」


「はっ」


「なんだよ。じゃあおまえがやってみろよ」


　するとそれに珍めずらしく月光が立ち上がり、得意気な顔で、


「よく見てろ。雑ざ魚こと天才の差を見せてやる」


　などと言ってきて、それに大兎は驚おどろく。


「お、まじでやってくれんの？」


「退屈だからな」


「まあねぇ。ほいじゃやってみてよ」


　と言うと、月光はうなずく。そして言う。声のトーンを少し上げ、


「全校～生徒に～伝えま～す」


　という、その校長の物真似に、大兎は笑った。
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「もんのすっげぇ～似てねぇえええ～」


　ともう、爆ばく笑しようした。腹がよじれるほど笑った。するとそれに月光がこちらを見る。目を細める。そして一度うなずき、


「……ふむ。おまえと顔を合わせるのもどうやらこれが最後のようだな……」


　なんて腰こしの剣けんを抜ぬき始めて。


「ってちょ、怒おこったの？　いや、いまのはさすがにおまえが悪……」


　が、剣が放たれる。よけようとするが、月光の動きは速い。剣が肩かたを貫つらぬく。


「痛いって……いや、てめぇまじで刺さす必要あんのかよ！」


　と怒ど鳴なると、月光は笑って、


「退屈なんだろう？　遊んでやる」


　なんて言ってきて、それに大兎は、


「あー、確かに、そういう遊びも……」


　とそこで、月光が剣をひねる。そのまま剣の能力を解放しようとするが、


「させねぇよ！」


　と、大兎は後ろに下がる。それから拳こぶしを構え、月光をにらんで、


「でも、俺前より全然つえーよ？　美ぶ雷かがいない月光ちゃんに、俺を御ぎよせるかなぁ？」


　なんて言うと、それに月光が笑う。


「雑魚がいい気になるな」


　と、胸から数枚の札を取り出す。そしてその一枚をこちらに投げてくる。


　大兎はその札を手で弾はじく。すると札が爆発する。腕うでが吹ふっ飛とぶ。しかし彼は気にしない。腕はすぐに再生するのだ。だから再生を始めた腕で月光の胸むなぐらをつかもうとする。


　だがさらに月光は札を二枚放ってきて、


「くそ」


　と、大兎はそれをよけるために足を止める。しかし月光の攻こう撃げきは止まらない。かかとを床ゆかにたたきつける。その瞬しゆん間かん、靴くつの先に針が飛びだしてきたのが見える。


「どんだけ武器隠かくしもってんだよ！」


　とうめきながら、大兎はその針を警けい戒かいする。


　だが月光はそれを放ってこない。それはフェイントで、本命は剣だった。針が飛びだした足を一歩前に踏ふみだす。その勢いのまま、剣を突きだしてくる。この剣に刺されるのはまずい。この剣には、すべての魔まを抑おさえこみ、封ふうじてしまう力があるのだ。だからその剣を彼は、左手で防ぐ。正確に言うと、左の掌てのひらに剣を突き刺させる。


　瞬間、月光が剣に命じる。


「この馬鹿を拘こう束そくしろ、凶スペル……」


　が、彼が言い終わる前に、大兎は右の手刀を放つ。自分の左ひだり腕うでを自分で切断し、さらにその切り離はなされた腕をつかんで、遠くに投げる。すると切り離された左手は、月光の凶剣スペル・エラーを握にぎったまま、遠くへ飛んでしまった。それで月光は武器を失う。


　それに大兎は笑えみを浮うかべ、


「……俺の勝ちだ、月……」


　が、そこで月光も笑う。


　懐ふところから小こ瓶びんのようなものを取り出していて、


「馬鹿が、凶剣スペル・エラーもフェイントだ」


　と言った。そしてその小瓶を、大兎の顔の前で開ける。するとその小瓶の中から、なにかが出てくる。それは小さな、ウニのような生き物だった。全身にトゲを生やしており、そのトゲの先が突とつ如じよ、ピカッと光る。刹せつ那な、大兎の上半身が消し飛んでしまう。そのまま大兎は床に倒たおれる。しばらく後、上半身が復活する。そのときにはもう、月光は剣を拾ってくることができるはずで、胸かなにかを刺されているかもしれない。だから、


「あ～、こりゃ、負けたなぁ。ま、お互たがい本気じゃなかったけど……」


　なんて彼は呟つぶやいた。しかしそこで少し、妙みようなことに気づく。というのも、


「……俺、なんで引きずられてんの？」


　と顔をあげる。すると月光が大兎の足を引っ張り、引きずりながら走っていて。


　その、月光の背中に、


「なにやってんの？」


　と聞くと、


「……やっと起きたかこの馬鹿が。雑魚を守るのももう限界だ。自分の足で走れ」


　なんて言う。それに大兎が起きあがろうとした、瞬間、部屋全体がピカっと光った。さっき大兎の上半身を吹っ飛ばした光だ。その光が大兎の顔面を再び吹っ飛ばそうとして、


「よけろ馬鹿が」


　と、その顔面を月光が蹴ける。大兎は倒れる。すると光は大兎の目の前を通過して、監かん獄ごくの壁かべに当たる。そこに信じられないほど大きな穴を開ける。


　それを大兎は見る。それから慌あわてて立ち上がり、走って月光の後ろについていきながら、


「え、え、え、これどゆこと？」


　と聞いた。


　すると月光が走りながら答える。


「《軍》が開発した使い魔が、暴走した」


「って、えーと、つまりおまえが出した使い魔が、俺たちを攻撃してるってこと？」


「そうだ」


「自分が出した使い魔にいま、攻撃されてんの？」


「そうだ」


「馬鹿じゃん」


「あ？」


「って言うとおまえと喧けん嘩かになりそうだから話進めっけど、ええと、あれどうすりゃいいの？」


　すると月光がウニをにらみ、


「光に当たらず接近して、破は壊かいする」


　と、言った直後、ウニが今度は、同時に四本の光を生みだして、それをこちらに放つ。


　二本はよけることに成功する。一本は月光が凶剣スペル・エラーで斬きり祓はらう。そして最後の一本は、月光の胸に当たりかけ、それを大兎が右手で抑える。当然右手は吹っ飛ぶ。それに、


「近付けなくね？」


　と言うと、月光が言う。


「囮おとりがいるな」


「それ俺のことだろ？」


「とりあえず走れ。途と中ちゆうで二ふた手てにわかれて、攻撃する」


「ほいよ」


　と、再び二人は走り始める。ウニを中心に、円を描えがくように走っていく。


　ウニは立て続けに光を放っているが、大兎たちのほうへと頭を向けていて、どうやら正面に向かってしか光を放てないようだった。それに大兎が、


「おい月光」


　と言うと、


「わかってる」


　と、月光が答える。そして彼は、大兎の首をつかむ。そのまま足を引っかけて地面に引きずり倒してくる。どうやらここで二手にわかれるつもりのようだが、それに大兎は、


「わざわざ転ばす必要ね……」


　が、言葉はそこまで。ウニがピカっと光る。大兎の上半身が吹っ飛ぶ。そのまま地面にくずおれる。そして再び体が復活したときにはもう、月光は遠くへ逃にげている。


　ウニは大兎が死んだものと思っているのか、月光だけを狙ねらって光を放ち続けていて。


「っておまえが囮やんのかよ」


　と、立ち上がって大兎は走り始める。


　ウニに向かって全力で進む。途中でウニがこちらに気づく。光を放つ。それをすれすれでかわす。右拳を握る。ヒメアにもらった、貂テン魔マの炎ほのおを腕に宿す。これは使った者の体を焼き尽つくすかわりに、強大な破壊の力を生みだす魔ま法ほうだった。


　その貂テン魔マの炎をウニに向かって、


「おら、吹っ飛べ」


　と、放つ。ドンっという反動とともに、貂テン魔マの火に焼かれて大兎の上半身は吹っ飛ぶ。ウニも吹っ飛ぶ。


　それで、戦せん闘とうは終わりだった。


　そしてしばらく後。


　大兎は上半身を再生させて、目を覚ました。するとその、上半身の胸の部分に月光は凶剣スペル・エラーを刺していて。


　もう、勝ち誇ほこりきった顔で、


「俺の勝ちだ」


　なんてことを言ってくる。


　それに大兎はあきれて、


「……その戦い、まだ続いてたの？」


「当然だ。そして結局俺が勝った。今後おまえは、俺がワンと言えと言ったらすぐにワンと……」


「言わねぇよ……っていうと、剣けん抜ぬいてくれない？」


　と聞くと、月光は笑って剣を抜く。


　それに大兎は起き上がり、周囲を見回す。なにやらウニが放った光で破壊しつくされた壁を見つめ、


「まぁ、確かにちょっと暇ひま潰つぶしにはなったかな」


　そう言うと、月光はうなずき、


「俺の圧勝すぎてつまらなかったがな」


「ってどこをどう見たらそういう発言が出てくるかね」


「事実を見てだ」


「へ～」


　と、言う。そのまま二人は黙だまる。ぼんやりそのままそこで佇たたずんでから、大兎は言った。


「なぁ月光」


「ん？」


「やっぱここは、しりとりを……」


「黙れ」


「ほぉい」


　と、二人は今度こそ、黙った。







　第四章　盗撮好きの女子チーム編







　三人の少女たちは、パソコンの画面を見ていた。


　月光や大兎を助けにいくことはいつでもできたのだが、なにやら二人が仲良く敵に対処していたので、それを三人はにこにこ見守っていて。


　パソコンから音声が聞こえてくる。ヒメアが音も聞こえるようにしてくれたのだ。


　そのパソコンの中からは、


『やっぱここは、しりとりを……』


『黙れ』


『ほぉい』


　なんて会話が聞こえてきて、それにヒメアがうっとりした顔で言う。


「大兎かわいいなぁ[image: ]　大兎の姿、ずーっと見てても飽あきないなー[image: ]」


　続いて美雷が言う。


「ねねね、あと一個、あと一個ハッピーターン食べていいかな？」


　そして最後に泉がそのパソコンの画面を見ながら、


「んじゃ、あと一回、二人が喧嘩始めるの見てから助けにいこか？」


　なんて言いながらへらへら笑う。そしてハッピーターンをかじる。


　結局美雷も八個目のハッピーターンをかじる。


　それから泉はヒメアのほうへもハッピーターンを差し出して、


「ヒメちゃんも食べなよ？」


　と言うと、彼女は大兎から目を離さないまま、それを受けとる。食べる。そしてちらりとこちらを見て、


「あ、これ美お味いしいね」


　なんて言うから、


「でしょー」


　と答える。今日の生徒会室は、男子チームがいないせいか、いつになくまったりしてて。


「こういう生徒会活動も、たまにはいいよねぇ」


　なんて呟く。するとパソコンの画面の中では早くも男子たちが喧嘩を始めていて、泉は笑う。それから窓の外を見る。するともう、陽ひがだいぶ落ちはじめていて、生徒たちが校庭を帰っていく。それを彼女はぼんやり見つめながら、


「そーいや盗撮犯は誰だれだったのかなぁ」


　なんてぽつりと言ってみると、それにハッピーターンを食べながら大兎を見つめていたヒメアが突とつ然ぜん、言った。


「殺したよ」


「え!?」


「なんて、ほんとに殺したら大兎が怒おこるから、半殺しだけど」


「あ、ああ、よかった。じゃあ全部解決か～」


　しかしそれにヒメアが、


「……でも今後は、私が大兎を盗撮しようかなぁ……」


　なんて言いだして、それに泉は絶賛盗撮されている最中の月光と大兎のほうへと目を向ける。そして、


「んじゃ、そろそろ助けにいく？　遅おそーいって怒られるし」


　と言うと、ヒメアがうんっとうなずく。


　そして美雷が、


「あ、あ、待って、えっとね、あと二枚だけ食べるから待ってね」


　と慌ててハッピーターンの袋ふくろを開けて口に放ほうりこんで、


「ふふほ！」


　と言った。もう口がハッピーターンで一いつ杯ぱいで、なにを言ってるのかまるでわからないが、それに泉は笑い、それからもう一度夕陽が落ちていく校庭のほうへと目を向けてから、


「あー、毎日楽しいねぇ。男子たちと合流したら、もっと楽しくなるかなぁ」


　なんてことを言って、また笑った。







ケース３：終了
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　夜の学校はつまらない。


　だから、


「つまんないな～」


　と、ヒメアはそのまんまの感想を独り呟つぶやく。


　夜の、誰もいなくなってしまった学校。


　いや、別にくだらない人間どもがいなくなったところで、彼女はなんとも思わない。それこそこの星から、ありとあらゆる生物が死し滅めつしてしまったとしても、彼女は気にもしない。


　だが、


「……大たい兎と、なんで帰っちゃうんだろうなぁ」


　と、寂さびしそうに呟き、彼女は大兎の家があるほうへと真しん紅くの瞳ひとみを向ける。


　彼女がいまいるのは、例によって例のごとく、学校の屋上だった。


　ひ弱な人間どもが落ちて死んだりしないように設置されているフェンスの上に、彼女は腰こしかけている。


　そのフェンスの上で、ちょっとだけすねたように唇くちびるをとがらせ、


「……そりゃ、大兎には人間の生活がまだあるのはわかってるけどさ～。それが大切なのはわかってるけどさ～。でもさ～。寂しいもんは寂しいんだもんねーだ」


　なんて、誰にも聞きいれてもらえない愚ぐ痴ちを独り言う。


「寂しすぎて死んじゃいそうだなー」


　と、セーラー服の胸の部分を押おさえて言ってみる。


「死んだら大兎、泣いてくれるかなぁ」


　などと呟く。


「いまの私みたいに、寂しがってくれるかなぁ」


　などと呟く。


　そして自分がある日、なぜかこの屋上で死んでいて、それを大兎が発見してしまった！　というような設定の妄もう想そうを、頭の中で繰くり広げてみる。


　もう、あまりに暇ひまなので、頭の中を妄想で埋うめ尽つくしてみる。





＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋





　ヒメア妄想ノート１





　ある朝。


　ヒメアが屋上でパタリと死んでいる。


　その瞬しゆん間かん大兎が屋上にやってきて、


「し、死ぬなヒメアぁあああああああ！」


　と叫さけぶ。そのまま泣きそうな顔で駆かけ寄よってくる。そしてパタリと倒たおれているヒメアの体を抱だきよせ、


「ヒメア！　好きだぁああああああ！」


　と叫ぶので、ヒメアは大兎に抱きついて、


「きゃああああああああ、私も大好き大兎[image: ]」





　完


＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋





　などと、前半パタリと死んでいたはずの設定が完全に無視された妄想を頭の中で展開して、きゃあきゃあ[image: ]　わーきゃー[image: ]と胸を押さえて騒さわぐ、夜。


　独り。


　屋上。


「……うー、寂しい」


　と、ヒメアは呟きながらも、妄想の中の大兎が優やさしくてかっこよかったので、にへらにへらする。


　それから夜空を見上げる。


　月が出ている。


　白い月。


　いや、黄色か。


　月。


　月。


　月。


　その月を見つめ、


「……月は、嫌きらい」


　と、呟く。


　それは嫌いやな記き憶おくを思いださせるから。


　自分の過去について。


　自分の世界について。


　自分の穢けがれについて、思いださせるから。


　だから月は──


　が、そこで突とつ然ぜん、彼女の思考をなにかが邪じや魔まする。何者かが、この学校の中へと侵しん入にゆうしてきたからだ。


　夜の学校にはいつも以上に強力な結界がかかっており、部外者が侵入した場合、それを探知し、もし敵ならば排はい除じよするように設定されているのだが、しかし、その結界が揺ゆらいだのを感じる。


　なにかが。


　もしくは誰だれかが、結界を破って入ってきたのだ。


　だからそれにヒメアは、


「……誰だろ」


　と、月から目線を、校庭のほうへと下ろす。すると校庭にある門から、一人の少女が走ってきているのが見える。


　雷かみなりの悪あく魔ま──美み雷らいだ。


　美雷は両手に車輪のようなものを握にぎって、夜空に向かって掲かかげるようにしながら、校庭を凄すごい速さで駆けている。


　その姿はどこか珍ちん妙みようで、いったいなにをやってるんだろう？　という興味が、


「……なんだ。大兎じゃないのか～」


　興味が、別に湧わいたりはしなかった。


　結局彼女は、大兎以外には興味がないのだ。


　なのでフェンスから降りよう、と思う。あのうるさい悪あく魔ま娘むすめに見つかれば、声をかけられて面めん倒どうなことになるかもしれない。


　しかしいま、彼女は大兎とのラブラブな妄想をしたり、大兎がいなくて寂しいな～という気分になるのに忙いそがしいので、


「隠かくれよっと」


　と立ち上がる。


　しかし立ち上がった瞬間。


「あ、ヒメちゃーん！」


　美雷がこちらを見上げて車輪を振ふり振り、大声で言ってくる。


　それにヒメアは少しだけ困ったように眉まゆをひそめ、


「いませーん」


　と言うが、声を張りあげていないので、美雷にはまるで聞こえない。


　なのでヒメアの声は完全に無視で、


「ヒメちゃんなにしてるのー!?」


　と叫んでくる。


　それにヒメアは、答えずにフェンスから降りようかな、と思い、しかしどうせ暇で、寂しいしなぁと思いなおして、口を開く。


　そして小さく、


「なにもしてないよ。月を見てたの」


　と呟く。


　当然その声も美雷には届かないはずなのだが、呟くと同時に彼女は指をくるっと回す。そして指先で光の文字を描えがく。古代に、たしか、ええと、なんとかという国で作られた魔ま法ほうなのだが、その国自体はもう何千年も前に滅ほろびてしまったので、覚えていない。だがいまも魔法は残っている。もしかしたら自分だけしか使わない魔法かもしれないが、


「私の声をあの悪魔に届けなさい」


　と、風に命じる。


　すると目の前の空気の振しん動どうがコントロールされて、ヒメアの囁ささやきが、美雷の耳元に響ひびく。


　それに美雷が、


「お月さま見てたのー!?」


　と怒ど鳴なってくるので、ヒメアはこくんとうなずく。


「うん」


「あ、お月さまきれ───だね───！」


「そう？」


「うん！」


「私はそうは思わないけど」


「え─────!?　なにー？」


「ううん、なんでもない。ところであなたはなにをしてるの？」


　と、ヒメアは聞く。


　するとそれに美雷が嬉うれしそうに、


「あ、あ、そうだった！　あのね、すっごいんだよ！」


「なにが？」


「あのね、これね、タイヤなんだよ！」


「それは見ればわかるけど、で？」


「それでね、それでね、これから体の部分取ってくるんだー！」


「体？」


「だからヒメちゃん、これちょっと持ってて!!」


　と、美雷がタイヤを大きく振りかぶる。そのまま、


「えい！　えい！」


　と、こちらに投げつけてくる。


　するとタイヤは、校庭からこの屋上に向かって、ギュルギュルと音を立てながら、信じられない勢いで飛んでくる。当たれば人間なら骨が粉々になってしまいそうな勢いで飛んでくる。


　しかしヒメアはそれを冷たい表情で見つめたまま、細い手をそっと差し出し、


「制止アルト」


　と呟つぶやく。


　するとタイヤの運動が止まる。タイヤの周囲を構成している大気すべての運動も止まる。


　そして二つのタイヤが宙に浮ういて。


「ヒメちゃん魔法すごおおおおおおおおおい!?」


　と美雷が叫ぶので、ヒメアは薄うすく微笑ほほえんでから、言う。


「ありがと」


「あは」


「それで、これをどうするの？」


「それね！　あのね！　ちょっと持ってて！　次あるから!!」


「次？」


「つぎつぎー！」


　なんて叫びながら、美雷は再び、校門へ向かって駆け出す。


　それにヒメアは、


「え、ちょっと……」


　と言ったときにはもう、美雷は校庭を飛びだしていってしまって、見えなくなる。


　それをヒメアは呆ぼう然ぜんと見つめ、それから魔法の力で運動を止めている二つのタイヤを見ると、


「……持っててって言われても……」


　なんて言いながらも、彼女は再びフェンスに座すわる。指をくるくると回し、タイヤを空中でふらふらと回す。


　回す。


　回す。


　飽あきる。


　しばらくぼんやりする。


　しかし美雷はまだ帰ってこない。


　校庭のほうを見る。


　やはり誰もいない。


　それから空の月を見あげ、月のまわりを回るようにタイヤを回してみたりしてから、もう一度校庭を見下ろす。


　だが、美雷はまだ戻もどってこなくて、


「……あの悪魔の娘こは、いつ戻ってくるつもり……」


　が、そこで、今度は美雷とは別の女の子が校庭に入ってくる。


　泉いずみだ。


「うんしょ、うんしょ」


　泉がなにかを引きずりながら、校庭に入ってくる。


　それをヒメアは見下ろす。


　すると泉は校門から入ってすぐのところで止まり、荷物を下ろす。ふぅっと息をつき、額の汗あせを拭ぬぐう。それから再び荷物を持つ。引きずっているのは、大きなふろしきのようなものだった。


　それを校庭の中央まで引きずってきてから、


「はわ～、やっとたどりついた～」


　なんて言う。


　そしてそのままぐってり地面に倒たおれる。スカートがめくれて下着が丸だしになるが、彼女はまるで気にしない。


　その下着がブルーのストライプ柄がらで、ヒメアはそれに、


「……ああいう下着が、いま流は行やってるのかな……大兎はああいう下着のほうが、好きなのかな」


　なんてことを考える。それから自分がいまつけている下着の柄を、魔法で替えてみる。替えたところで見せる予定はないのだが、でも、なんというか、その、あの、もしも、もしも大兎が見ることになったりしたりしたら、


「あうあうあ」


　などと屋上で一人顔を真っ赤にする。


　だがそれに泉は気づかない。


　そもそも人間の視力ではおそらく、ヒメアの姿は見えないだろう。


　校庭からこの屋上まではそれなりに距きよ離りがあるし、いまは夜なのだ。


　光源は月明かりだけ。


　だから泉はこちらの存在に気づかない。


　彼女はずっと、下着丸だしで校庭に倒れっぱなしで。


　それに、


「…………」


　ヒメアは声をかけようか、悩なやむ。


　人間は嫌きらいなのだ。


　人間たちはいつも卑ひ小しようで、意い地じ汚きたなくて、際限なく欲よく望ぼうを膨ふくらませていて。


　だから、大兎以外の人間に関かかわりあいになりたくないと、そう思っていたはずなのだが。


　この、馬ば鹿か馬ば鹿かしい生徒会室に入るまではそう思っていたはずなのだが。


「……………………ねえ」


　なぜか、ヒメアはそう呟いていた。


　その声が、魔法による空気の振動によって、泉の耳に届く。


　それに泉は驚おどろいたように上半身を起こし、


「ありゃ、ヒメちゃんの声が聞こえる!?」


　と驚く。


　その声も魔法によって、こちらに響いてくるようにもう設定してある。


　泉がきょろきょろと周囲を見回し、


「あっれぇ、誰だれもいない。空耳……」


「ここ」


「やっぱ聞こえる!?　泉ちゃん、夜中の学校で心しん霊れい現象に遭そう遇ぐう中！」


　と言って、彼女はなにが楽しいのか一人でへらへら笑う。それからもう一度周囲を見回し、聞いてくる。


「ほいでヒメちゃん、どこー？」


「屋上」


「屋上？」


　そう言って、泉はこちらを見上げる。その泉に見えるように、ヒメアは周囲の光を少し集めて、自分に当たるように調整する。


　すると泉が、遠くを見ようと目を細めてから、言った。


「ヒメちゃん」


「ん？」


「パンティ丸だしです」


「え、あ……」


　と、ヒメアは慌あわてて周囲の風の動きを操あやつって、スカートで下着を隠かくす。


　それから泉を見下ろし、言う。


「……あんたに言われたくない」


「ほえ？」


　と、泉は自分のスカートを確認する。スカートは全開にめくれており、青いストライプが見えている。それに泉は気付き、しかしなぜか直さないままこちらを見上げて、


「ヒメちゃんヒメちゃん」


「なに？」


「パンティなにげにおソロじゃない？」


　瞬しゆん間かん、そういえばさっき、自分の下着を泉と同じ柄にしたんだったと気付き、ヒメアは恥はずかしくなる。一いつ瞬しゆんだけ、顔を隠して逃にげだしたくなる。


　しかし逃げだせばあとで、なんで逃げたのかを聞かれるだろうから、それをぐっとこらえて、


「そうなの？」


　と、クールに言った。すると泉はうんうんうなずき、


「そうだよー！　ヒメちゃんもルリーの下着好きなんだ！　これかわいいよねー！」


　なんて言う。


　どうやらこれは、ルリーとかいうものらしい。そのルリーという言葉が、この下着にとってどういった意味を持っているのかはまるでわからないが、でも、とにかく。


「う、うん」


　とうなずいておく。


　すると泉もうんうんうなずき、


「ルリーいいよねぇ」


「う、うん」


「ロゴがね、かわいいし」


「う、うん」


「よくぞワコーラから、高校生向けライン出してくれた！　って思ったよね！」


「んと、えと、そ、そうだね」


　もう、泉が発する、まるでまだ解明されていない古代魔ま法ほうの術式のような難しい単語の連発に混乱しながら、ヒメアはとりあえず平静を装よそおって相づちを打つ。


　すると泉はスカートをぺろんっと戻し、下着を隠すと、


「でもってヒメちゃん一人ー？」


　と、ヒメアが下着を真ま似ねしたことに気づかないまま、話題を変えてくれる。


　それにヒメアはほっと安あん堵どの息を漏もらしながら、フェンスの上に立ち上がる。そのままひょいっと宙へ飛ぶ。


　彼女の体は屋上から校庭へと落ちていき、着地寸前で、魔法によって彼女の体がふわりと浮く。落下の力を消す。そしてあっさり校庭に着地すると、ゆっくりと歩きだす。


　遅おくれて宙に浮かせていたタイヤもヒメアの背後に付き随したがってくる。


　そして校庭の中央で座すわりこんでいる泉のところまでやってくる。


　すると泉が手を振ふり、言う。


「さっきぶりん」


「うん」


「で、一人？　大兎君は？」


　その言葉に、ヒメアはまた、不満げにピンク色の唇くちびるをとがらせてみせる。


　すると泉はあははと笑って。


「いないのね」


「うん」


　と、ヒメアは肩かたをすくめて見せて、それから魔法で宙に浮うかせているタイヤを地面に落とす。


　それに泉が、


「あー、タイヤ渡わたされたのね」


　なんて言った。


　それにヒメアは聞く。


「これ、いったいなに？」


「自転車のタイヤ」


「自転車？　ってあの、人間どもが乗る、自転車？」


「そそ」


「そのタイヤをなんで私に渡すの？」


　その問いに泉は立ち上がる。スカートのお尻しりの部分についた土をぽんぽん払はらう。地面に落ちているタイヤのほうへと近付き、持ちあげる。そしてそのタイヤをこちらに押しだしてきて、言った。


「ねね、ヒメちゃん」


「なに？」


「もし暇ひまなら」


「うん」


「一いつ緒しよに自転車作ろうぜっ！」


「やだ」


　と、ヒメアは即そく答とうした。


　それに泉は両手を上げて、


「え───────!?」


　と、わざとらしく驚く。手を放したせいでタイヤがころころ転がって、パタリと地面に倒れる。


　その倒れっぷりを見て、パタリと屋上で死んだ彼女を助け起こしにくる大兎、というさっき展開していた妄もう想そうを思いだし、一瞬うふふと笑いそうになるが、表情には出さない。ただ、まるで興味ない、という気持ちを表明するべく、冷たい瞳ひとみを維い持じする。


　が、泉はまるで気にせずに、


「まーまー、興味なくてもやろうよーきっと楽しいよー」


「そうは思わないけど」


「楽しいってー。世界に一台だけの、私たち専用の自転車だよ！」


「興味ない」


「手作り自転車だよ！」


「第一人間が作ったものになんて関わりたくない」


「そっかー」


「うん」


「じゃー仕方ないねー」


「うん」


「男の子って車とかバイクとか好きだから、自分で自転車作ったんだーって言ったら大兎君とかヒメちゃんのことますます好きになると……」


「自転車ってどう作るんだろう！」


「あっはぁーん[image: ]　ヒメちゃん自転車に興味あるの？」


「うん！　大兎好きになってくれるかな！」


「どーかなー。自転車の完成度によるねー」


「それは大だい丈じよう夫ぶ。私の脳内のライブラリに、確か人間が初めて自転車作ったときの設計図が……」


　と、ヒメアは指でとんっと自分の頭をたたく。すると頭の奥おく底そこと繫つながっている、別の次元の書棚ライブラリへとアクセスされる。その中に入れてある、自転車の設計図を取り出し、それから、


「転写して」


　と呟つぶやく。


　すると校庭の砂に、瞬またたく間にその設計図が描えがかれていく。


　それに泉が、


「おおお───すごい！　これなら自転車組みたてるのも簡単……かんた……ってこれ、なに？」


　なんてことを、校庭に描きあがった設計図を見つめて言う。


　それにヒメアは答える。


「自転車だけど」


「いやー、これは違ちがうでしょ」


「え？　でもこれが自転車だって、人間どもは言ってたはずだけど」


「いやいやいや、だってこの設計図の絵だと、自転車、木で出来てない？」


「そだよ？」


「おまけにハンドル動かないよね」


「たぶん」


「ペダルもなくて、キックボードみたいじゃない？」


「キックボードってなに？」


「えっと、キックボードっていうのは……って、私が答えるとなおさら混乱しちゃうから、ええと、その前に私の質問に答えてもらっていい？」


「うん」


　とヒメアがうなずくと、泉が聞いてくる。


「この設計図って、いつごろのもの？」


　それにヒメアは、頭の中に入れてあった設計図の日付を見る。するとそこにはだいたいの年代が書かれている。なのでヒメアはそれを言った。


「１８００年代前半の設計図だけど」


「古っ!?　だいたい、ここに書かれてる文字って何語？　全然読めないんだけど」


　という問いに、ヒメアはちょっとだけ驚おどろく。


「どうして？　これ人間の言葉だよ？」


「でも日本語じゃないじゃーん。これ何語？」


「ドイツ語」


「ほうほう、ドイツ語ですか。でもヒメちゃん、なにを隠かくそう、私が知ってるドイツ語は、ビール、ハム、ソーセージだけなのだよ！」


　なんて泉の言葉に、ヒメアは続けた。


「ビーア、シンケン、ヴルスト」


「へ？　それなに？」


「ビール、ハム、ソーセージを、ドイツ語で言うとそうなるみたいだよ」


「へ──────、知らなかった。じゃあ、私の知ってるドイツの単語はいま、ついにゼロ個になりました！」


「ふむ」


「でもとにかく自転車です！　この設計図は役に立ちません！」


「そうなの？」


「さすがに二百年前の設計図持ってこられてもなー」


　その言葉に、ヒメアも自分で描いた設計図を見る。確かに、使われている素材は、木、ばかりだった。


　だがいま、地面に落ちているタイヤには、ゴムと金属ばかりが使われていて、木部があるようには見えない。それに、


「……むぅ。これは役に立たないか」


　と、ヒメアは手を振る。するとそれに感応して、風が起こる。その風が砂を動かして、設計図を消してしまう。


　そして、


「じゃあ、どうしよ」


　と呟く。


　すると再び学校に張られていた結界に、誰だれかが侵しん入にゆうしてきたのが、わかる。それにヒメアは顔を上げると、


「持ってきたよ───！」


　なんて言って美雷が、鉄のフレームのようなものを持ってくる。


　それに泉が、


「ちゃんと自転車回収所のおじさんに、お礼言った？」


　と聞くと、美雷がうなずく。


「言った！」


「えらいえらい」


「えへへー」


「でもこれで、パーツがほぼほぼそろったかな」


　なんて言いながら、泉は引きずって持ってきた、ふろしきを開く。するとそこには、工具箱らしきものと、チェーンや、ペダルのようなものが入っている。


　それをヒメアは見下ろして、


「どういうこと？」


　と聞く。


　すると泉が答える。


「いやー、廃はい品ひん自転車もらおうと思ったんだけど、もらえなくてさー。で、じゃあ壊こわれた自転車のパーツ頂ちよう戴だいって言って、もらってきたんだよねー。でも、これを組みたてれば、きっと自転車になるはず」


　なんて言葉に、ヒメアの頭の中に、こんな映像が浮うかぶ。





＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋





　ヒメア妄想ノート２





「自転車作ったよ大兎！」


「え、これ、ヒメア作ったの？」


「うん」


「すげぇ！　俺おれ自転車好きなんだ！　好きだヒメア！」


「きゃ[image: ]」





　完


＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋





「……あの、ヒメちゃん、なに独りでへらへらしてるの？」


　そう突とつ然ぜん言われて、ヒメアは我に返った。そのまま表情を消し、泉のほうを見る。そして、


「……なに？」


　と言うが、それに泉が、


「ヒメちゃんってさ」


「うん」


「わりと独りのとき、そういう顔してるよね」


「え？」


「もしかして妄想族？」


「う？」


「いやー、私もよく妄想するから、気持ちはわかるけどねー。私の妄想聞く？」


「聞かない」


「えー、聞いてよーん」


「やだ」


「えとね、えとね」


「やだって言って……」


「たとえばさー」


　と、泉の話が始まった。





＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋





　泉妄もう想そうノート１





「校長、こちらが校長がお好きな、山やま吹ぶき色いろのものでございます」


「おおーう、越えち前ぜん屋や、お主ぬしも悪わるよのう」


「いえいえ、校長にはかないません。ささ、今夜は楽しんでいってください。隣となりの部屋にはピチピチの女子中学生を御ご用よう意いしておりますので」


「むふ、むふふ、お主、わかっておるのぅ」


　とそこで突然、


「お主らの悪だくみ、しかと見届けたぞ！」


「なにやつ！」


「わしじゃあ！」


「ただのジジィではないか。みなのもの、出会え、出会え」


「馬ば鹿かな奴やつらよ……助さん、角さん、やっておしまいなさい！」


『はい！』


「ぎゃぁああああああああああ!?」





　そして悪は滅ほろびた。





　完


＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋





「とかねー！」


　なんて、夜の校庭のど真ん中で延々と意味不明な話をし続けて、泉は満足気にうなずく。


　それにヒメアは聞いた。


「なんか全然内容が頭に入ってこなかったんだけど」


「あれ、そう？」


「おまけに泉、出てこなかったよね？」


「いやいや、出てきたよ？」


「どこに？」


「越前屋が私」


「エチゼンヤってなに？」


「世界を裏から操あやつる、フィクサーの別名が越前屋って言うんだよ。二週に一度は、時代劇の黒幕越前屋な気がするしね」


「……聞いたことないけど」


「あは、なにせ陰かげのドンだからね。陰の」


　と、なぜか泉はリボンのついた胸をぐいっとそらす。


　するとその横で美雷が、


「じゃあじゃあ、あたしのも聞くー？」


　なんて言ってきて、もう、付き合ってられないのでヒメアはなにも言わずにその場を立ち去ろうとするが、美雷は勝手に話し始めた。





＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋





　美雷妄想ノート１





「ガオー、ガオー」


「わ────、山より大きいイチゴ怪かい獣じゆうが攻せめてきたー、助けてくれー」


「あ、ゲッコー大だい丈じよう夫ぶ！　あたしが守ってあげるね！　いちごなんて食べちゃうんだもんねー！　美お味いしいぃいいいいいい☆」


「おおすごい。おい美雷」


「なにー？」


「イチゴ怪獣を食べてくれてありがとう。おまえは偉えらい子だな！」


「えー、いやぁ、それほどでもぉ」


「あ、ちょっと。僕のほうからもお礼を言わせてください。ミライちゃん、ありがとう」





　完


＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋





　なんていう話に、ヒメアは思わず去ろうとしていた足を止めた。そして思わず振ふり返る。


　するとヒメアが感じた疑問を泉も感じたようで、


「ねね、美雷ちゃん」


「なにー？」


「最後に、『僕のほうからもお礼を言わせてください』って言ったのは誰だれ？」


　という、非常に気になる謎なぞへと、泉が踏ふみこんだ。


　それに美雷が答える。


「イチゴ怪獣だよ！」


「ほう」


「イチゴ怪獣はね、食べてもらえなくて寂さびしくて暴れててね、でもあたしが食べたからよかったんだよ！」


「………………へぇ。なんか、深いような、深くないような、それでいて深い話だねぇ。ね、ヒメちゃん」


　と泉がこちらに話を振ってくるので、ヒメアは答えた。


「自転車は？」


「あ、そっちの話に戻もどす？」


「やらないなら私もういくけど」


「はいはい、じゃあ自転車作ろうかー。まあ、組みたてるだけだから簡単だと思うけど」


　と、泉はふろしきを引ひっ繰くりかえす。ペダルやチェーンやネジやなんかが散乱する。


　彼女はそれを見下ろし、それから顔を上げる。


　美雷がその、泉の顔を見て、


「作れそう？」


　と、聞く。


　ヒメアもその泉の顔を見て、


「出来そう？」


　と聞く。


　それに泉は大きくうなずいて、言った。


「無理！」


「…………」


「…………」


「いや、そんながっかりした顔されても……あの、冗じよう談だんだよ？　えと、図書館にマウンテンバイクのメンテナンスブックがあってねー、それ見ながらならたぶん、ママチャリくらいは組みたてられると思うんだー。というわけで、図書室にいきまっしょー！」


　と、そういうことになった。








　しかし三人で頑がん張ばり、足りない部品はヒメアが魔ま法ほうで開発したりして、一台目の自転車が完成するのにはなんとここから三日もかかったのだった。


　おまけに三人分の自転車を作るには、五日もの時間が必要だった。





　　　　放課後ノート完結編１へ続く──
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　今朝から嫌いやなことが起こりそうな予感はしていたのだ。


　だから学校を休もうと思った。


　いや、休むべきだった。


　だがその直感を信じずに家を出てしまったせいで、結局こんなめんどうなことに巻き込まれてしまった。


「…………」


　朝。


　冬の雨に冷えこむ通学路。


　その片かた隅すみに、ダンボール箱が落ちている。


　ダンボール箱の中からは、にゃーにゃーと子こ猫ねこが鳴くような声が響ひびいている。


　その子猫の鳴き声がするダンボール箱を見下ろして、紅くれない月げつ光こうは顔をしかめていた。


　漆しつ黒こくの髪かみに、鋭するどい瞳ひとみ。その髪の色と合わせたような黒いコウモリ傘がさ。


　宮みや阪さか高校の詰つめ襟えりの制服を首まできっちりとしめ、左ひだり腕うでには生徒会長であることを示す腕わん章しよう。腰こしのベルトにはフェンシングの剣けんのようなものを下げている。


　その月光が、猫が入ったダンボール箱をにらみつけて、言った。


「……捨て猫か」


「にゃーにゃー」


「……馬ば鹿かめ。かわいくにゃーにゃー鳴けば、拾ってもらえるとでも思ったのか？　世の中そう甘あまくはない。周りをよく見てみろ。親はなくとも立派に野の良らとしてやっている猫どもがいくらでも……」


　しかしそこで、彼の言葉は止まる。


　強い風が吹ふき、ダンボール箱の蓋ふたが開いてしまったからだ。すると中には、掌てのひらにのってしまいそうなほど小さい子猫が、うるんだ瞳でこちらを見上げている。


　真ん丸の瞳でこちらを見上げ、にゃーにゃーと鳴いている。


　無む駄だにかわいい顔でにゃーにゃー鳴いている。


　そのかわいい顔に、月光は益ます々ます顔をしかめ、


「……くそが、その甘えた態度がむかつくんだ。俺は絶対に拾わな……」


「にゃー」


「ふざけるな。犬猫の分際で俺の言葉を遮さえぎるんじゃ……」


「にゃー」


「遮るなと言っ……」


「にゃーにゃー」


「そうか。わかった。死にたいらし……」


「にゃー！」


「…………」


　とそこで、月光は機き嫌げんの悪そうな顔のまま、言葉を止めた。


　それからさらに、目を細める。もう、殺気すら感じられるほどの鋭さで彼は子猫を見つめ、それからその目を、周囲に向ける。


　まるで人目を気にするように、周囲をきょろきょろと見回す。


　雨の降る通学路。


　もう、朝のホームルームが始まってしまっているような時間なので、宮阪の生徒の姿はない。


　それを彼は入念に確認してから、


「馬鹿猫が……ちょっと待ってろ」


　と、呟つぶやく。


　これ以上子猫が雨に濡ぬれないよう、ダンボール箱の上に自分の持っていた傘かさをおく。


　すると雨が月光の全身を濡らし、急速に体温を奪うばい始める。おまけにいまは一月なのだ。吐はく息まで白い。


　彼はそれに、体を少しだけ震ふるわせ、


「……クソが。今日は朝から、嫌な予感がしてたんだ……」


　と呟きながら、歩きだした。


　そのまますぐ近くにあるコンビニへと向かう。そのコンビニでいくつかの商品を手に取り、レジに持っていく。


　するとレジ打ちの女が月光が渡わたした商品のバーコードをタッチし始め、


「……『猫まっしぐら』が一点～。『猫ねこ男だん爵しやく』が一点～。『マグロの達人』が一点～。『生まれたてねこまんま』が……」


　と、うざいぐらいに商品の名前を読みあげていき、その途と中ちゆうで、なぜか突とつ然ぜん、驚おどろいたような顔で言葉を止める。そのままこちらの顔を見上げ、急に顔を赤らめると、


「あ、あれ……あなた、もしかして月光様じゃ……」


　なんてことを言ってきて、それに月光は即そく座ざに答える。


「違ちがう」


「きゃー[image: ]　噓うそでしょ噓でしょ！　こんなところで月光様とお知りあいになれるなんて!?」


「違うと言っ……」


「あの、あの、私、去年宮阪高校を中退しちゃった斉さい藤とうミナって言います！　ずっと月光会長のファンで……」


「おまえ、俺の話を……」


「会長猫飼ってるんですか!?　私犬派だったんだけど、会長が猫派なら私も……」


「違うと言ってるのが聞こえないのか！　レジ打ち風ふ情ぜいが俺に話しかけるな！」


　と、月光は怒ど鳴なった。


　それに女はびくりと震え、言葉を止める。


　彼はそれを確認してから、


「俺は月光などという名前ではない。生徒会長でもない。おまけに猫派でもない。わかったか？」


「あ、あのでも……」


「さらにここで俺を見たということも忘れろ。もし他言したら、おまえは死ぬことになる」


「し、死ぬって……」


「いいからさっさとこの缶かん詰づめを袋ふくろに詰めろ。いくらだ？」


「ろ、６９０……」


　その言葉の途中で、月光は財布から千円札を取り出し、女に投げる。


「釣つりはいらない」


「でも……」


　が、女の言葉を最後まで聞かずに、彼は奪うように袋をつかんで、コンビニを出た。


　するとやはり、外は雨が降っている。なのに人目につかないよう慌あわてて猫ねこ缶かんを買おうとしたせいで傘を買い忘れてしまい、にもかかわらず結局猫缶を買っているところを元宮阪の生徒に見られてしまって、


「……クソが。今日は厄やく日びだな」


　と、月光はうめくように言った。


　そしてそのまま、さっき猫がいた場所へと戻もどろうとする──が、しかし彼は足を止めた。


　なぜならそのダンボール箱の前に、見覚えのある一人の少女が立っていたから。


　というか、そこにいたのは、彼の家で同居している少女だった。


　なぜか強気に見える真ん丸たれ目に、くるくる揺ゆれるポニーテール。


　宮阪高校のセーラー服を着てはいるが、とても高校生には見えない小こ柄がらな体と、童顔。おまけに今日は子供用の戦隊ヒーローが描えがかれた黄色い傘に、やはり子供用の黄色い長なが靴ぐつをはいていて、いつも以上に子供っぽく見える。


　彼女の名前は安あん藤どう美み雷らい。


　生徒会では月光の部下、ということになっているが、実際のところは、彼が契けい約やくを交かわした悪あく魔まだった。


　セーラー服を着て人間のふりをしている、十四歳の、悪魔。


　その美雷がにゃーにゃーと鳴き声がしているダンボール箱へとひょこひょこ近付いていき、


「なにこれなにこれ」


　と、言う。


　するとダンボール箱が、


「にゃー」


　と答える。


　それに美雷は大きく目を見開き、


「あ！　猫だ！」


「にゃー？」


「え？　それってニャニャにゃんこにゃんこってこと？」


「にゃーにゃー」


「にゃはははにゃー！　なるほどにゃー！」


　と、まるで会話が成立しているかのように二匹ひきでにゃーにゃー言いあってから、美雷は満足げに大きくうなずいて、


「あはは。にゃーにゃー言うのおもしろいねー！　なに言ってるかは全然わかんないけどねー！」


　と、結局会話は全く成立していなかった。それから彼女はわしわしと子猫をなでると、


「わー、すっごい体冷たいよ！」


「にゃーにゃー」


「え、あ、そんな舐なめちゃだめだって……あはは、くすぐったいよー」


「にゃー」


「ちょ、なになに、おまえあたしのこと好きなのか？　じゃああたしと一緒くる？」


「にゃー！」


「よしケッテー！　一緒ガッコーいこー。ゲッコーに頼たのめばお小こ遣づかいくれるから、ご飯買えるよご飯！」


　なんてことを言う。そして美雷はあっさり子猫を拾う。一度拾ってしまったら後がどれだけ大変か、まるで考えずにあの馬鹿は猫を拾う。それに月光は、ガキはこれだから困る、なんて思う。すると美雷がその子猫をぽんっと頭にのせ、こちらを見る。


　彼女の間ま抜ぬけ面づらがぽかんとこちらを見つめ、それからぱっと表情が輝かがやく。


「おおゲッコー！　なんでここにいるの？」


　月光は答えようとしたが、しかしそれを遮ってさらに美雷が言う。


「あ、ゲッコーゲッコー、これ見てこれこれ」


　と、頭を指差す。すると美雷の頭にのった子こ猫ねこもこちらを見つめ、


「にゃー」


　と言って。


　それに月光は、手に持っていたビニール袋ぶくろを背後に隠かくしながら、


「猫か？」


　と、聞く。


　すると美雷は、


「そう猫！」


　と、うなずく。うなずいたせいで子猫は頭から落ちそうになって、必死に美雷の頭にしがみつく。


　それから美雷がなにかを言おうとするのを、月光は遮って、言った。


「家うちはペット禁止だ」


　すると美雷が頰ほおをぷーっと膨ふくらませて、


「えー、あたしまだなにも言ってないじゃーん」


「はっ。おまえ程度の雑ざ魚こガキが言いそうなことは、すべてお見通しだ」


「ウソだもんね～。全然お見通しじゃないもんね～」


「そうか？」


「そうだよ！」


「じゃあなんだ？　おまえは俺になにを言おうとした？」


　という問いに、美雷は待ってましたとばかりに、


「んとね、んとね、この猫うちで飼おうよ!!」


　と、元気よく言ってきた。


　もう、つい三秒前に交わした会話をまるで覚えてなさそうなバカ面でそう言った。


　それに月光は深いため息をつきながら、


「馬ば鹿かと会話をするのはこれだから……」


「ねねねねゲッコーゲッコー」


「うるさい」


「猫ちゃん飼っていい？」


「だめだ」


「なんでー」


「うちにはもう、すでに一いつ匹ぴき鬱うつ陶とうしいペットがいるだろうが」


「え？　ウットーシーペット？　うちにそんな名前のペットいたっけ？」


「おまえだ」


「あたしはペットじゃなぁあああああああああ……って、あれ？　それなになに？」


　なんて美雷が聞いてくる。


　そして彼女が、月光が背後に隠していた生まれたてねこまんまだのなんだのが入っている袋を興きよう味み津しん々しんの顔で見つめてきて、


「もしかしてお菓か子し!?」


「違う」


「うそだー。ゲッコーばっかりずるいぞー。あたしぽっきー食べたい！　あと猫ちゃんはアイスクリーム食べたいよねー？」


「にゃー」


「馬鹿が。猫がアイスを食べるか」


「食べるよー」


「おまけにいまは冬だぞ」


「あ、そっか！　寒いもんね。じゃああったかいコーンスープとか飲むかな？」


　という言葉に、おまえは猫ねこ舌じたという言葉を知らないのか──などと一いつ瞬しゆん、馬鹿の戯ざれ言に付き合いかけて、しかしそれを踏ふみ留とどまる。そうじゃなくてもさっきからずっと雨に打たれ続けているせいで、寒くて仕方ないのだ。このままこいつとここで会話を続けていたら、風か邪ぜを引いてしまうかもしれない。


　だから月光は美雷の言葉を打ち消して言った。


「ああもういい。わかった。とりあえずその猫は学校に連れて行くぞ。学校にいけば貰もらい手が見つかるかもしれない」


「うちで飼……」


「うちはペット禁止だ。何度も言わせるな。わがまま言うとおまえも捨てるぞ」


「だからあたしはペットじゃ……」


「やかましい」


「やかましくなぁああああ……」


「さあいくぞ」


「ちょ、あたしの話聞……」


「興味ないな」


「ふざけんなあああああ！」


　と叫さけぶ美雷を無視して、月光は踵きびすを返す。


　すると後ろから美雷がひょこひょこついてきて、


「あ、ねねねゲッコー」


「ん？」


「なんでゲッコー傘かさ持ってないの？」


　という質問に月光は一度、振ふり返る。そして不思議そうにこちらを見ている美雷の顔を見つめ、それからさらに、彼女の後ろにあるダンボール箱の上におかれた黒いコウモリ傘がさを見つめて、


「……風で飛んでな……」


　と、言った。


　するとそれに美雷が首をかしげ、


「えー、今日風強くないのに～」


「チビなおまえには感じられない高さで強風が吹ふいてるんだ」


「そうなの？」


「そうだ」


「へー。じゃあゲッコー、あたしの傘に入るー？」


　と、彼女は言って、子供用の傘を掲かかげて見せてくる。


　その傘を月光は手でぱんっと払はらい、


「そんな小さな傘に入れるか」


　と、言う。


　それに美雷も、自分の戦隊ヒーローのイラストが描えがかれた傘を見て、


「だよねー。でも大人用の傘にバッテリー戦隊バテレンジャーの絵がついてるかっこいいのって、売ってないんだよねー。なんでかなー」


「…………」


「でもでもじゃあどうしよっか」


　それに月光は答える。


「別にもう学校は近い。このまま濡ぬれて……」


「あ、コンビニで傘買えばいいよ！　猫ちゃんにもコーンスープいるし！」


「……うん？　いや、コンビニは」


「あたしぽっきーね！　あとドクタ○ペッパー！」


　と、意い気き揚よう々ようと彼女は歩き始めてしまって、それに月光はなにか言おうとする。コンビニにいかない理由をなにか考えようとする。しかし、なにを言っても妙みように言い訳がましくなりそうな気がして、彼は、


「……まあ、傘は必要だしな」


　と、呟つぶやいた。


　そのまま美雷に見つからないよう、さっき買った猫ねこ缶かんの袋ふくろをコンビニのごみ箱に捨て、コンビニに入る。


　美雷と二人でコンビニの中をぐるりとまわり、レジへと向かう。


　するとレジ打ちの女が、なにか奇き妙みようなものを見るような顔でびしょ濡れの月光を見つめながら、


「……傘が一点～。『イチゴポッキー』が一点～。『ドクタ○ペッパー』が一点～。『安心トイレシート』が一点～。『猫まっしぐら』が一点～。『猫男だん爵しやく』が一点～。『生まれたてねこまんま』が……」


　とそこで、女が言う。


「あの、これさっき……」


「黙だまってろ」


「……でも」


「黙ってろ。殺すぞ」


「こ、殺……あの、はい……じゃあええと、１６２０……」


　しかしそれに、月光は二千円を投げつけ、袋を奪うばうようにつかんでコンビニを出る。


　その後ろでレジ打ちの女が、


「お釣つりは……」


　と言って、それに美雷が両手を上げ、


「はーいはいはーい、お釣りあたしもらうー！　いつもゲッコー、お使いいったらお釣りもらっていいって言ってたもんねー！　あたしがお釣りもら……って、あれ、ゲッコーなんで先にいっちゃ……ちょっと待ってー！」


　と、後ろからパタパタうるさいのが追いかけてくるが、彼は振り返らない。


　ただただうんざりした顔で、


「もう俺は、絶対に雨の日は登校しな……」


　しかしそこで、言葉を止める。


　急に背筋に悪お寒かんを感じ、さらに熱が上がってきたような感覚を覚える。


　彼はくらくらし始めた頭を押おさえて、


「…………」


　しかしもう、なにも言わなかった。





　　　　◆





　ピンポンカンポーンと、一時限目のチャイムが鳴ったときからずっと、鉄くろがね大たい兎とは命いのち懸がけの戦いを続けていた。


「……ぐ、ぐぐぐ」


　と、彼は苦しそうにうめく。


　茶色がかった髪かみに、中学までやっていた空手でそこそこに鍛きたえられた細身の体。


　宮阪の制服を、ボタンを外して着て、その左ひだり腕うでには生徒会委員であることを示す腕わん章しようをつけている。


　ちなみに例によって例のごとく、あの俺様生徒会長・紅月光の馬鹿にこき使われて昨日深夜まで異世界へ化け物と交こう渉しようをしにいっていたのだが、そのせいで彼は、ほとんど寝ねていなかった。


　だから当然、眠ねむい。


　死にそうなほど眠い。


　おまけにその眠気に追い撃ちをかけるように、この一年三組の教室は、暖だん房ぼうが効いていて暖かい。


　さらに授業は大兎が苦手な数学で、教師の金かね丸まる肇はじめが黒板になにやらとても日本語とは思えない言語を書きつらねていっている。


　その、難解な文字の羅ら列れつを、


「……うぐぐぐぐぐ」


　大兎は必死に眠気をこらえて、死にそうな顔でにらみつける。


　すると黒板にはこんなことが書かれていて、彼はそれをノートに書き写す。


　エービーイコール３００エーシーイコール４００なので角ビーエー──～～～～～ああやばいやばい、寝てた……おまけにノートがよくわからん波線だらけに……ええと、なんだ、とにかく、角ビーエーシーイコ～～～～～ああああくそ、また寝……ってか、もう無理だってぇ、これ以上起きてるの無理だってぇ、おまけにこの数式もなに書いてるか全然わかんないし、ったくなんなのよこれ、ＸだのＹだのなんの魔ま法ほうですか～って話だよだいたいこんな難しい数式解いちゃったら世界の謎なぞも全部解かれちゃって宇宙が滅めつ亡ぼうしちゃったりすんじゃねぇのまじで少なくとも俺の脳のう細さい胞ぼうは滅亡寸前でおやすみ寸前ですよとか馬ば鹿かなこと考えてないともうほんと寝そうなん……


「…………」


　が、意識をたもてたのは、そこまでだった。


　数学教師の金丸は居い眠ねむりしている生徒にはチョークを投げてくる、なんていう、いつの時代の教師だよと突つっこみをいれたくなるようなことをしてくるので出来れば寝たくなかったのだが、しかし、もう限界だった。


　なので彼は目を閉じる。


　そして眠りの世界へさよなら～っと、飛びたとうとしたところで。


「…………」


　しかし、彼は目を開いた。


　かすかな殺気を感じたからだ。


　というか、普ふ通つうの高校生が殺気を感じて目を覚ます、なんてのはあきらかにおかしいのはわかっているが、もう、彼は普通の高校生ではなかった。


《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》であるサイトヒメアと契けい約やくして不死の呪のろいをかけられ、さらに異世界から異世界を渡わたり歩いて化け物を殺したり脅おどしたりしまくる俺様生徒会長にこき使われているうちに、彼はどんどん、どんどん、人にん間げん離ばなれしてきてしまって。


「……ん」


　と、彼はその殺気に反応して、顔を上げた。


　すると居眠りを見つけた金丸が、こちらにチョークを投げた姿が見えて。


　しかしその動きは、遅おそい。飛んでくるチョークのスピードも遅い。


　いや、もう彼にとっては、ただの人間の動きなどは止まって見えるほどに、遅いのだ。


　だから、どうしよっかな、と、思う。あの投げられるチョークを、よけるのもなんか、変だよなぁとか、思う。


　昔はそういうのに憧あこがれたけど。というかもう、ほんの数か月前の、普通の、どこにでもいる脇わき役やくな高校生だったころは、スポーツ万ばん能のう学業優ゆう秀しゆうクラスのみんなから大人気の有名人──なんてのに憧れたこともあったけど、実際に自分が普通じゃなくなってみると。


　普通じゃない化け物になってみると、


「…………」


　普通ってのも大事なのかもなぁ、なんて、思うようになった。


　少なくとも普通を装よそおえているうちは、この教室にいられるから。


　この、人間の世界の中にいられるから。


　だから彼は、チョークをよけないことにする。普通を装うために、彼はそれを、よけないことにする。


　するとチョークが頭にこつんっと当たって、


「痛っ」


　と、大兎はうめく。


　するとクラス全体がどっと笑う。


　それに大兎は顔を上げて、


「……あれぇ、俺寝てた？」


　と言うと、またみんな笑う。


　教師があきれたような顔で、


「鉄おまえ、まだ一時限目だぞー」


　とか言うので、それに大兎はへらへら笑って、


「いやー、昨日朝までゲームしちゃって」


「ぶっ飛ばすぞおまえ」


「すんませーん」


　彼は頭を下げる。


　それにまた、みんなが笑う。


　大兎もその、いつもの平和な日常を見つめて、笑う。


　するとそれに横から、


「大兎、またよだれ垂れてるよ～」


　なんてことを女の子が笑いながら言ってきて、彼はそちらを見る。


　すると隣となりの席には、小六からずっと家がお隣の、幼おさな馴な染じみの時雨しぐれ遥はるかがやはり楽しそうにこちらを見ている。


　綺き麗れいな黒くろ髪かみをミディアムにし、黒目がちな大きな瞳ひとみ。チェック柄がらのプリーツスカートに宮阪高校のセーラー服を着た女の子。


　その遥が、指で大兎の口を拭ぬぐおうとしてきて、それに彼は、


「だ～からそういうのするとまたみんなにわーきゃー言われるから」


　と、慌あわてて自分で自分の口を拭う。


　しかし彼女はその言葉の意味がわからないのか、きょとんとした顔になり、それから笑って、


「幼馴染みなんだから、いいじゃん」


　なんて、あっさり言う。


　それに大兎は少し困ったような顔になり、


「幼馴染みでも、もう俺ら高一だしさぁ」


「でも……」


　と、なぜか遥が不満そうな顔になってそう言ったところで、突とつ然ぜん、教室の中で妙みようなことが起きた。


　というか、教室の、大兎の足あし下もとあたりで、


「にゃー」


　という、妙な声が上がって。


「にゃー？　って、なに？」


　と、大兎は聞き返す。


　すると足下からまた、


「にゃー」


　という声があがり、それに大兎は足下を見る。するとそこには、一いつ匹ぴきの小さな子こ猫ねこがこちらを見上げていて、また、


「にゃー」


　と鳴く。


　それに大兎は、


「うお、猫だ」


　と、言った瞬しゆん間かん、子猫のかわいらしい口が開き、中から舌が伸のびる。


　ヒュっという空気を切り裂さくような鋭するどい音がして、まるで針金のように細い舌が、普通じゃありえないほどに長く、まっすぐ、大兎の胸のほうまで伸びてきて、


「……へ？」


　と、彼が言ったときにはもう、その舌が大兎の胸の部分の制服を突き破やぶり、心臓を貫つらぬいていた。
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「……かは」


　と、大兎はうめく。


　そしてすぐに、心臓が止まる。


　続いて呼吸が止まる。


　大兎は、死ぬ。


　しかしすぐに彼の中にかけられている、十五分以内に七回殺されない限り死ねない、という不死の呪いが発動して、心臓の修復が始まる。


　呼吸が戻もどり、意識も戻る。


　だが、すぐには動けない。声も出ない。


　心臓の修復が終わってないのだ。


「…………」


　だから、子猫の姿をした、しかしたぶん、猫ではない化け物を前にして、すぐには動けない。


　とそこで、他の生徒たちが子猫に気づく。


　大兎の足下を見て、


「あ、猫だ！　教室に子猫がいる!?」


　と、一人の女子が言って。


　それに大兎は、やばい──と思う。こんな化け物がクラスの中にいるのはやばい、と思う。


　だがまだ動けない。


　それに女子たちが次々言う。


「うわ、かわいー」


「こねこ？　こねこ？」


「鉄君、猫連れてきたの？」


　なんて言って、すると教師の金丸が、


「鉄おまえ、学校にペットを連れてきたのか！」


　なんて怒ど鳴なられてしまうが、しかしそれに、大兎は答えない。心臓の修復が終わり、すでに動けるようになっているが、もう、悠ゆう長ちように教師と会話する余よ裕ゆうは彼にはなかった。


　教室の中に化け物がいるのだ。それも一いつ瞬しゆんで人を殺せるような化け物がいるのだ。


　大兎はそれに、全身を緊きん張ちようさせる。


　すると隣にいた遥が、


「大兎、いつの間に猫飼ったの？」


　なんて言って、子猫に手を伸ばそうとして、


「馬ば鹿か、触さわるな！」


　と、その手を大兎は払はらう。


　それに遥が驚おどろいたような顔になる。


　さらに他の生徒たちも一いつ斉せいにこちらを見る。


　しかし、それに反応する暇ひまも彼にはない。


　目の前にいるこの、かわいらしい子猫の姿をした化け物が、どういう能力を持っているかがわからないからだ。


　それこそ一瞬でこのクラスの生徒全員を殺すことができるだけの能力を持っている可能性だってある。


　ここはそういう場所だった。


　この学校の生徒会が普ふ段だん殺し合いをしている化け物どもは、いつもとんでもない力を持っている奴やつらばかりなのだ。


　だから大兎は子猫をにらんだまま、どう動くべきかを必死に考える。他の生徒たちに被ひ害がいがいかないよう、一瞬でカタをつけるにはどうしたらいいかを考える。


　自分が不死の力を持った化け物になってしまっている、というのがバレるのは問題ない。月光の奴が、人の記き憶おくを操作する道具を持っているからだ。


　だから『力』や『魔ま法ほう』を使うのは問題ないが、しかし、やるからには一発でこいつを始末する必要がある。


　他の生徒に被害がいかないように。


　すぐそばにいる、遥が死んでしまったりしないように。


　なにせ、自分と違ちがって普ふ通つうの人間は、一度死んでしまったらもう、生き返らないのだから。


「…………」


　とそこで、子猫が動いた。


　それに大兎も反応するが、しかし、子猫の動きは、大兎の予想とは違った。


　子猫は突とつ如じよ踵きびすを返して、ぴゅーっと教室から飛びだしていってしまって。


「あ、逃にげちゃった」


　と、遥が言う。


　それから数人の男子が、


「追いかけよう！」


　とか言いだして、それに大兎が、いや追いかけちゃだめだ、と言いかけたところで、かわりに先生が言ってくれる。


「おいおい、おまえらいま、なんの時間かわかってるのか？」


　それに大兎はこくこくうなずく。


「そ、そうだぞおまえら。数学の授業はとっても大事なんだぞ。野の良ら猫ねこなんてどうでもいいよ！」


　するとそれに、ゲーム好きな斉さい藤とうが、


「大兎おまえ、いつからガリ勉君になったんだよー」


　なんて言って。


　それから不良の庭にわ野のが、


「先生、俺ら勉強嫌ぎらいなんで猫追いかけます！」


　とか言いだしたのを、金丸が庭野の頭を教科書でぽんっとたたいて止める。


「あほ言ってないで早く席につけ」


「痛いって～」


　と庭野は頭を押おさえ、それでみんながまた、どっと笑う。


「さあ授業再開するぞ」


　という金丸の言葉で子こ猫ねこ騒そう動どうはあっさり終わり、授業が再開される。


　教室が静まり返り、金丸がチョークで黒板に暗号のような数式を書く音だけが響ひびき始める。


　だが大兎は座すわらない。というか、すぐに猫を追いかける必要があった。


　あんなあっさり人を殺すような化け物に、学校の中をうろつかれるわけにはいかない。


　だから彼はそのまま教室を出ていこうとする。


　するとそこで、


「……大兎」


　と、遥が後ろから声をかけてくる。


　それに大兎は振ふり返る。


　すると遥が不安そうな顔でこちらを見上げて、


「……どこいくの？」


　と、聞いてくる。


　そうじゃなくてもさっき、触るな！とか、怒鳴ってしまったのだ。だから大兎は、


「あ～」


　と、言う。


「ああ、ええとその……なんでもないんだけど……」


　さっき怒鳴ってごめん、と、言おうとする。


　しかしその前に、


「大だい丈じよう夫ぶ？」


　そう遥が聞いてくる。こっちは意味不明な怒鳴り声をあげたのに、彼女は心配げにそう言ってきて。


　それに大兎は彼女を安心させるように愛あい想そ笑いを浮うかべてから、お腹なかを押さえ、


「それがやばそう」


　なんて言う。


　するとそれに、遥が目を大きく見開いて、


「え、それって、トイレってこと？」


「そそ、トイレ、もう、一いつ触しよく即そく発はつ、遥に触られてもやばい感じ」


「えええ～、だ、だからさっき」


「ごめんな……ええと、ちょっとセンセー」


　それに金丸が機き嫌げん悪そうに振り返り、


「今度はなんだ」


　それに大兎は、


「漏もれそう」


　と、言った。それにクラス全員が笑う。金丸はうんざりした顔で、


「さっさといけ。授業の邪じや魔まするな」


　と、言う。


　続いて遥が、


「大丈夫？　私ついていってあげようか？」


　なんて言ってくるので、大兎はそれに、


「男子トイレまで？」


　と、答える。


　するとそれに遥が顔を赤らめて、クラスメイトがまた笑う。


　はっきり言っていまの状じよう況きようはとても笑えるような感じじゃないのだが、まあ、みんながそれに気づかず笑ってくれるのはいいことだった。とにかく笑いごとですんでるうちにあの猫ねこをなんとかしないと。


「ってなんかほんと漏れそうなので、いってきまーす！」


　と、大兎は駆かけだす。


　クラスメイトが途と中ちゆうで漏らすなよーとか言うので大兎はそれに手をひらひら振って教室を飛びだす。


　廊ろう下かに出て、左右を見る。


「ってもう猫いねぇし」


　と、クラスメイトに聞こえないよう呟つぶやきながら、とりあえず右に走りだす。走りながら彼はポケットに入っていたケータイを取り出す。アドレス帳の、ムカツク馬鹿紅月光という文字を押す。ケータイを耳にあてる。するとケータイの向こうから、


『おかけになった電話は、電波の届かない場所にあるか、電源が……』


「だからなんで肝かん心じんなときにあいつはいっつも電話つながらねーんだよ！」


　と、大兎は走りながら怒鳴る。


「って言っても俺、化け物がどこにいるのか探る魔法とか使えねぇしな……ええと、ヒメアならそんな魔法も使えるだろうけど……ああ、どうしよ。ヒメアに電話かけ……」


『おかけになった電話は、電波の届かない場所にあるか、電源が……』


「ヒメアも電話出ねぇえええええ！　じゃあ生徒会室か？　生徒会室に戻もどりゃいいのか？　あああでも、ここからだとヒメアがいつもいる屋上のほうが近いか」


　と言いながら、彼は廊下の先にあった階段を上り始める。


　目指すは彼の主あるじである《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》──サイトヒメアがいる、屋上だ。





　　　　◆





　──その、大兎と子こ猫ねこの殺し合いが始まる、三十分前の出来事。





　場所は宮阪高校、中央校舎五階にある、生徒会室。


　書しよ類るい棚だなとホワイトボード。長方形の会議用の机と椅い子すという、ほんとうに普通の生徒会室で、


「…………」


　月光は、ぐったりしていた。


　雨にびしょ濡ぬれになってしまった制服を脱ぬぎ、生徒会室にあらかじめ用意してあった替かえの制服に着替え、慌あわてて熱い紅茶を飲んではみたのだが、しかしもう手て後おくれだったようで、悪お寒かんが止まらない。


　頭もぐらぐらする。


　それに彼は、椅子の背もたれに体を預け、頭を押さえながら、


「……はぁ」


　と、ため息をついた。


　するとそれに、やはり猫を頭にのせたままの美雷がちょっとだけ心配そうな顔でこちらを見つめ、


「ゲッコー顔真っ赤だよ！　大丈夫？」


　なんて聞いてきて、それに彼は首を振る。


「……大丈夫じゃない」


「調子悪いの？」


「……ああ。おまえのせいでな」


「えー、あたしのせいなの？」


「……そうだ。俺は天才だからな。馬ば鹿かと会話しすぎると熱が上がるんだ」


「あたし馬鹿じゃないよ！」


「じゃあタコだな」


「タコでもなぁああああああい！」


　と、美雷は子猫を掲かかげて怒ど鳴なる。


　すると子猫もそれに合わせてにゃーと鳴く。


　それを月光はうんざりした顔で見つめながら、なにかを言おうとするが、


「……痛つ」


　さらに頭痛までひどくなってきて、口を開くのをやめた。


　するとまた、美雷が心配そうに言う。


「ほんとに大丈……」


　が、それを遮さえぎって月光が言う。


「あまり近付くな。感う染つるぞ」


「うつる？」


「ああ」


「なにが？」


「風か邪ぜがだ」


「風邪ってなに？」


　と、きょとんとした顔で言う美雷を見つめ、月光は言った。


「なんだ。悪あく魔まの世界には風邪はないのか？」


「だから風邪ってなにー？」


「まあ……馬鹿は風邪ひかないというしな」


「あたしは馬鹿じゃなぁあああ」


「やかま……クソ、頭が痛い！」


　と、彼はうめく。


　それに美雷が言葉を止める。さらに心配そうな顔で、


「ほ、ほんとにゲッコー、調子悪いんだね。ど、どどど、どうしよう。あたしに出来ることある？」


「ない」


「でも……」


「というか、消えろ。おまえの声がうるさくて頭が痛い」


「えええええ～」


　と、彼女が声をあげたところで生徒会室の扉とびらがガララと開いて、


「こらー不良どもー、一時限目の真っ最中に生徒会室でだらだらしてるとはなにごとかー！　そんなことじゃ、私みたく不良になっちゃうぞー」


　などと、またうるさいのが入ってくる。


　それに月光はその声のほうを見る。


　するとそこには楽しげに笑う、宮阪のセーラー服を着た少女が立っている。


　綺き麗れいに脱色ブリーチされた金きん髪ぱつのショートカットに、羞しゆう恥ち心しんという言葉を知っているとは思えないほど短くされたスカート。


　アイメイクばっちりな目に、口には禁きん煙えん用の棒つきキャンディーという姿。


　生徒会の書記をやっている、碧あお水み泉いずみだ。


　その泉が言う。美雷の頭の上の子猫に気づいて、


「お、なになにそのかわい子ちゃんわ。殺人的なかわいさじゃないの！」


　それに美雷が子猫を掲げて言う。


「朝拾ったんだよー」


「へー。捨て猫かー」


「ゲッコーがね、家うちで飼っていいって……」


「言ってない」


　と、月光は遮る。


　それに美雷がちぇーっと頰ほおを膨ふくらませる。


　その二人の姿に泉がにやにや笑って、


「ほうほう、娘むすめが突とつ然ぜん猫ねこを拾ってきて、困るお父さんの図ってわけですか？」


「…………」


「『あたしのパパは俺様生徒会長！』──みたいな？　なんかこれで一本少女漫まん画がいけそうだね～」


「…………」


「って突つっこみ入れてよ～」


　と、やはり泉はへらへら笑う。


　こいつはただの人間のくせに、どんな危険な状じよう況きよう下かでも楽しそうに笑っている変人なのだ。そのくせ頭の回転だけは速いので、頭痛で頭を使いたくないときは会話をしたくないのだが、


「あれあれ紅君、顔赤いよ？」


「…………」


「あ、もしかして風邪ひいてる？」


　それに月光はうなずいて、言った。


「そうだ。だからもう部屋から出ていけ。おまえらの声がうるさくて、頭が割れそうだ」


　するとまた美雷が心配そうな顔になり、それから泉のほうを見上げ、


「ねね、イズミイズミ」


「ん～？」


「イズミは風邪って知ってる？」


「え、美雷ちゃん知らないの？」


「うん」


「そうか～。悪魔には風邪ってないんだねぇ。そりゃ便利だなぁ」


「ゲッコー、辛つらそうだよね。どうしたらいいんだろ」


　という言葉に、泉がにっこり笑って、


「そんなに心配する必要ないよ。私、風邪を一いつ瞬しゆんで治す方法知ってるから」


「え、ほんとに？」


「うん」


「どうするの？」


「んとね、私がおばあちゃんに聞いた話だとね、ネギを二本買って、一本は首にまきつけ、さらにもう一本はお尻しりにズバっと突っこめば治っちゃうらしいよ」


　と、言う。


　すると美雷がなぜか顔を赤らめて、


「……お、お尻に？」


　と言って、それに泉は真顔で大きくうなずく。


「そう。お尻に！　さあ美雷ちゃん、私がお小こ遣づかいあげるからスーパーでネギ買ってきて、あのわがまま生徒会長をネギのパワーでやっつけ……」


　しかしそこで、月光は机の上にのっていた、紅茶の入ったティーカップを泉へと投げた。


　すると泉は、


「きゃー♪」


　と、やはり楽しそうにそれをよける。


　しかしそこで美雷が、


「あたしネギ買ってくる！」


　とか言いだして、それを月光は止めようとしたが、


「…………」


　もう、本当に体調が悪くて、なにもかもどうでもよくなってきた。


　すると泉が、


「あれあれ、珍めずらしく会長様が弱気だったからはしゃいじゃったけど、ほんとに調子悪いんだね～」


　とか言うが、月光はもう答えない。それに泉は微笑ほほえんでから、


「美雷ちゃん」


「う？」


「ネギ中止」


「でもネギがないと……」


「ネギなくても、ほっとけば治るから安心して」


「え、そうなの？」


「そうそう。静かにしてれば治るから」


　するとそれで、美雷の顔に安あん堵どの色が広がる。


「なんだ、そうなんだ～」


「そうそう。安静にしてればね～」


　という言葉に、月光は泉と美雷をにらみ、


「おまえらがこの部屋を出ていってくれればすぐにでも俺は……」


　しかしそこで美雷が、


「あー！　猫ちゃんおしっこしたー！」


「うわ、ほんとだ！　トイレトイレ！」


　と、馬ば鹿かどもがぎゃーぎゃー騒さわぐ。


　さらに猫がにゃーにゃー騒ぐ。


　その度たびに頭痛がひどくなって、月光はいっそもう、こいつらここで全員殺してやろうか、などと思うが、もうその体力はなかった。


　とにかく今日は《軍》に依い頼らいして作らせていた新しい呪じゆ詛その培ばい養よう液えきが生徒会室に届くので、それまではここにいなければならないのだが、しかし、それまでとても気力が保もつとは思えなかった。


　とにかく眠ねむい。


　気絶しそうなほどに眠い。


　それでもその眠気と寒気をこらえて、月光は生徒会室の中を見つめる。


「…………」


　熱に浮うかされ朦もう朧ろうとした意識で、猫のトイレにわーきゃー楽しそうにしている馬鹿どもをぼんやり見つめる。


「…………」


　生徒会室の扉が開き、鬱うつ陶とうしいことにさらに二人の生徒会委員が入ってくるのをぼんやり見つめる。


「…………」


　ちなみにそいつらも宮阪の制服を着てはいるが人間じゃない。エルフとなにかのハーフという美形の兄弟で、兄がセルジュで弟がハスガとかいう名前なのだが、しかしもう、それもどうでもいい。


　とにかくそいつらが、


「なんか《軍》の奴やつらが会長にこれ渡わたせって言ってたけど、なんだこれ？」


　などと言って緑色の液体が入ったフラスコをこちらに見せてくる。


「…………」


「……あれ、なんでこいつ反応しないの？」


　というハスガの言葉に、泉が答える。


「風か邪ぜだって～……って、紅君寝ねちゃったの？　《軍》からなんか届い……あれ、ちょ、紅君、うそ、これ気絶してない？」


　それにセルジュがこちらの顔の前で手を振ふってきて、


「気絶？　紅君、生きてますかー？……あ、ほんとに反応しませんねぇ」


　最後に美雷が子こ猫ねこを放ほうり投げて、こちらに近付いてくる。ひどくうろたえたような顔で彼の腕うでをつかみ、


「ゲッコー！　ゲッコー！」


　と、揺ゆする。


「ちょ、ゲッコー大だい丈じよう夫ぶ!?」


　と、揺する。


　おまえの馬ば鹿か力ぢからでそんなに強く揺すったら腕が抜ぬけるだろうが、と怒ど鳴なりたくなるほど強く揺する。


　だが、その声もでない。


　もう、熱がかなり高そうだった。全身に力が入らず、そのままその場に倒たおれてしまい、美雷がそれに、


「きゃー!!」


　と悲鳴をあげる。


　と同時に、彼女はハスガが持っていた呪詛入りのフラスコを跳はねあげる。強化ガラスで作られているはずのフラスコを、美雷の馬鹿力はあっさり割ってしまう。


　そのままフラスコから緑色の呪詛が漏もれだして、それが床ゆかに倒れる月光に向かって落ちてくる。


　そしてそれを月光はぐったりと見上げながら、


「…………」


　馬鹿な──と、思った。なぜ、ここにはこうもうるさいだけの馬鹿しかいないんだ、と思った。少し頭を回して落ちつけばこんな馬鹿げたことは起きないはずなのに、なぜこいつらはこんなにも──


「…………」


　が、言葉はそこまでだった。


　呪詛が月光の胸にかかる。


　その胸のあたりに強い痛みが走る。


　ちなみにその呪詛は対魔獣用に開発した新しい呪のろいで、魔獣はそれに触ふれただけで月光の奴ど隷れいになる──というような効果を持たせたものだったのだが、しかし、それが人間にかかったときにどうなるかはまるでわからない。わからないが、少なくともいい結果にはならないだろう。


　なにせ攻こう撃げき用の呪詛なのだ。


　もしかしたらここで、この馬鹿どもに振り回されて俺は死ぬのかもしれない──なんてことを、朦朧とした意識の中で月光は思う。


　おまけにこの馬鹿どもはいま、月光に得体の知れない呪詛がかかってしまった、ということすら気づかずに、


「とりあえず病院連れてこ、病院」


　なんて泉が言って、それにハスガが、


「風邪なんかで倒れるなんて、意外と軟なん弱じやくな奴だなぁ」


　と月光の体を抱かかえあげる。


　それからセルジュのほうをにらみ、


「兄貴も手伝えよ」


「はいはいいいですよ～。それに私、かわいいナースばっかりの病院を知って……」


「ンな話はどうでもいいよ！」


「えー、ナースはかわいいほうがいいでしょう」


　なんて馬鹿なことを言いあう混血ハーフブリードどもに、月光は抱えあげられる。


　そして最後に美雷が、もう、いまにも泣きそうな顔で、


「ど、どどどどどうしよう」


　なんてうろたえて。


　それに泉が彼女の頭をなでてあげて、言う。


「大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ。ただの風邪だから、病院にいけば治るって」


「ほんとに？」


「ほんとほんと。あ、じゃあついでにネギも買っとく？」


「……お、お尻しりのやつ!?」


「そうそう」


「そしたら治る？」


「治る治る」


「じゃあ買う！　あたしさっきゲッコーにお釣つりもらったから、ネギ買ってくる！」


　と、美雷は必死な顔で部屋から飛びだしていって。


　それに泉は微笑み、それから、


「んじゃ、ガッコーさぼってみんなで病院にいこー」


　と、楽しそうに言って、彼女たちは月光の体を抱えて、部屋から出ていってしまう。


「…………」


　と、いう光景を──


　その、自分の体が馬鹿どもに連れ去られていく、という光景を、どういうわけか月光は見つめていた。


　月光の意識はまだ生徒会室にあるのに、彼の体はもう、生徒会室から運びだされてしまっていて。


　それに彼は、顔をしかめる。


　いま起きている、非常にまずい状じよう況きようを見つめて、彼は顔をしかめる。


　そして、いったいどういうことだこれは？　と、彼は思考を巡めぐらせ、すぐに呪詛のせいだと気づく。


　おそらくあの呪詛が込められた液体のせいで、彼の霊れい魂こんのようなものが体から抜けて離はなれてしまったのだろう。


　あの呪詛を人間にかけると、そういう効果が出るようだった。


　それに月光は、くそが、まったく面めん倒どうなことになった、と、言おうとした。


　言おうとしたが、しかし、なぜか口からは、


「にゃー」


　という音が漏れた。


　それに彼は、目を大きく見開く。そして、なんだ、と言おうとした。すると口からはまた、


「にゃー」


　という猫ねことしか思えない鳴き声が漏れて。


　彼は、慌あわてて自分の手を見る。するとそこにはかわいい肉球が──ってふざけるんじゃない！


　と、彼は怒鳴った。すると口が、


「にゃにゃにゃーにゃにゃー！」


　って、あほか俺は……


　と、その肉球で月光は頭を抱えた。


　それから、どういうわけか朝拾った子猫の姿になってしまった彼は、その場にあぐらをかいて短い脚で腕うで組ぐみをする。そして、とても子猫とは思えないふてぶてしい態度で、呟つぶやく。


「にゃ、にゃにゃにゃ～にゃにゃ」


　──くそ、あの呪詛は、人間にかかると家か畜ちくと霊体を入れかえる力が生まれるのか。


「……にゃむにゃむむ～にゃ」


　──だがどうする？　人語をしゃべれなければ《軍》に状況を説明できないぞ。


「にゃ、にゃぷ。にゃふにゃにゃにゃ」


　──クソ。仕方ない。サイトヒメアに魔ま法ほうで翻ほん訳やくを頼たのむか。


「にゃーふにゃにゃにゃん」


　──しかし、今日は雨だが、あの魔ま女じよはまた屋上にいるのか？


　と、月光は四つ脚で立ち上がる。そのまま彼はひょこひょこと生徒会室を出る。


　するとたまたま廊ろう下かを歩いていた女教師が彼の姿を見つけて、


「あらなに？　なんでこんなところに猫ちゃんがいるの～？　迷まい子ご？」


「にゃふ！」


「なーにを怒おこってるのよ～。あ、生徒にいじめられたのね」


「ふーっ！　ふーっ！」


「大丈夫、私はいじめたりしないわよ。でも、このまま学校においとくわけにもいかないわよねぇ」


「にゃ!?」


「いいわ。私の家にくる？」


「にゃ──!?」


「暴れないの」


「にゃにゃにゃにゃにゃ」


「あ、逃にげ……」


「ふぎゃー!?」


　と、月光は必死にサイトヒメアがいる、屋上へと走った。





　　　　◆





　その魔女はいつも、寂さびしげな顔をしていた。


　雨が降る学校の屋上。


　そのフェンスの上に、とても人とは思えないほどの美しさを持った少女が立っている。


　年のころは十五くらい。


　七色に輝かがやく薄桃ラベンダー色の髪かみに、透すき通るような肌はだ。宮阪のセーラー服が似合わないほどに整った容姿。


　その姿は、雨には濡ぬれない。彼女のまわりだけ、まるで結界かなにかが張られているかのように、雨が避さけて降る。


「…………」


　彼女の名前はサイトヒメア。


　世界中の魔ま術じゆつ的組織から指名手配されている、《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》と呼ばれる特とく殊しゆな種の生き物だった。


　いまは契けい約やく者しやである鉄大兎のそばにいるために、その素す性じようを隠かくして外国からのハーフの転校生としてこの学校に住みついているのだが、しかし、月光の知る限り彼女は、学校の授業に出ている様子はなかった。


　それどころか鉄以外の他の生徒とは、ろくに会話さえしない。


　彼女は鉄だけが好きで、他の人間など、どうなってもいいと思っているようだった。


　月光はその魔女の背中に向かって、


「にゃー」


　と言う。


　それにサイトヒメアが振ふり向く。愁うれいをたたえる真しん紅くの瞳めで、猫の姿の月光を見て、


「……月光？」


　と、なんの説明もしていないのに、彼女はあっさりこちらの正体を見破る。


　それに月光が、


「にゃにゃ……」


　が、それを制止して、サイトヒメアが言った。


「あ、ちょっと待って。私猫の言葉なんてわかんないから、魔法で翻訳する」


　と、彼女は指を動かす。彼女の指に光が灯ともり、それで自分の小さな頭をぽんっとたたく。そして言う。


「で？」


　それに月光は答える。


「見ればわかるだろう？　猫になった」


「馬ば鹿かじゃないの？」


「俺もそう思う」


　と、月光はうなずく。


　それにサイトヒメアが、月光の中の何かを見み透すかすように真紅の瞳を細めてから、言う。


「呪じゆ詛そか……心を移動させる呪のろいがかかってる。誰だれに呪われたの？」


「……いろいろあってな」


「ふぅん。あんた嫌きらわれてそうだもんねぇ」


「天才は嫉しつ妬とされるからな」


「はは、下等な人間が天才？　冗じよう談だんも休み休み……」


　しかしそれを遮さえぎって、月光は言う。


「いいから俺の話を聞け」


「なんで私があんたなんかの言うことを……」


　が、それも遮り月光は、


「言うことを聞けば、ここに鉄を連れてきてやるぞ」


　と、言った。


　するとその瞬しゆん間かん、さっきまであれほど高圧的だった魔女の顔が赤く染まり、


「え[image: ]」


　と、言う。


　それに月光は続ける。


「鉄の今日の授業を免めん除じよして、この屋上でおまえといるように、命じてやる」


　するとその言葉に、サイトヒメアは急にそわそわした様子で、


「そ、そんなあからさまな餌えさに食いつく私だと……」


「じゃあ鉄をここに呼ばなくてもいいのか？」


「だめ」


「なら言うことを聞け」


「うう……い、いいわよ。聞いてあげようじゃない」


「よし。なら……」


「呪いを解けって？」


「そうだ。解けるか？」


　そう聞くと、それにサイトヒメアはこちらを馬鹿にしたように笑う。


「私を誰だと思ってるの？」


「ならさっさと……」


「だから誰にものを言ってるのよ。もう、とっくに解いてる」


　と、魔女は笑う。あははと笑う。


　それに月光は自分の、小さな猫の体を見下ろし、それから肉球付きの手を見てから、


「どういうことだ？　猫のままだぞ？」


　するとサイトヒメアが答える。


「呪いはもう解いた。で、今度は私の呪いをかけた。あんたが約束を守ったら、消える呪い」


　それに月光は顔をしかめる。


「……約束を守ったら？　つまり、俺が鉄をここに連れてくれば、俺は猫の体から抜ぬけられるということか？」


「そう」


「猫の姿のまま、俺に鉄を呼びにいけと？」


「そう」


　と、彼女は悪戯いたずらっぽく笑う。


「大兎以外の人間は信用ならないから、これくらいしないと。あ、でも安心して。大兎の側そばまでいったら、大兎があなたを追いかけてくるような魔法もかけといたから」


　なんて言ってくるので、それに月光はサイトヒメアをにらみつけ、言う。




[image: ]





「なめた真ま似ねをしおって……元の体に戻もどったら、おまえを殺すからな」


「あはは、やってみなさいよ」


「……まったく、なんでこううちの生徒会は面めん倒どうな奴やつしかいないんだ」


「あは、一番めんどくさいあんたがそれを言う？」


　と、サイトヒメアは笑う。


　しかしそれを無視して月光は再び校舎へと戻った。


　そして階段を下りる。廊下を駆かける。


　するとさっきの女教師に見つかって、


「あ、猫ちゃん!?」


「ふぎゃ!?」


「待ちなさい！」


「にゃにゃにゃにゃ～」


　と、彼は必死に走った。





　　　　◆





　そして再び時間は戻る。


　女教師の追つい撃げきをかわし、なんとか一年三組にたどりついた月光は、鉄のそばまでいき、その瞬間、彼の口からサイトヒメアが込こめた魔ま法ほうが飛びだした。突とつ如じよ伸のび始めた舌が鉄の心臓を貫つらぬき、一度殺す。もちろん鉄には不死の呪いがかかっているのですぐに復活する。


　そして鉄はこちらをにらみおろし、臨戦態勢になる。


　拳こぶしを握にぎり締しめ、攻こう撃げきしてこようとする。


　向こうはここのところどんどんその強さを増している不死者なのに、こちらはか弱い子こ猫ねこの姿で、


「……にゃ!?」


　やばい、と思った。少しでも気を抜けば、殺されてしまう、と思った。


　だから月光は必死に逃げる。屋上へと逃げる。逃げながら、まったく、今日は逃げてばかりじゃないか！　と、うんざりする。確かに朝起きた瞬間から嫌いやなことが起きそうな予感はしていたのだが、しかしまさかこれほどとは……


「…………」


　と、いうところで月光は屋上にたどりついた。


　するとそこには、さっきとは別人のように明るい、わくわくした顔のサイトヒメアがいて。


「た、大兎連れてきてくれた？」


　なんて言う。


　それに月光はうなずき、


「くるはずだ」


「わ、私、いま変じゃないかな？」


「あ？」


「大兎、好きって言ってくれるかな？」


「知るか。おまえは早く俺の呪いを解……」


　とそこで、屋上に鉄が現れる。こちらを見て、


「うおわ、猫ねこ見つけた！　ヒメア、そいつ化け物なんだ！　そいつから離はなれ……」


　が、その言葉を言い終わる前に、サイトヒメアが鉄に抱だきついて、


「大兎大好きー!!」


　とか叫さけぶ。


「ちょ、ヒメア、そんな場合じゃ……」


「そんな場合だもーん[image: ]」


「あの、猫、化け物……」


「それもう私が退治した」


「へ？　え？　そうなの？」


「うん。でねでねー、今日はここで、ずっと二人でいろーって、月光が言ってたよ。ね、月光」


　と、サイトヒメアがこちらに言ってくるので、月光はそれに顔を歪ゆがめ、


「色ボケどもが。いいから早く呪いを……」


　するとそれを言い終わる前に、サイトヒメアが鉄に抱きついたまま指をぱちんっと鳴らす。


　瞬間、彼の意識は真っ暗になり──


「…………」


　再び目を開けたときにはもう、彼は屋上ではなく、別の場所にいた。


　白い天てん井じよう。薬品臭くさい部屋。


　どうやらそこは病院かどこかのようで、


「……くそが、やっと戻ったか」


　と、彼は疲つかれたような声で呟つぶやく。右みぎ腕うでを上げようとして、そこに点てん滴てきの管がつけられているのに気づく。


　それから目を動かすと、やはりそこは病室だった。


　狭せまい個室の病室に、彼の部下である生徒会委員が四人もいる。そしてその部下たちが、こちらを見つめてなぜか笑っている。


　碧水泉が、セルジュ・エントリオが、ハスガ・エントリオが、口を押おさえて必死に爆ばく笑しようするのを我が慢まんするような顔をしていて。


　そしてすぐ目の前には、緊きん張ちようしているような表情の、美雷の顔がある。


　その美雷は本当に切せつ羽ぱ詰つまったような顔でこちらを見つめ、


「…………」


　そしてその手には、一本のネギが握られている。彼女は震ふるえる声こわ音ねで、


「……げ、ゲッコー、いま助けるからね」


　なんて言う。


　それに彼は、


「馬ば鹿かな。なにが助けるだ。俺を殺す気か！」


　と、足を上げて、美雷の顔面にたたきつけた。しかし彼女は悪あく魔まなのでそれにびくともしないが。


　彼女は顔を蹴けられたままこちらを見つめ、


「あ、あ、やった！　みんな、ゲッコーの意識戻ったよ!!　ネギが効いたのかな!?」


　なんて叫んで。


　それに他の馬鹿どもが爆笑する。


　泉が笑いながら、


「おはよー」


　なんて言って、続いてハスガが、


「いやーまあ、そりゃ目ぇ覚ますよなぁ。ただの風か邪ぜだしな」


　さらにセルジュが、


「点滴が効いたんですかね。さっきよりずっと血色がいい」


　なんて言ってくるので、それに月光はうなずく。


「うむ。おまえらのおかげだ。わざわざ病院に連れてきてくれて、助かった」


　と、言いながら、彼は周囲を見回す。自分の剣けんがどこにあるかを探し、ベッドに立てかけてあったのを見つけて、手に取る。


　それに泉が、


「あ、あれぇ……お礼言ってるわりに、なんで紅君、剣を抜こうとしてるのかな」


　という問いに、月光は優やさしく微笑ほほえんで、


「いやいや、助けてもらった礼をしようと思ってな」


　なんてことを言う。


　それから剣を抜く。


　漆しつ黒こくの刀身。月の形が装そう飾しよくされたシンプルな形状の柄守カツプガード。


　その剣は、人を相手にするために造られたものではなかった。


　悪魔を殺すための剣。


　神を殺すための剣。


　すべての魔を祓はらうための剣。


　その剣を右手に掲かかげ、


「…………」


　さらに彼は、美雷からネギを奪うばい、左手に掲げる。


　そのネギは、人を相手にするために作られたものではなかった。


　無能な馬鹿のケツをたたくためのネギ。


　雑ざ魚この分際で俺に盾たて突ついたツケを払はらわせてやるためのネギ。


「さあお遊びの時間は終わりだ。クズどもの腸はらわたをこのネギでかきまわして、地じ獄ごく旅行へ連れてってやる！」


　と、月光はベッドから飛びだす。


　それに泉たちが、


「あ、悪魔が目を覚ましたぁあああああ！」


　と笑いながら病室から逃にげだして。


　それに。


「…………」


　その、あきらかに低脳な部下たちの逃げていく姿をうんざりしたような顔で月光は見つめ、それからそばでにこにこしながらこちらを見ている美雷の顔に向かってネギを投げ捨てると、


「……ああ、馬鹿どもとつるむのは疲れる」


　と、吐はき捨てるように言った。





　　　　◆





　それから数日後。





　月光は家で目を覚ました。


　その日も起きた瞬しゆん間かんから嫌なことが起こりそうな予感がしていた。


　おまけに今日の天気の予報は、雨だった。カーテンの向こうからも、雨の音が響ひびいてくる。


　前回はその嫌な予感を無視したせいでひどく面めん倒どうな目にあってしまったが、


「……今回はそうはいかんぞ」


　と、彼は笑えみを浮うかべた。それから起き上がり、机の上においてあったケータイ電話を取って校長に電話をかける。


「俺だ」


『月光君か』


「今日は雨が降ったから休む」


『え？　雨が降ったから休む？　そんなハメハメハ大王の息むす子こじゃあるまいし』


「とにかく今日は休みだ」


『で、でも、今日は全校集会で、君が進行役を……』


「知るか。おまえがやれ」


『ええええええ、ちょ、とりあえ……』


「うるさい」


　と、彼はケータイを切った。そのまま電源も切る。


　それに彼は笑みを浮かべ、それから今日一日、浮いた時間でなにをしようかと考える。まあ、とりあえずはここのところずっと足りていない睡すい眠みんを……


「…………」


　と、いうところで、家の一階から声がした。同居している美雷の声だ。


　その美雷が叫んでくる。


「ゲッコー！」


「…………」


「朝だよゲッコー！」


「……うるさい。俺は学校を休……」


「あとね、あとね、なんか雨に濡ぬれてる犬がいたから拾ってきたよおお！」


　という声とともに、美雷と、あと四つ脚のなにかが勢いよく階段を上がってくる音がして。


「…………」


　それに月光は、心底うんざりしたような顔で部屋の鍵かぎをしめ、それから再び、ベッドに倒たおれこんだ。







ケース４：終了
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「うっひゃ────」


「今日だけで四枚めー！」


「俺も俺も！」


「あのブルーのストライプ！　たまんねー！」


　などなど、今日も今日とて、『ぱんちー坂』には例の四人組の男子たちが集まっていた。


　坂の途と中ちゆう。しゃがみこむようにして待機している四人組。


　そしてその四人がいることを確認してから、


「やーやーエロパーの諸君。今日もやってるかね。今日は私のパンチラを大公開しちゃうから、興奮で死なないようにねーん！」


　などと言いながら、坂の上で泉いずみはお手製の自転車に跨またがっていた。


　その自転車は、かなりかわいかった。


　最近女子高生の間で流は行やっている、ブリ○ストン製のかわいいデザインのものにも負けないような、ステッチの入ったサドル。ピンク色のフレーム。茶色いカゴ。ところどころ溶よう接せつの代わりに、ヒメアが召しよう喚かんしたよくわからないスライムのようなものが使われているが、それはなるべく目立たないようにしてあるので、とにかくかわいい自転車だった。


　オシャレに気を遣つかう高校生女子なら、


『なにあれちょーほしー』


　と思うであろう逸いつ品ぴんを彼女は作り上げていて。


　だからこそ満足げな顔で、


「さあ見てみて見てちょーだい」


　と、泉は言った。


　そのまま地面から足を上げ、ペダルを漕こぎ始める。するとスルスルと自転車が走りだす。タイヤも細めなので、加速もいい。


　やがて例のカーブミラーに、自分が映るのがわかる。


　すると坂の向こうで声がする。


「きた───！　おまえら目を閉じるなよ！　いつだって真実パンチラは、最後まで現い実まを直視し続けた奴やつにだけ与あたえられるんだからな！」


　と、相変わらずの熱い言葉に感かん銘めいを受けながら、泉は一段とペダルを漕ぐ足を速くする。


　ちなみに今日も彼女のスカートは短い。だから自転車なんかに乗った日には、もう、パンティの危機は大変なことになってしまっていて。


「スカート短いぞ！」


「ＪＫだ！」


「宮みや阪さかの制服だ！」


　なんて声が聞こえる。


　それに泉は、


「あはは、ＪＫＪＫじょしこーせーい！」


　なんて言いながら、坂に差しかかる。そのまま一気に下りる。


　その勢いで、スカートがぺらんとめくれる。細い太ももが露あらわになり、さらにその上が見えようとして──


　坂の途中にいた眼鏡めがね君が、


「直視ぃいいいいいいいいいい！」


　と、まるで戦国武将のようなオーラを放ちながら叫さけぶ。


　男の子たち四人はこちらをガン見してくる。


　それに泉はにやりと笑う。


　そしてスカートが完全にめくれ、パンティが見えようとした、瞬間。





　カシャ！





　という音を立てて、自転車の前についているライトが強く光った。


　それはもう、これ以上ない、というほど開いていた男子たちの目が、一いつ瞬しゆんなにも見えなくなってしまうほどに強く光った。


「うわ、なんだ!?」


「なんも見えない！」


「ぱ、パンティは!?　パンティは!?」


「み、見み逃のがしたぁああああああああああああ!?」


　なんて悲鳴の横を、泉は楽しそうに自転車で通りすぎる。


　これが泉がヒメアにお願いして開発した、エロパー防止機能だった。


　昨今世界中の女子たちを悩なやましているエロパーたちの超ちよう能のう力りよく犯罪から身を守るため、イズミストン製の自転車には、盗ぬすみ見防止フラッシュがついているのだ。


　さらにこのフラッシュはエロパーたちの目をくらますだけではなく、盗み見していたエロパーたちの顔を撮さつ影えいしており、その上そのエロパーたちが持っている携けい帯たいのアドレスをハッキングによって割り出し、その携帯に写真とともに、


『女子たちは気づいてるから、そろそろやめないと、先生に呼びだされちゃうぞ☆』


　というメールが送りつけられるという、すでにもうこっちが犯罪状態の充じゆう実じつ装備。


　そんなこんなで、一いつ斉せいに男子たちの携帯が鳴った。


　そして背後で、


『なんだこれはぁあああああああああ!?』


　なんて悲鳴が上がって、


「あはは」


　泉は楽しそうに『ぱんちー坂』を駆かけおりていったのだった。





　　　　放課後ノート完結編２へ続く──
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　ヒメアストン製の自転車には、これといってなんの装備もついてなかった。


　エロパー防止機能も、カゴも、ブレーキすらついていない。


　そのなんの機能もついてない自転車に跨またがって、


「だ、大だい丈じよう夫ぶかな……？」


　不安げな顔でヒメアは言った。


　場所は宮みや阪さか高校の急な坂の上。


　そこでヒメアは自転車に跨っていて。


　そしてそのヒメアに、


「大丈夫大丈夫。この坂をね、しゅぱーって下れば、大たい兎と君絶対『わーヒメアなにこの自転車かっけー』って言ってくれるから。もう坂の下に大兎君呼んであるから」


　と、泉が言う。


　するとヒメアがふふふと笑って、


「自分で自転車作ったって言ったら、褒ほめられるかな？」


「絶対褒められるよー。男の子、そういうの好きだもん。俺のも作ってって言われるかも」


「あは」


「あ、じゃあちょっと待ってね。大兎君に準備してもらうから」


「う、うん」


　と、ヒメアはうなずく。


　すると泉いずみは携帯を取り出し、操作して、電話する。


「あ、大兎君。いまどこー？　あ、違ちがう違う、そっちのパン屋さんじゃなくて、早はや世せ通りのほう。そうそう、そっちからきてー。おもしろいもの見せてあげるからー。え？　あは、いやいや、それは見てのお楽しみ。ほいじゃあとでーん♪」


　と、携帯を切る。


　それにヒメアは聞く。


「なんて？」


「ヒメちゃんに会いたいから、ダッシュでくるってさー」


「ほんと!?」


「ほんとほんと。あ、ところでヒメちゃん、今日はパンティ、ルリーのやつはいてきた？」


「？　ルリー？」


「ほら、私とおソロの、かわいいやつ」


「あ！　えと、う、うん……それだけど、なんで？」


「えっへっへ」


「？？？」


「はいてるんなら大丈夫。大兎君、きっと『自転車かっけ────＆俺はヒメアのことが好きだああああ』とか言いだすと思うよ」


「うそっ!?」


「ほんとほんとーん♪　あ、ちょっと待ってね」


　と言って、泉がヒメアから離はなれる。坂の下のほうをのぞきこむ。


「お、きたきた。ヒメちゃん、自転車じゅーんび」


「うん」


「かっこよくね！」


「うん」


「かっこ可愛かわいくね！」


「う、うん！」


「よし、じゃあ、ＧＯ！」


「うん！」


　と、ヒメアは地面を足で蹴けった。すると自転車がすーっと走り始め、魔ま法ほうの力で勝手にペダルが──


「ってだめぇ、ペダルこいでこいで、魔法禁止！」


「え？　え？」


　とヒメアが慌あわてて後ろを振ふり返る。


　すると泉が両手をクロスして、


「魔法禁止！　魔法使つかったら大兎君に好きって言ってもらえないよ！」


「そ、そうなの!?」


「そうそう！　だから速くペダルこいでー」


「わ、わかった！」


　と、ヒメアは慌てて自転車のペダルを漕こぎはじめた。


　細い足で、一いつ生しよう懸けん命めいペダルを漕ぐ。漕ぐ。漕ぐ。


　すると自転車はどんどん加速する。


　大兎の姿が見える。


　大兎は今日もかわいい。


　だからヒメアは、


「大兎ー！」


　と名前を呼んだ。


　すると大兎がこちらに顔を上げる。


「あ、ヒ……」


　と、言いかけて言葉が止まる。なぜか顔を真っ赤にする。そしてそのまま視線が、ヒメアの顔から下へと下がっていく。胸のあたり。腰こしのあたり。スカートのあたりへと下がっていって。


「ん？」


　と、大兎がなにを見てるかを確認するように、ヒメアも目線を下げる。


　自分の、スカートのあたりへと、目を向ける。


　すると魔法での管理を停止してしまっているスカートが、大変なことになっている。


　風でめくれあがり、おそらく大兎の位置からだと、中の、その、下着が──パンティが、丸見えになってしまっているはずで。


「きゃぁああああああああああああああああ!?」


　と、ヒメアは叫さけんだ。


　そして慌てて自転車を止めようとするが、この自転車にはブレーキがついてなかった。


　それにヒメアは、


「あ、あ、えと、どうしよ、とりあえず制止の魔ま術じゆつを、いや、でも先にスカートを……」


　などとやってるうちに自転車は一直線に大兎のほうへと向かっていってしまって。


「ちょ、ヒメア、ぶつかる！」


「あ、大兎！」


「それに、その、す、スカートが……」


「見ないでぇええええええええええ」


「ぶ、ブレーキブレーキ」


「それない！」


「え？」


「あ、だめ」


「え？　って、ぎゃぁあああああああああああああああああああああああああああ」


　自転車はそのまま、大兎にぶつかってしまった。本当に凄すごい速さだったので、大兎の体は壊こわれ、死に、しかし不死の力によってあっさり復活する。そのまま大兎は自転車から吹ふっ飛とんでいこうとするヒメアの腕うでをつかみ、抱だきよせる。グッと彼女を抱きしめ、そして守るように地面に転び、クッションになってくれる。


　そして、


「……あっぶなかった。ヒメア、怪け我がなかった？」


　なんて聞かれるが、あまりに強く抱きしめられてしまっていて、もう、幸せすぎて、


「気絶しそう」


　と言うと、大兎が慌てる。


「あ、あ、やっぱ怪我を……」


「大兎と一いつ緒しよにいれて、幸せすぎて死んじゃいそう」


「へぇ？」


　と、大兎は気の抜ぬけたような声をあげてから、抱きしめてる力を抜いて。


「心配して損した～」


　と言う。


　それにヒメアは大兎にぎゅっと抱きついて、


「もっともっと」


「いやいや、ここ路上だから」


「関係ないもん」


「もんじゃなくてさぁ」


　と言う。それから大兎が顔をあげる。周囲をきょろきょろ見回し、


「あの、やっぱここでこんな状じよう況きようだと、警察とか呼ばれちゃうと思うから、いこうぜ」


　と、無理矢理ヒメアを立ち上がらせる。それにヒメアは唇くちびるをとがらせて、


「うー」


「うーなしね」


「むー」


「むーもなし」


「ぷー」


「ぷーはまあいいかもね」


「あは[image: ]」


　と、彼女は大兎の腕に抱きつく。


　すると大兎は肩かたをすくめ、それから背後に倒たおれてぐちゃぐちゃになっている、自転車の残ざん骸がいへと目を向ける。そして言った。


「あの、ヒメア」


「うん？」


「いや、なんで自転車乗ってたのかは知らないけど、この坂さ」


「うん」


「あの、『ぱんちー坂』って名前で有名でさ」


「へ？　ぱんちーざか？」


「そそ。ええと、女の子が自転車乗ってここ下りるとさ、下から、その、パンティが丸見えだから、えと、そういう名前がついてるんだけど」


「え!?」


　と、ヒメアは言う。


　それから彼女は坂の上のほうへと目を向ける。すると坂の上では泉が爆ばく笑しようしていて。


「あ、あの子……」


　と呟つぶやく。　しかしそこで大兎が、


「だからその、ここは自転車で下りないほうがいいよ」


　と言ったところで、ヒメアは思いだしてしまった。


　さっき。


　ほんのついさっき、スカートが全開にめくれあがってしまったのだ。


　そしてそれを大兎は絶対、絶対に──


「……あの、大兎……」


「うん？」


「……み、見た？」


「え？」


「あのあの、私のその、あの、見た？」


　と、ヒメアは震ふるえる声で聞いた。


　すると大兎が、もう、あからさまにうろたえた声こわ音ねで、


「み、見てないよ？」


　なんて言うので、ヒメアは恥はずかしさで消えたくなった。


「う、噓うそだ」


「ほ、ほんとほんと」


「噓だー」


「ほんとだって。あの、俺そういう興味ないし」


「え、興味ないの？」


「え？　あー、そりゃ興味はあるけど」


「ほらぁ」


「うー？　ああ、ええと……」


　とそこで突とつ然ぜん、ヒメアの携けい帯たいが鳴った。


　それに大兎が慌てて、


「あ、ほらヒメア、携帯！　携帯鳴ってるよ！」


　と言って、それにヒメアはポケットから携帯を取り出す。かけてきているのは泉で、ヒメアはちょっとだけ怒おこったような顔でそれに出る。そして、


「あなた……」


　と言いかけたところで、泉が言った。


「ね？　かわいいパンティはいててよかったでしょー」


「えと」


「きっと大兎君いま、ドキドキしてるよ」


「んと」


「一生懸命自転車作って、よかったねー」


　なんてあまりにふざけたことを言ってくるので、ヒメアはそれに、こう言ってやった。


「うん。よかった」





　　　　放課後ノート完結編３へ続く──
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　携帯の音で、月げつ光こうは起こされた。


　場所は自宅の、ソファ。


　昨日徹てつ夜やで書類仕事をしていた月光は、限界を超こえたので自宅に戻もどり、ソファに倒れこんでいたのだが。


　彼は薄うすく目を開く。そして部屋にかかっている時計を見る。


　時刻は二十二時。


　ソファに倒れたのは二十一時半ぐらいだったから、まだ三十分くらいしか寝ねていないことになる。


　それに彼は、


「……まるで寝足りない」


　と呟き、それからソファの前のテーブルの上で鳴り続けている携帯をうらめしそうに見る。出ようか、出まいかを考え、


「寝よう」


　と言って、再び目をつむる。


　しかし携帯は鳴り続ける。


　プルプルやかましく鳴り響ひびき続ける。初めは無視しようと思っていたが、ずっと鳴り続けるそれに、


「ああ、うるさい」


　月光は携帯を取った。そのまま耳にあて、言った。


「俺だ」


　すると携帯の向こうから男の声がする。


『あ、こちら安あん藤どう美み雷らいさんの、保護者の方の電話ですか？』


　それに月光は、


「違ちがう」


『え……』


「切るぞ」


『ちょ』


　プチ、ツーツーツー。


　そこで彼は、通話を切った。そのまま携帯をテーブルに放ほうる。するとまた携帯が鳴り響き始めて、月光は鬱うつ陶とうしげに顔を歪ゆがめて、出る。


「俺だ」


『あ、あ、ゲッコー！　あのね、あたしね、悪いことしてないのにね、警察に捕まっ……』


「そうか。よかったな。一生捕まってろ」


『え』


　プチ、ツーツーツー。


　通話を、切った。そのまま電源も落とそうとするが、その前にまた、プルルと鳴りはじめ、月光は顔をしかめながら出る。


「俺だ」


『ああ、こちら宮みや阪さか警察署の者ですが、お宅の娘むすめさんが無登録の自転車を乗りまわしてですね、自分で作っただのと、噓ばかり言うんですよ。だからちょっと署まできてもらっ……』


「知るか。そいつは娘じゃない。ペットだ。保健所にでも連れていけ」


『はぁ？　ちょっ……』


　プチ、ツーツーツー。


　通話を、切る。そして彼は相手がかけてくるよりも前にと、急いで携帯の電源を切ろうとする。それに成功する。


「よしっ！」


　と、彼は独り、ちょっとだけ声をあげてしまう。


　そしてそんな自分を嘲あざけるように、


「はっ」


　小さく笑ってから、携帯をテーブルへと投げる。電源が入っていないから、もうかかってくることもないだろう。


　やっと静かに眠ねむれる、と思い、目を閉じる。そのまま夢の世界へと入ろうとする。


「…………」


　徹夜した体を癒いやすために、休息を取ろうとする。


「…………」


　だが、どういうわけか眠れなかった。


　なぜかさっきの、馬ば鹿かペットの慌あわてたような声が頭の中に響いてしまって。


　悪いことしてないのに捕まったと、ちょっと泣きそうな声だったのを思いだしてしまって。


「……ああ、くそが」


　と、うめくように言う。


　目を開き、立ち上がる。


　全身がひどくだるい。吐はき気すらもする。なのにいまから警察に馬鹿を迎むかえにいかなければいけないのだという。それにうんざりしながらも携帯をポケットに入れ、やはりソファに埋うもれていた鍵かぎを拾って、家を出る。


　そしてそのまま彼は警察へといき、ぎゃーぎゃーうるさい美雷を引き取り、そしてその帰り道に、美雷に自転車を漕こがせて月光はうしろの荷台でうつらうつらしていた。


「ねねねね、ゲッコー、これね、自分で作ったんだよー」


「……ふぅん」


「あのねあのね、やっぱり自転車って便利だよねー」


「……かもな」


「ゲッコーにも作ってあげよーかー」


「……ふぅん」


「ふぅんってどういうこと？」


「………………ああ、かもな」


「えとえと、んとね、ゲッコーにも作ってあげるねー」


「……くー」


「あれ、ゲッコー」


「……すー」


「あ、寝てるの？」


「…………」


「ゲッコー疲つかれてるんだ！　でもあたしが連れて帰ってあげるからねー！　だって自転車あるもんね！」


「……くー」


「あたしの自転車あるもんね！　ぷぷぷ！」


「…………」


「はいはーい、ちょっとお嬢じようちゃん止まってー」


「え？　え？」


「二人乗りは禁止だよー。はい降りて降りて。で、身分証明書ある？　自転車の登録番号見せて～」


「え？　え？」


「ほら、後ろの君も起きて起きて」


　という声で、月光は目を覚ました。


　するとまたも周囲を警官に囲まれてしまっていて。


「あの、あの」


　と、美雷が戸と惑まどうような声を出している。


　そしてそれを、もう、この世のすべてを恨うらんでいるような、心底疲れた顔で月光は見上げてから、


「……おい美雷」


「う？」


「明日自転車を買いにいくぞ。無登録自転車に乗るのは、今日で最後だ」


　そう言った。
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「なんで表紙が男なんだよ！　これラノベだぞ！　ライトノベルなんだぞ!?　ラノベは女の子表紙パンチラって決まってんだろうがぁあああああああああああ！　ええええそんな構図でもパンチラしちゃうんですかあぁあああ鼻血ぶ───ですわぁあああああああって叫ぶ準備を前巻発売直後からしてた俺たちの熱い魂はいったいどこに持っていったらいいんだぁああああああ!?　よし決めた。もう決めた。次巻はあれだ。表紙は美雷ちゃんで、帯めくったらまさかのスカートはいてない！　コレだ！　これに決め……」


「やかましい！」


「ぎゃぶ!?」






　あとがき







　いやー、今回のあとがきは、短いです！　なにせページが二ページしかないので、コンパクトにいきます。コンパクトに！


　まず近きん況きよう──この本をぺろっとめくったところにある著ちよ者しや近況にも書きましたが、作家バンドで初ライブをやってきましたー。


　ちなみにこの本の『放課後ノート』の原稿の締切デッドを八回くらい過ぎて（すみません涙）、担当キャサリンに、


キ「もう、もう、来週の月曜の一時には原稿もらえないと落ちます。まじ落ちです。まじ落ち！　なのでよろしくお願いします！」


僕「わ、わかりました」


　というわけで、金、土、日に僕は必死に、死にもの狂いで原稿を書き続けたすえ、月曜日の一時五分。


僕「あ、あがりました───！」


キ「ま、待ってましたぁああああ、速攻入稿します！　お疲れさまでしたああああ、あ、二十分以内くらいで、著者近況ください！」


僕「わかりましたあああ！」


　という会話のもと、僕はあの、著者近況を書いたのでした。


　するとこんな電話が！


キ「こ、このライブって、昨日のことじゃありませんよね!?」


僕「え？　あ～、ええとですね…………………………てへ☆」


キ「てへじゃなぁあああｌｄじょｆじゃｄｆじなｚｄょいあｈ」


　と、キャサリンはなにやらぱんちー坂の彼らよろしく大興奮の様子でした。大興奮！（ぱんちー坂を知らない方は、この本、『紅月光の生徒会室３』をお楽しみください！）


　と、いうわけでー、なんかもうページがありません。告知としては、あれです。もうすぐアニメ化ですね！　あと、コミカライズが、ドラゴンエイジ、少年エース（角川書店刊）で行われてます！　詰め詰めですが、次に会うのは来月の伝勇伝！　伝勇伝ではついにライナとシオンが!?　っていまから書くんだけど（笑）それではまた来月～！





鏡貴也公式サイト：http://www.kagamitakaya.com/
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